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第一章　無法者













　突然、ガタンという音がして、前触れもなく馬車が停止した。少女の燃え立つような赤い髪がふわりと揺れる。護衛の隊長である兵士から「私が声をかけない限り、決して顔を見せるな」と、出しゅっ立たつする際に言われた通り、レイラはじっとしていた。

　馬車の中は薄暗く、外の様子はうかがい知れない。決して中を覗かれないよう、四方を厳重に覆われているからだ。

　少し前に休憩を取った時は、隊長が、馬車から下りるようにと合図をよこした。だから今度もそうなのだろうと、レイラは外からの合図を待った。

　だが、いくら待っても声がかからない。それどころか、なにかが激しくぶつかるような音や、重いものが地面に転がり落ちるような鈍い音が聞こえて、レイラは不安になった。

　彼女が不安に思うのも無理はない。それは、レイラが十七歳の若さで、慣れ親しんだ町を離れ、嫁ごうとしていることも理由のひとつではあった。

　だが、最も大きな理由は、嫁ぐ相手がこの国の王太子であり、しかもその花嫁である彼女が、本物の身代わり、つまり偽物の花嫁であったからだ。

「レイラ様」

　ふいに扉越しに自分を呼ぶ声がする。

「は、はい！」

　上擦った声で返事をすると、「もう少しで次の町に着きます。本日はそこで宿を取ります。それまで今しばらくご辛抱ください」とゆったりとした男の声がした。

　物腰のやわらかい若者を連想させるようなその声は、今まで聞いたことのないものだった。

　すぐに滑らかに馬車が移動を始めたので、レイラはふっと息を吐いた。声に聞き覚えがないもなにも、皆見知らぬ兵士たちばかりだ。聞いたことのない声、というよりは、しゃがれた隊長の声ではないとわかっただけのことだった。

　レイラは汗ばむ手のひらをぎゅっと握りしめた。静かな時間は、悪い想像をもたらす。レイラはぶるぶると首を横に振り、頭の中にへばりつく悪夢を追い払った。

（大丈夫。きっとうまくいくわ。必ず父様たちを助け出して、みんなと一緒にもとのように楽しく暮らすの）

　絶え間なく心に言い聞かせていなければ、そのまま泣きだしてしまいそうだ。レイラは、精いっぱい自分を奮い立たせようと、ぐっと背筋を伸ばした。

　その時、馬車の扉が開き、明るい声が響いた。

「レイラ様。着きましたよ」

「ありがとう」と言いながら馬車から顔を出す。青年は、どうぞと言って手を差し出した。

　太陽がヴィシュー湖に顔を隠していく。思ったよりもずいぶんと時間がたっていた。

「明日にはリア国の城下町に入り、明後日あさってには城へ着く予定です。今日はよくお休みください」

　手を握られたまま、金髪の若い兵士に微笑まれる。頭を下げて歩き始めたレイラは、ふと周囲の兵士たちに違和感を覚えた。

　いつも真っ先に自分に近づいて、言動や振る舞いの一つひとつに目を光らせる、あの高圧的な態度を取る隊長が見あたらない。

「あ、あの。隊長はどちらに？」

　必要以上に会話をすれば、自分が本物のレイラ様でないことがばれてしまう。だから、誰が相手でも会話は必要最低限にする。レイラは何度も注意された内容を心の中で復唱しながら、自分の手を取ったままの青年に耳打ちするように小さくささやいた。

「隊長は急用で、代わりに私がレイラ様のお世話を命じられました。ユーリと申します」

　ユーリはやわらかい笑みを浮かべ、レイラを真正面から見つめると、軽く頭を下げた。レイラは、「よろしくお願いしますね」と告げたものの、釈然としなかった。

（やはりなにかがおかしいわ。ほかの兵士との接触を嫌っていた隊長が、兵士自らに名乗らせるなんて）

　歩きながら、そろりと周囲を見回す。目が合わないようにしていたせいで、兵士の顔は隊長以外記憶にない。しかし、言葉にできないなにかを感じる。

　ふいに、斜め前方を歩くすらりと背の高い銀髪の男が目に入った。足が長く、肩にまでかかる美しい銀髪が目を引く。

（あんな人、いたかしら。女の人、じゃないわよね？）

　兵士の多くは金や茶の髪をしていたはずだ。あんなにも印象的な銀糸のような髪をした兵士を覚えていないことがあるだろうか。

　レイラが背中越しにその兵士の銀色の髪を不思議そうに見つめていると、視線に気づいたのか、男が振り向いた。

　意図せずに視線が合ってしまい、レイラは一瞬体をこわばらせる。目を伏せようとしたが、まるでその瞳に吸い込まれたように視線がはずせない。切れ長の瞳は瑠璃色で、宝石のようにきらきらと輝いており、一瞬でレイラの心をとらえた。

「なにか？」

　しかし、男はじっと見つめたレイラの視線を不ぶ躾しつけと感じたのか、渋みのあるとがった低い声を出した。

　細く形の整った美しい眉に鼻筋の通った顔は、それだけ見れば女性と見間違えそうだったが、声は間違いなく大人の男性のものだ。

「あ、いいえ！　なんでもありません！」

　レイラは、なぜだかひどく胸が騒いだ。鼓動を抑えながら一歩を踏み出すと、自分の差し出した足が、小さな石ころを踏みつけた。次の瞬間、石はレイラの右足をのせたまま、無情にも勢いよく地面を滑った。

「きゃあっ！」

　足首がおかしな方角に曲がるのを感じる。レイラは、次に襲ってくるであろう痛みを予想してぎゅっと目を閉じた。

　けれど、予想に反し、痛みは訪れない。その代わり、低音の、ずしりとおなかに響くような声が耳もとで聞こえた。

「大丈夫か？」

　ぶっきらぼうな声に誘われるように、レイラはゆっくりと目を開いた。

（不思議な瞳。ヴィシューの湖の青だわ。朝日を浴びて反射している水面のように輝いている）

　ヴィシュー湖というのは、ここリア国と隣のレガ国の中間にある巨大な湖で、雨の少ない両国において、重要な水源だ。生活用水としてはもちろん、生物も豊富にすむため、多くの人々が利用しており、レイラもこの湖の恩恵にあずかるひとりだった。

「おい、大丈夫かと聞いている」

　再びレイラの耳もとに低い声が響いた。その台詞で、我に返ったレイラは、自分の置かれた状況にはっとした。体が男の腕の中にすっぽりと包まれ、お互いの顔が触れそうなくらい間近にある。

「きゃあ！　ご、ごめんなさい！」

　転びそうになった自分を支えて助けてくれたのだと理解し、恥ずかしさが全身に込み上げてくる。

「あの、私、昔からドジばかりで。転んだりするの、しょっちゅうだし、お鍋もよく焦がして、父様や姉様にも、笑われてて。だから、その！　悪気があるわけではないんです。本当にごめんなさい！」

　父親以外の男性と、こんな近い距離で接するのは初めてのことだ。顔が熱くほてってくるのを感じて、レイラは思わず早口でしゃべる。

　しかし、男は動じることなく、小さな声でつぶやいた。

「姉様？」

　瑠璃色の瞳に射貫かれて、レイラの心臓が急激にばくばくと打ちつけた。

（いけない！　レイラ様は一人娘だわ。ついうっかり、口が滑ってしまった！）

　目の前にいる男は、眉間に深いしわを刻む。レイラはひどく叱られるのだろうと思い、小犬のように丸まった。

「ごめんなさい。以後は、絶対に失敗のないよう発言に注意いたします。だから、お許しください」

　レイラは祈るように繰り返す。

「あやまらなければならないようなことが？」

　男の低い声に、レイラは、大きな瞳にあふれそうな涙をたたえたまま、ようやく顔を上げた。

「だって、ボロが出てしまったわ。もしも今のが王太子様相手の失敗なら、みんな殺されてしまうのでしょう？　偽のレイラだとばれれば、正体を偽りリア国王様を欺あざむいた罪で、全員ひどい殺され方をするだろうと、ジマール様はおっしゃっていたわ」

　ジマールというのは、ここリア国の地方領主のひとりだ。リア国王より、自分の一人娘を王太子の妃として嫁がせるよう命ぜられたものの、それを嫌って偽物のレイラを仕立てた張本人だ。

　レイラは、身代わりとして、この国の王太子妃となるべく、馬車に揺られている最中で、当然、彼女が偽物の花嫁だと知るのは限られたごく一部の人間だ。

　王族を欺いたと知れれば、恐ろしい罰が待っていることも十分承知していたが、それでもレイラに選択肢はなく、この三ヶ月、ジマールの屋敷で娘のレイラを演じる練習を積んできた。幸か不幸か、彼女の名前がジマールの娘と同じレイラだったため、「レイラ様」と呼ばれることにはずいぶん慣れてきた。

　しかし、考えずに言葉を口にすると、今のように簡単にボロがでてしまう。だからこそ、なるべく口数を減らし、ほかの兵士と接触しないように細心の注意を払っていたはずだった。

　腕の中で震えるレイラを抱えたまま、銀髪の男は眉間のしわをさらに深くする。

「お前、ジマールの娘ではないのか？」

　男は、レイラの瞳の奥まで覗き込みそうな勢いで、顔を近づけた。

「え!?」

　レイラは、はっとした。男の質問の意味を噛みしめる。

（嘘!?　この人たち、まさか私が本物のレイラ様だと思っている？）

　あの隊長が、事情を知らない人間だけを置いてどこかへ去るなど、ありえない。レイラの護衛役としてではなく、監視役としてついてきているはずなのだから。

「あなたたちは、誰？　隊長はどこへ行ったのですか？」

　なにか、とんでもないことをしでかしたような予感が走り、レイラは身震いした。

「質問に答えろ。お前は何者だ」

　レイラを怯えさせるのに十分な、迫力のある重低音が耳もとで鳴る。思わずぴくりと動いた肩を、男の大きな手が押さえつけた。レイラの眉尻はますます下がり、顔がくしゃくしゃにゆがむ。これからどうなるのかと思うと、声も出せなくなった。

「まぁ、まぁ、落ち着いて、サジ。彼女、悪気があるわけでもなさそうだし」

　助け舟を出してくれたのは、最初にレイラの手を取って馬車から下ろしてくれたユーリだ。ふたりのやり取りをじっと横で見ていたユーリは、いまだつり上がった眉を下ろさないサジの肩をぽんと叩くと、レイラに向かってやわらかく微笑んだ。

「とりあえず、宿まで行きましょう。そこで、話を聞かせてくれる？」

　どうすることもできず、レイラがこくんとうなずいた瞬間、サジは流れるようにレイラの膝下に左手を差し入れた。そのまま、レイラを横抱きに抱え上げると、宿の扉に向かい歩き始める。

「きゃあ！　なにをするんですか」

　レイラは、突然のことに大きな声を上げる。家族以外の男性とこんな近い距離にいることはめったにない。父親でさえ、最後に彼女を抱え上げたのは、十年以上も昔のことだ。しかも周りにはユーリ以外にも大勢の兵士がいて、ふたりの様子を怪訝そうに眺めている。

「おとなしく、抱かれていろ。その足で歩くのは無理だ」

「そ、そんなことありません。大丈夫です。歩けます」

「下ろした途端、逃げようとでも考えているのか？」

「違います！」

「だったら、問題ないだろう」

「あるに決まっているでしょう！」

　そんなもの、大問題があるに決まっていた。レイラは、恥ずかしさで羞恥に染まった顔で、サジを見上げた。

「なんだ」

「お、お嫁に行けなくなります！」

　一瞬、時が止まったように、サジは歩みを止める。

　ほんのわずかに、彼の形のよい唇の端が持ち上がったような気がした。

（あれ？　笑った？）

　サジの表情のわずかな変化に気づいて、レイラは自分を下ろしてくれるのかと期待したが、それはまったくの間違いだった。

「なら、私の妻になればよい。それなら問題ないだろう？」

　サジは鼻先でくすりと笑うと、再び歩みを進める。

「わ、私はソリャン王太子様の妃になるんです。おかしなことをおっしゃらないで」

「べつにおかしなことを言ったつもりはない。王太子妃になるのは、ジマールの娘のレイラだ。お前はどうやら偽物らしいから、べつに私がもらってやっても問題ないだろう？」

　レイラは、はっとして黙り込んだ。

　隊長が戻ってきて自分を助けてくれないものかと辺りを見回すが、姿はない。自分が軽率な発言をしたせいで、とんでもない状況に陥ってしまった。どうすればいいのかわからなくなり、再び泣きそうな気分になる。

　それでも、本物のレイラとして、ソリャン王太子のもとへ嫁がねばならないのだ。本物のレイラなら、きっとこんな時も毅然とした態度を取ることだろう。レイラは、息を吸うと、おなかに力を込めた。

「下ろしてください」

「だめだ」

「困ります！　私は、ソリャン王太子様の妃になると誓ったんです！」

　レイラは、唇を引き結んだ。家族を助けるためになにがあっても偽物のレイラを演じきると、心に誓ったのだ。

「なんだ、誓いが欲しいのか？」

　その言葉を発した瞬間、なにを思ったのか、サジは、ゆっくりとレイラの唇に、自分のそれを合わせた。触れるだけの、軽い口づけだ。

「これで、いいな？　お前は今から俺のものだ」

（今、なにが起きたの？）

　頭が、思考を拒否したようだった。

　レイラは声にならない声を上げて、ばたばたと足を振ったが、サジは気にせず、宿の扉をくぐった。

　部屋の中は、レイラが想像するよりずっと広々としていた。寝台に寝かされた瞬間、足首に鈍い痛みが走り、顔をしかめる。

「痛むのか」と言いながら、サジは当然のようにレイラの衣をたくし上げ、足のかかとを持ち上げた。

「きゃ、やめてください！」

「やめたら手あてができないだろう」

「自分で、できます」

　サジの手を払い、用意された薬草を自分で足首に巻こうとするが、緊張で手が震えてしまう。いつもなら、簡単にできるはずなのだが、サジに見られているのだと思うと、どうしてもうまくいかない。

「やはり私がやろう。さっさと手あてしないと、明日には立ち上がれないほど腫れてくるぞ」

　レイラの足に触れるサジの手は、ひんやりとして気持ちがよかった。

「それで、お前は何者だ？」

　サジはレイラの細い足首に、手早く薬草を貼りつけると、器用に布を巻き上げながら、鋭い視線を向けた。

　レイラは返答に詰まる。隊長が戻ってくる様子はない。この人たちが何者なのかはわからないが、少なくともジマールの私兵ではなさそうだった。突然馬車が停止したあの時に、きっとなにかが起こったのだろう。ひょっとしたら、自分を本物のレイラ様だと勘違いして馬車を乗っ取り、ジマールに金品を要求するつもりなのかもしれなかった。もしもそうなら、事情を説明した途端、偽物に用はないと殺されるかもしれない。

　レイラはそこまで考えて、震える唇を開いた。

「あなたたちは、何者ですか？」

　サジの青い瞳は氷を含んでいるのかと思うほど冷たく光っていて、無意識のうちに、レイラは肩を震わせた。

「夫となる男に隠し事とは、いい度胸だな」

「夫って、勝手にあなたがおっしゃっているだけで、私は同意した覚えなどまったくありません！」

「誓い合った仲だろう」

　どうやらサジが言っているのが、先ほどの口づけのことらしいとわかり、レイラはサジの唇の熱を思い出して、一瞬で頬を赤く染める。

「それとも、あれでは物足りなかったか？」

　サジは、レイラの体を寝台に押しつけると、彼女のほっそりとした顎に指をかけて持ち上げた。そのまま口づけられるのかと思い、レイラは固く目を閉じる。

　サジはその様子をおもしろそうに眺めると、レイラの唇には触れることなく、耳のうしろに口づけた。そのまま、耳たぶに舌を這わせる。

「んっ！」

　おかしな気分になり、レイラは自分の上げた声に驚いて目を見開いた。自分を見下ろすサジの瞳の中に、自分が映っているのが見える。

　そのままサジの唇が自分の唇に重なるのがわかり、必死でサジの胸を押すが、彼の体はびくともしない。それどころか、自分にかかるサジの重みが増して、レイラは逃げ場を失った。

「それ、いつまで続くの？」

　突然、あきれたような声が部屋の隅から聞こえる。

　レイラが、はっとしてその声のほうに視線をやると、そこには食事の膳を持ったユーリが立っている。いったいいつからそこで、このやり取りを眺めていたのだろう。

「こいつが自分のことを話すまでだ」

　レイラを組み敷いたまま、サジは冷静にユーリの質問に答えた。

「そう。じゃあ、がんばって」

　自分を助けてくれると思ったユーリは、そのまま踵きびすを返して部屋から出ていこうとしている。

　レイラは、慌てて「待ってください！」と叫んだ。

「すべて打ち明けます。だから、どうか私をレイラ様として、リア城まで連れていってください！」

　どちらにしても、自分が本物のレイラでないことはすでにあきらかになっている。殺すつもりなら、とっくに殺されているはずだ。そしてなにより、このままこう着状態が続けば、リア城にたどり着くことはできそうもない。だったら、正直に話して、助けてもらえる可能性に賭けたほうがいいような気がした。

「そうか。それはありがたいが……残念なことだな。もう少し味わっていたかったんだが」

　サジの吐息が顔にかかって、レイラの心臓が小さく跳ねる。

　サジの体が自分から離れていくのを感じながら、サジの言う残念なことがなんなのだろうかと考える。

（こんな時なのに、私、変だわ）

　絶体絶命な状態。それが、今の自分を表すにはぴったりな言葉だ。いったいどうしてこんな状況に陥ってしまったのか。レイラの頭に、三ヶ月前の悪夢がよぎった。




　＊＊＊




　レイラがサジと出会うより三ヶ月ほど前のこと。

　彼女は、レガ国とリア国の境にある小さな町で、窓際の小さな椅子に腰かけていた。すでにずいぶん前から、暗闇に向かい目を凝らしている。燃え立つような赤い髪に指を絡めて、家族の帰りを心待ちにしながら。

　東の空が白み始め、今まさに夜が明けようとした時、田舎町には似つかわしくない馬のひづめの音が、さらに町のはずれにある一軒の家を目指し、集団で澄んだ大気を振動させた。

　それは、数ヶ月に一度の恒例行事だ。

　どんなに駄々をこねても、レイラはこの集団についていくことを許されない。家で留守番の役目を言い渡されるたび、唇をとがらせて文句を言うのが常だった。そして、夕方から出かける父と姉を見送ると、窓際に座ったまま、眠りを拒否して星を眺める。

　今日もいつものように、地響きにも似た振動を足の裏でとらえ、レイラは転がるように外へ飛び出した。家族の帰宅に違いない。

　そのまま、町の方角を見つめる。

　帰宅する父と姉に飛びついて頬に口づけをする。それが、レイラの毎度の儀式だった。

　しかし――。

「レイラー！」

　いつもとは違い、姿が確認できないほどの距離から自分を呼ぶ声がする。レイラは不思議に思い、耳を澄ました。ほかにもなにかをしきりと訴えている声がするが、馬が地を蹴る音に邪魔されてよく聞こえない。

　相当に距離があるのだ。

「レイラ」と呼ばれていることだって、自分の名前だからこそわかったことであって、他人の名前だったなら、おそらくなにを言っているかさっぱりわからなかったことだろう。

　音の内容が、意味を成して理解できた時には、もう姉の姿はそこまで来ていた。

「逃げるのよ、レイラ！　急いで！」

「姉様？　逃げるってどういうこと？　父様は？　みんなはどうしたの？」

　レイラは、姉の後方に視線をずらした。

　白髪の目立ち始めた父ミゲル、真面目で優しいリュート、酒好きで陽気なホック。

　いつもならそこにあるはずの人影が、ひとつも見あたらない。

「父様は捕まったわ！　ここも危ない。早く私のうしろに乗って！」

　事態をのみ込む前に、馬上から姉の手が伸びる。レイラは反射的に差し出された手にしがみついた。

　姉の馬は止まっているのに、足の裏に感じる振動はそのままだ。もしや、父たちではないかと、レイラは馬にまたがりながら町の方角を振り返った。

「姉様、あれ見て」

　ものすごい土煙が、猛然と迫ってくる。

　レイラが姉の顔を見ると、彼女の眉間には、深いしわが刻まれていた。チッと舌打ちをして、レイラの姉――カマラは足にはめた鐙あぶみで馬の胴を覆う障泥あおりを勢いよく蹴った。

「きゃあ！」

　突然馬が走りだしたせいで、レイラはカマラの背中に、強くおでこを打ちつけた。

「レイラ、しゃべったら舌を噛むわよ！　しっかり掴まって、なにがあっても手を離してはだめ」

　カマラの言葉は、切れ味の鋭いナイフのようで、レイラはカマラの背中に腕を回し、身を縮こめる。

　流れる景色。肌を刺すような風。

　カマラに言われるまでもなく、こんな速さで馬に乗ったのは初めてで、レイラは濁流にのみ込まれた流木のような気持ちで、ただ姉の背にしがみついた。

　なにもない痩せた土地には、ところどころに木々が生えているものの、視界は良好で、遠くまで見通せる。加えて朝日が昇り始めたことで、ふたりの姿はあらゆる方角から丸見えになった。

「放て！」

　ひとりの男が馬上から命じると、その声に合わせて引き絞られた弓が、いっせいに放たれる。

　二人乗りの馬は、後方からの追跡者たちにあっという間に距離を詰められ、放たれた矢の一本が、カマラの左肩をとらえた。

「ぐっ！」

「姉様！」

　カマラが重心を崩し、ゆっくりと左に傾く。

「きゃあ！」

　ふたりの体が、地面に引き寄せられるようにドサリと音を立てて落下した。

「つっ！」

　左半身に激痛が走り、全身が鉛のように重い。しかし、すぐに気を取り直すと、「姉様！」と声を上げて這いながらカマラに近づいた。

（血だわ！）

　カマラの左肩に刺さった矢は、落馬の衝撃で折れていたが、先端は突き刺さったまま貫通している。

「しっかりして！」

　恐ろしくて震えながらも、レイラは地面に座り込み、カマラの体を抱き起こした。

「うぅ、レイラ。逃げなさい。早く！」

「そんな！　姉様を置いていけないわ！」

「捕まれば、縛り首になる。行きなさい！」

「嫌よ！　行かない！」

　十数人の兵士が、馬上からそれぞれに剣を構えふたりを取り囲んだ。

　何頭ものすらりとした馬の足が目に入り、カマラは観念した。徐々に薄暗くなる視界の真ん中に泣きじゃくる妹の顔が映り、そのままカマラは意識を手放した。

（どうすればいいの）

　レイラは膝の上にカマラの頭を置いたまま、呆然としていた。数十騎の馬は彼女たちを中心に円を描くように整列し、威嚇するようにいなないている。

「連れていけ！」

　後方で様子を眺めていたがっしりとした男の号令に従い、兵士たちはレイラとカマラを引きはがしにかかる。

「立て！」

「やめて！　姉様は怪我をしているのに」

　カマラの腕を引き、無理やり立たせようとする兵士に向かって、レイラは声を張り上げた。精いっぱいの抵抗も虚しく、兵士はやすやすと彼女たちに縄をかける。

「おとなしくしていろ！」

　縄でうしろ手に縛られて、レイラは痛みで気絶しそうになった。そのまま引きずられるように立ち上がる。

「よし。これで盗賊一味を捕獲し終わったな。皆よくやった！」

　隊を統率しているらしい兵士が、汗を拭いながら部下をたたえると、勝利の凱がい歌かがあがる。

　姉の名を呼び続けるレイラの声は、歓喜の声に虚しくかき消された。




（ここは、どこかしら）

　暗くて、なにも見えない。

　レイラは、自分が目を開けているのかどうか自信がなくなり、夢を見ているのかと思った。体中が重く痺れているが、硬く冷たい床に触れる。

　夢ではなさそうだと悟る。まだ夜が明けないうちに目が覚めてしまったのだろうか。目を凝らしてじっと辺りをうかがっていると、だんだんと目が慣れてきた。

　何本もの板が同じ間隔で格子状に並べられている。その隙間はせいぜい腕が一本通るくらいの狭さで、まるで牢獄のようだ、とレイラは思った。

　実際に見たことはないが、隣の家に住む――といっても馬で半日ほど走らなくては会えないほどの距離にあるのだが――年上の男の子が教えてくれたことがある。

　悪いことをした人は捕らえられ、そこで罰を受けるのだと。

「いたっ！」

　寝返りを打とうと体を揺らすと、自分の両腕に体重がのり、みしみしと音を立ててきしんだ。

　痛みですべてが覚醒する。

（そうか、私……捕まったんだ）

　どうやら本物の牢屋に入れられたらしいと察して、レイラは急に心細くなった。

「姉様？」

　暗闇に吸い込まれる音。返事は、ない。

　まさか、死んでしまったのではないか。最悪の結果を予想して、レイラの視界がゆがんだ。

「うえっ。父様、姉様」

　皆、死んでしまったのだろうか。自分たちは、なにか悪いことをしたのだろうか。

　捕まれば縛り首になると、カマラは言った。縛り首になる罪とは、まさか……。

　無意識にレイラの全身が小刻みに震え始めた。

　その時、数人の足音とともに、急に明るい光が目に飛び込んで、レイラは目を細めた。

「どこにいる？」

「は、こちらです」

　誰だろう、とレイラは思った。少なくとも、父たちのものではない。考えている間に、その声の主が自分のいる牢屋の前に姿を見せた。

「お前がレイラか」

　まぶしくて見えないが、鼻にかかった声は、父と同じかそれより年上のもののようだ。

「姉様はどこ？」

　レイラは、精いっぱいの勇気を振り絞り、言葉にした。

　その途端、「貴様、質問に答えんか！」とさっきとは違う、しゃがれた声が威嚇する。どうやら複数の人間がいるらしい。怒鳴りつけられて、レイラは縮み上がった。

　殺されるのではないか、そう思ったが、最初に質問をしてきた壮年の男がもう一度話しかけてきた。

「〝姉様〟か。どうやらそれなりの教養を身に着けているらしいというのは本当のようだな。レイラといったか。よく考えて返答しなければ、皆死ぬことになる」

　はっとして、レイラは生唾を喉に流し込んだ。

「家族を助けたいか？」

「は、はい……」

　大きな声で返事をしているつもりなのに、緊張でうまく息が吸えず、詰まったような小さな声しか出てこない。

　なにもかもがわからないが、たったひとつ、この男が自分たちの命運を握っていることだけは理解できた。

（言わなくては。ちゃんと、言わなくては！）

　レイラはがちがちと音を立てる歯で舌を噛まないように注意して、唇を動かした。

「お願いです。みんなを助けてください」

　心臓が破裂しそうだ。込み上げてくる嗚咽を必死に押さえつけ、返事を待つ。まばたきするほどの時間が、永遠にも感じて、レイラはもう一度ごくりと唾をのみ込んだ。

「無理だな。盗賊は縛り首と決まっている」

　無慈悲な男の言葉に、レイラの瞳が大きく見開かれた。

「と、うぞく？」

「まさか知らなかったのか？　お前の父は、盗賊の首領だ。数ヶ月に一度、町を荒らし回っては大勢の人間を殺していた。今夜は、やっとのことで罠にかかり捕らえることができたが、こちらの被害も甚大だ」

　男は眉間にしわを刻んでレイラを睨みつけた。

（盗賊？　今、盗賊と言ったの？）

　兵士たちの持っている明かりが、じりじりと静かに燃えている。

　そんな馬鹿な話はなかった。

　父も姉も、ほかの仲間たちも、朝から晩まで畑を耕し、慎ましやかな生活を送っているのだ。

　事実、レイラのまとった衣はおせじにも綺麗とはいえず、ほころびを繕い何度も洗濯を重ね、とうに色あせている。盗賊などという濡れ衣を、いったいどうして着せられたのだろうか。今日だって、隣町に新しい家を建てるのに人手が必要だからと、手伝いに行っていたはずなのに。

　己の問いかけにはっとする。

　数ヶ月に一度の仕事。留守番役の自分。しかも決まって出かけるのは夕方になってからで、帰宅は夜半や明け方だ。

　父は、かつて大工をしていたが、事情があって町にいられなくなったと聞いている。そんな父を慕ってともに暮らすリュートとホック。どんなに頼んでも、もう少し大きくなってからと、仕事には決して連れていってはくれなかった。

　父が器用なことは疑いようがない。日常生活に必要なものは、ほとんどが父の手作りだ。だが、彼らが家を建てている現場を見たことはなかった。

　身震いして、レイラは唇を噛みしめた。嘘だ、と大きな声で叫びたかったが、おなかの真ん中にたまったまま、どうしても音にならない。

　ジャリ、と靴が地面を踏みしめる音が響いた。周囲にいた兵士たちが、道を譲る気配がする。近づいてきた男は背の低いでっぷりと太った男で、髪も薄く、父よりもずいぶん老けて見えた。

「盗賊は縛り首と決まっている」

　その男は鼻にかかった声で再び繰り返し、最後につけ足した。

「ただし、お前が私の娘として城へあがるというなら、家族の命は助けてやってもいい」

「え？」

「お前が、ソリャン王太子のもとへ嫁ぐというなら、その命、助けてやろう」

　レイラには、突然出てきたその名前が誰のものなのかわからなかった。

　けれども、選択の余地はなかった。

　真実がどうであれ、家族の命以上に大事なものなどない。暗闇に、皆の笑った顔が浮かび上がる。目の前にぶら下げられた細い細い糸にしがみつく以外、レイラに道はなかった。

「お、お願いいたします」

　小さな体をさらに消えそうなほど折りたたんで、しかし、両手の指先を重ね合わせ、背筋だけはまっすぐに伸ばしたまま頭を下げた。小さい頃から父や姉に教えられた頭の下げ方だ。

　裸足のままのつま先が、視界に映る。レイラの薄汚れた足の甲に落ちた透明な滴しずくが、泥と混ざって茶色く濁り、足に広がる。

「すぐにこの娘を牢から出し、礼儀作法を叩き込め。ひょっとして、今までの娘たちよりもこの娘のほうが適任かもしれぬ」

　下げた頭の先で、男たちがなにやら話し合っているが、レイラには理解できない内容だった。しかし、どうやら自分は彼らのめがねにかなったらしい。

　レイラは命じられるまま牢から足を踏み出した。天井から滴したたり落ちる水滴が、彼女のすぐ足もとの床で静かに跳ねた――。




　レイラが捕らわれの身となって三ヶ月が過ぎようとしていた。レイラは、部屋で朝から晩まで礼儀作法を学ばされ、本物の姫君のような待遇を受けていた。家族と会う自由はなく、絶えず見張りが傍らについていたものの、暴力を振るわれることもまたなかった。

　本当に皆が無事なのか、何度も不安になったが、レイラは家族の無事を信じてがんばるしかなかった。

　今日もレイラは、美しい布地で縫われた緋色の衣に袖を通し、この国の王族についての知識を学んでいた。

「旦那様のお越しです」

　侍女の声とともに現れたのは、レイラに契約を持ちかけた、脂肪をおなかにためこんだ背の低い男だ。この辺りの領地を治めている男の名はジマールといい、かなり高い地位と権力を持っているということを、レイラはここで過ごすようになって初めて知った。

　今ではこのジマールの娘として振る舞うことも、違和感なくできる。

「お父様。よくお越しくださいました」

　レイラの頭に飾ってある黒い薔薇を模した髪飾りが、シャランと音を鳴らす。

　ジマールは固い顔を崩さず、うむ、とだけ口にした。

「勉学は進んでいるか」

　レイラのうしろに立っていた中年の女が、ジマールの視線を受けて頭を下げる。

「はい。姫様ののみ込みはとても早く、どこへ出しても恥ずかしくはございません」

　姫様、というのはレイラのことだ。その呼ばれ方には、いまだにどうしても慣れずレイラはうつむいた。

「そうか、なんとか間に合ったな」

　その言葉を聞き、ジマールが初めてほっとしたように頬を緩めた。

「それでは……」

　レイラに厳しく作法を教えているその女は、ジマールの言葉に、姿勢を正す。

「早く娘をよこせと、矢のような催促だ。明日にも使者を立て、城へ送り込もう。ソリャン王太子がこれを気に入ってくれればよいのだが」

　〝これ〟と言いながら、ジマールの眼光がレイラをとらえる。それが自分を指す言葉であることがわかり、レイラは身を固くして、自分の処遇についての話に耳を澄ましていた。

　ソリャン王太子というのは、どんな方なのか。上手にお姫様の役を演じられるのか。レイラの不安な気持ちを見抜いたかのように、ジマールは眉をつり上げ、厳しい口調になった。

「レイラ。お前がうまくソリャン王太子に取り入れば、家族の命は助かる。だが、万一、お前が裏切って自分の素性を王太子に明かすようなことがあればどうなるか、わかっておろうな？」

「はい。私は、お父様の娘として、精いっぱい王太子様にお仕えいたします」

（だから、どうかみんなをお助けください！）

　込み上げる感情をぎりぎりのところで抑え込み、レイラは静かに頭を下げる。期待以上の返事を受けて、ジマールは満足げに笑った。

「心配しなくてもよい。腕のいい医者に見せたから、お前の姉の怪我はだいぶよくなった。父親の足の怪我も、ちゃんと治療してやる。お前が従順であり続ける限り」

　ジマールのその言葉は、従わなければ家族の命がないことを意味する。求められる返事以外、発さないように気をつけていたレイラは「ひとつだけ、お願いがあります」と、意を決して願い出た。

「なんだ」

「最後にひと目、みんなと会わせてはもらえませんか？　無事な姿を確認してから、出発したいのです」

　ジマールとの取引には、期限が設けられていなかった。王太子の花嫁になれば、本当の家族と会う機会はなくなるかもしれない。

　そう、ひょっとしたら、一生。

　今さら足もとを見られ、不利な条件を出してくるのではないかと不快感を示しかけたジマールは、レイラの言葉にじっと考え込んだ。

「いいだろう」

　レイラの顔が、ぱっと華やぐ。

「あ、ありがとうございます！」

　自分の娘と同じ年のレイラのうれしそうな顔に、ジマールは一瞬眉根を寄せて複雑な表情を見せた。




　かびと埃のにおいが鼻を突く。薄暗く狭い部屋は、いるだけで気分が滅入りそうだ。

　細めた目に飛び込んだ懐かしい顔ぶれに、レイラは悲鳴にも似た歓喜の声を上げた。

「父様！　姉様！　みんな！」

　駆け寄ったが、格子に邪魔されて家族に抱きつくことはできない。

「レイラ！　無事だったのね！」

　カマラは駆け寄るレイラの顔を真っ先に見つけると、大きな声を上げた。

「おぉ！　レイラ嬢様か！」

「隊長！　ミゲル隊長！　レイラ嬢様だ、無事だぞ！」

　カマラに続き、ホックとリュートが声を上げる。葬式のように静まり返っていたその場所が、急に活気づいた。

「みんな、無事なのね？　姉様、怪我は大丈夫？」

　格子から伸びたカマラの長い指が、レイラのほっそりとした頬に触れると、レイラの大きな瞳が瞬く間に潤んだ。止めどなくあふれる涙を止める術すべが見つからず、レイラはカマラの指に自分の指を絡ませた。

「レイラ、か？」

「父様！」

　うしろから姿を見せたレイラの父の頬はこけ、髪の毛がすっかり白くなっている。地面に這いつくばり、芋虫のように這ってレイラの近くまで来た。わずか三ヶ月の間に、十歳も老け込んだような顔つきだ。

「レイラ……」

「父様。足の怪我がよくないのね」

　兵士に囲まれて落馬し、その上を馬が駆けたのだという父の足は、いまだにひとりで体重を支えることができないらしい。

「すまない、レイラ。お前をこんな目に遭わせて」

　力なく言葉を発する父を見て、レイラは涙を拭った。

「必ず、必ずみんなを助けるから。だからがんばって」

　甘えん坊な妹が発した言葉に、カマラは胸騒ぎを覚えた。

「レイラ。あなたなにをするつもり？」

　カマラは眉間にしわを寄せ、レイラに手を伸ばした。自分たちにさえどうにもできないことを、非力な妹がどうにかできるわけがない。

　だが、レイラはにっこりと微笑んだ。力強さを感じさせる笑顔。

「明日、お城に行くの。だから、しばらく会いに来られないけれど心配しないで」

　なんのことだと問う前に、見張っていた兵士がレイラと父の間に割り込んだ。

「時間だ。部屋へ戻れ！」

　何度も振り向きながら、レイラはその場を離れた。

「おい、あの連中を、もう少し広い牢へ移してやれ」

　陰で様子をうかがっていたジマールが、見張りの兵士に告げた。

　レイラのたどるべき道は、すでに荒波にのみ込まれ、その先に頼る岸辺は見あたらない。

　その海へ彼女がたったひとり、頼りない小船でこぎ出す時刻は、すでに明朝に迫っていた。
















第二章　保護者













　快晴。

　もともと雨が少なく、一年中晴れていることの多いリア国においても、見渡す限りの空が、青一色で塗りつぶされていることは珍しい。

　雲ひとつ見あたらない空の下、四頭の毛並みのいい馬に引かれた豪華な馬車が、リア国の王が住む都へ向かって、軽快に歩みを進める。その馬車の中で、レイラは目を閉じたまま小刻みに震える体と格闘していた。

（まずはソリャン王太子様に偽物だと見抜かれないように、がんばろう）

　レイラは自分に言い聞かせるように何度も心の中で繰り返す。

　ソリャンというのは、レイラたちが住んでいるリア国の王太子の名前だ。最も、そのことをレイラはジマールに捕らえられるまでまったく知らなかったのだが。

　レガ国とリア国というふたつの国の国境付近に住んでいるレイラにとって、国の王太子の名前などとくに必要な知識ではなかった。空や大気から読み取る天気の予想と、穀物からパンを作るまでの方法と、家族を笑顔にする方法を知っていれば生きていくには事足りた。

　レイラの乗った馬車に並走する兵士は、美しい青一色に塗られた空を眺め、周囲にわからぬようにため息をこぼした。まったく嫌な役目をおおせつかったものだと、膨れっ面をしたまま馬を進ませる。

　彼はレイラが入っていた牢にいた兵士で、この行列の責任者でもあった。

「隊長、レイラ様はソリャン王太子に気に入られるでしょうか」

　部下に尋ねられ、彼は小さな声で答えた。

「そんなわけがないだろう。妃というのは建前で本当は人質として城へ上がるのだ。ソリャン王太子様には、すでに七人もの妃、つまり人質がいる。皆、素晴らしい美人らしいが、ソリャン王太子様は誰を寵愛するでもなく、それぞれ幽閉状態だと聞いている。その人質がひとり増えたところで、王太子様が関心を示すわけがない」

　そんなことより、しっかりと周囲を警戒しろと、彼は部下をじろりと睨みつけた。

　馬車の中にいるのが、ジマールの娘であるレイラの偽物で、名前だけが同じ盗賊の娘レイラであることを知っているのは、この隊長だけだった。そのため、彼はほかの兵士たちがレイラと直接接しないよう、細心の注意を払っていた。

　いくら溺愛している娘を守るためとはいえ、偽の娘を仕立てて一国の主に差し出すなど、正気の沙汰ではない。ばれれば、大人と子どもの戦になるだろう。隊長は、そう考えて、ぶるっと身震いした。早くこの役目が無事に終わることを天に祈りながら、昔はこんなふうではなかったのに、と嘆息した。

　地方の領主から、王太子妃に迎えるという名目で人質として身内を差し出させ、反乱を防ぐ。そんな風潮が広がったのは、ここ十年の間のことだった。リア国の王は、相当に冷酷で、気に入らない部下の首を片っ端からはねているという噂だ。

　次の町を越せば、リア国王の直轄地に入る。直轄地に入れば、少なくとも隊長としての彼の役目は半分終わったようなものだ。隊長がそんなふうに思っていた時、突然、後頭部に鈍い痛みを覚え、彼の目の前は真っ暗になった。




　＊＊＊




　あれから三ヶ月。

　たった三ヶ月の間に起きたこととは思えないほどの長い話を語り終え、レイラは一気に疲労を感じた。家族と幸せに暮らしていたのは、もう何年も昔のことのように思える。

　サジもユーリも、レイラの話を静かに聞いていた。途中で、いくつか質問をされたが、レイラはすべて正直に答えた。

　夕飯は、喉を通らなかった。無理やり口に入れたスープも、サジに見つめられながらでは、味覚が麻痺してまるでおいしくない。

　レイラは、椀に口をつけてスープを飲むふりをしながら、自分の斜め前に座っているサジにちらりと目を向ける。

　見事な銀の髪。

　美しい弧を描く眉。

　サジの唇に視線が移動した時、レイラは自分の唇に感じたサジの熱い体温を思い出して、急に心臓が跳ねた。

（いやだ、私ったら、こんな時になにを考えているのかしら）

「なんだ」

　視線が交差して、じろりと睨まれる。

「な、なんでもない、きゃっ！」

　慌てて椀を机に置こうとして、肘を引っかけてしまった。

「ご、ごめんなさい！」

　高価な衣に染みが広がる。てっきり怒られるだろうと思ったのに、サジは突然レイラの足もとにひざまずくと、彼女の衣の裾を引き裂いた。

「きゃあ！」

　レイラの唇から、本日何度目かの悲鳴が上がる。

「なにをなさるのですか！」

「足を見せろ」

「嫌です！」

「どうして、お前は私の言うことを聞かないんだ？」

「あなたこそ、どうしてそんなに強引なんですか！　女性の衣を引き裂くなんて、無神経です」

　レイラは、破れた裾を必死に合わせて抵抗する。

「お、お嫁に行けなくなります！」

「だから、私がもらってやると言っているだろう」

「だから、どうしてそんな話になるんですか！」

「火傷やけどは、していないようだな」

　恥ずかしくて、なんとかサジの手を払おうとするが、サジは冷静にレイラの足を観察している。

　抑揚のない声は、真意を掴ませないが、きつい瞳は少し和らいだような気がした。

「えぇと、あの平気です。もう冷めていましたから」

「そうか」とつぶやいて、サジの手がレイラの足から離れた。ほっとして足もとに視線を下ろすと、サジの瞳と目が合った。

　すると、サジは再びレイラのかかとを持ち上げ、足の甲に唇を寄せる。そのままチュッと音を立てると、何事もなかったかのように立ち上がった。

「な、なにをなさるんですか！」

「なにって、足の甲に口づけただけだが」

「口づけただけって……」

　レイラは、一瞬にして心臓の鼓動が大きく打ちつけられたのを感じる。

「なんだ。その顔は。不足か？」

　自分の顔にサジの瞳が近づくのを感じて、〝不足〟の意味を理解したレイラは、「もう十分です！」と大きな声で反撃した。

　その様子に、サジのうしろにいたユーリは、くすくすと笑い声を上げる。「すぐに新しい衣とスープを用意するからね」と言いながら、ユーリは宿の人間を呼ぶと、てきぱきと指示を出した。

「ユーリさんて、いつも動き回っている気がする」

　宿を取った時も、こまごまと動いて部屋の様子を確かめていたし、食事の支度やほかの兵士との連絡も、ユーリが歩き回って仕事をこなしているように見えた。

　とくに話しかけたつもりではなかったが、レイラの独り言にサジが返事をした。

「あいつは、犬だからな」

「犬？」

「そう。頭がいいのに、じっとしていられない。いつも人の世話ばかり焼いて、貧乏くじを引く。それでもあいかわらず楽しそうに走り回っている。子どもの頃から一緒にいるが、あいつはずっと変わらない」

　ユーリのことを話すサジの瞳は優しい色をしていて、素敵な幼なじみなのだな、とレイラは思った。

「それにしても」と言いながら、サジの両目がレイラの瞳をとらえる。

　レイラの心臓がどきん、ともう一度大きく跳ね上がった。

「お前は、自己申告通り本当にドジなんだな。一日に二度も失敗してよく生きている」

「きょ、今日は、たまたまです。いつもは」

「いつもは？」

「一日に……、一回。くらい、です」

　語尾がしぼんで消えていく。馬鹿にされているのに、そんなことはないと言い返せない自分が情けない。

　下を向いたレイラの耳に、突然大きな笑い声が飛び込んだ。

「あははは！」

　笑っているのは、間違いなくサジだ。まるで子どものようにくったくのない笑顔。

「レイラ、どうやってサジを笑わせたの？　こいつ、めったに笑わないんだけど」

　サジの崩れた表情を、珍獣でも見るような目つきでユーリが眺める。

「べつに、私はなにも」

　なにがサジに久々の笑いをもたらしたのか、レイラにはさっぱりわからなかった。

　ただ、楽しそうなサジの笑顔が、心の中に染み込んで、ひと晩中消えなかった。




「かわいそうになぁ」

　ユーリの声が夜のしじまに吸い取られていく。猫背でお茶をすするその姿は、とても二十四歳の若者には見えない。ずずず、と音を立てる様はまるっきり年寄りのそれだ。

　レイラから話の一部始終を聞き出し、ユーリはすっかりその境遇に同情してしまった。

「同じレイラって名前だけで、替え玉にさせられるとはね」

「いや、リア国ではレイラという名前は十七歳の娘に多いらしいから、名前が一致したのは、たんなる偶然だろう」

　ユーリの言葉に口を挟んだサジは、向かい側の椅子に腰かけ、剣の手入れをしている。

「そうなのか？」

　椀のふちに口をつけたまま、ユーリは目だけをサジに向ける。もう少し説明しろという無言の訴えに、サジは剣から目を逸らさず応じた。

「なんでも、昔誘拐されたリア国の王女の名前がレイラというそうだ。王女にあやかって、その年に生まれた女の子にレイラという名前をつけた人間が大勢いると聞いたことがある。皆、そろって十七歳ということだな」

「なるほどね。彼女の親もそのひとりってわけか。王族にあやかったって、なぁ～んもいいことないと思うけどなぁ」

　ユーリが意味深な上目遣いをよこしたが、サジはあいかわらず入念に剣を磨いている。その手がぴたりと止まると、人形のような美しいサジの頬が、わずかに緩んだ。

　それが、サジの笑い顔だということに気づくのは、彼の育ての母かユーリくらいのものだ。サジの父でさえ、彼には感情というものがないのではないかと誤解するくらい、サジの表情は変化に乏しい。

「それにしても、レイラはすごいよね。いつもなら寄ってくる女たちを次から次に袖にしまくっているサジが、まるっきり振り回されているもんな。気づいてる？　サジってば、レイラに会ってから、すごい上機嫌！」

「べつに機嫌なんてよくはない。ただ、替え玉として一国の王太子妃になろうなんて、欲深な女だろうと思っただけだ。そういう女に限って、口づけて押し倒すと、すぐに手のひらを返してほかの男になびくのではないかと思ってね」

「でも、レイラはなびかないね」

「私のことを一兵士だと思っているからだろう。何者か知れば、簡単になびくさ。まぁ、あれはどちらかといえば、子どもだというほうが正解のようだがな」

「そうかなぁ。じゃあ、なんであんなに大笑いしたのさ。よほどレイラのことが気に入ったんでしょ？」

「べつに」

「べつに、ねぇ」

　ユーリが、意味深に繰り返すと、サジが思わぬ反撃に出た。

「お前のほうこそ、あのなんとかっていう女はどうした。しつこくお前に言い寄ってきていただろう。城中逃げ回っていたと聞いたぞ」

「う、うるさいよ！　俺は、理想が高いんだ。女は、こう、はにかんで微笑むような、おしとやかで可憐な子が理想なんだよ」

　握りこぶしをつくって力説するユーリに対し「そんな希少価値のある動物がいるなら、ぜひ私に紹介してくれ」と無表情のまま、サジは言い放った。

　言葉の言い争いでユーリがサジに勝ったためしはない。というより、剣でも泳ぎでもサジに勝負を挑んで勝ったことは一度たりともなかった。

　ユーリは、ほんの数日早くこの世に生を受けただけのサジに、今日も勝てないと知ってチッと舌を鳴らした。

「そんなことより」と真剣な表情になり、ユーリはサジに詰め寄った。声をひそめて耳打ちする。

「どうするんだ？」

　抜き身の剣をぐるぐると回しながら、サジは角度を変えて何度も確認する。きらりと光った剣先に、そばにいたユーリは思わず目を細めた。

「とりあえず、このまま計画通り、ジマールの私兵としてリア国の城に潜入する。ジマールの弱みも握ったし、なにかあればやつも利用できるだろう」

　剣を鞘に収めながら、サジはあいかわらず抑揚のない声で答える。

「本当に、それでいいのか？」

「どういう意味だ？」

「だって、レイラは嫁ぐんだよ？　たしかに人質として行くわけだから、すぐに命を奪われるってわけじゃないけどさ。〝女〟を奪われる危険は大いにあるんだぞ？　ひと月後にはソリャン王太子のものになっちゃうんだ。本当にそれでいいわけ？」

　ソリャン王太子のもの、というユーリの言葉に、サジはわずかに眉をつり上げる。

「少々の危険は仕方がないだろう。ひと月の間になんとかすればいいだけの話だ」

「ふ～ん」

　ユーリは、にやにやと笑いながら、サジを眺めた。

「なんだ」

「いや。レガ国の利益第一のヴィサージェ王太子様のことだから、てっきり『私たちには関係がないことだ』とか言うのかと思ってたんだけど、ソリャン王太子のものになる前に、立候補するつもりはあるわけだ。ちゃんと自分の気持ちに自覚があって、よかったよ」

　サジの正式名であるヴィサージェの名を口にし、ユーリは腕組みをしたままうんうんとうなずく。なんのことだと、サジが疑問を呈する前に、言葉を続けた。

「けど、レイラの話が本当なら、というか、本当なんだろうけど、彼女の家族はジマールに捕まっているわけだろう？　そっちはどうするんだ？」

　カチンと剣を鳴らすと、サジの艶やかな唇が、今にも流りゅう麗れいな音楽を奏でそうにうっすらと開いた。

「レイラが偽物だとばれない限り、家族の命に危険はないだろうが。気になるなら助けてやればいい。いるだろう。正義の味方が」

「どこに？」

「私の目の前」

　当然そこには、ユーリしかいない。ごくりという音とともに、ユーリの喉仏が上下に動く。

「お、俺？」

　ユーリは指で自分を指し示すが、サジはそれを無視して立ち上がる。

「明日は早い。もう寝るぞ」

　ひとりでするりと寝台にもぐり込んでしまった。

「ちょっと待てよ！」

「こちらは私ひとりで大丈夫だ。助けたら連絡しろ」

　壁を向いたサジの背中に、ユーリはため息を浴びせる。

「あ～、はいはい。わかったよ。も～、ほんと昔っから言いだしたら聞かないからなぁ。あ～、ついてない。俺、剣のほうはからっきしなのに」

「剣、も、だろう」といういらぬ返事に、ユーリはサジの背中を思いきり睨みつけた。発散できないもやもやを打ちつけるように、反対側に置いてある寝台に、勢いよく飛び込んだ。

　ギシと寝台が沈む音がすると、うるさいぞ、とすかさず声が飛んでくる。ユーリがへそを曲げるのを見て、それを予想していたサジは、もう一度かすかに微笑んだ。
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　ぽかぽかの陽気に誘われるように、道端に赤や黄色のかわいい花たちが群れ咲いて踊っている。

　昼の休憩を取るために、町道沿いの原っぱに陣を張った一行は、出発した時とまったく同じ人数だ。もちろん兵士の格好も、腰に下げている剣もそっくり同じである。

　ただ、服の中身だけがひとり残らず入れ替わっている。レイラは、ほかの兵士よりも頭ひとつ分高く飛び出ていて、嫌でもすぐ目に入るサジに、軽く足を引きずりながら近寄った。

「あの、今朝はすみませんでした」

　もう何度目かになる謝罪の言葉を、銀色の髪に告げる。瑠璃色の瞳は、怖くて直視できない。

「もういい」

　サジからは朝と同じ言葉を返されるだけ。

　朝早くに出立を予定していた彼らの行程は、最も重要な人物の疲労、つまりレイラの朝寝坊のせいで、ずいぶんと遅れぎみだった。

　起こしてくれればよかったのに、とレイラは思うのだが、なぜかサジは彼女が目を覚ますまで、部屋には入ってこなかった。

　どうやら、レイラがサジのことを無神経だとなじったことを気にしてのことらしいと気づいて、レイラは少しおかしかった。

　初対面で横抱きにされたり、衣装を破かれたり、揚げ句の果てに口づけまでされたのだ。今さらなにを気にしているのだろう。

　サジというこの不思議な青年は、まったくなにを考えているのかわからなかった。いつも不機嫌で怒っているようにも思える。それは、仏頂面をして表情に乏しいせいで、レイラだけが特別そう思っているわけではなさそうだった。

　しかし、実は彼なりに表情の変化があるらしいと気づいてから、レイラは当初ほどサジのことが恐ろしくはなくなった。

　わずか半日前に、声を上げて笑っていたとは思えないほど、凛とした眉も、澄んだ青の瞳も、動くことを忘れたかのように、定位置に座している。しかし、サジを観察していると、少しずつ内面が表情に表れていて、レイラはそれを見つけるのが楽しかった。

「ユーリさんの姿が見えませんけど」

「あいつは、ちょっと野暮用で出かけている」

「そう、ですか」

　横に並んで立っているのに、話はそれだけで途切れた。レイラはサジの横顔をじっと眺めたが、残念ながら表情の変化はなく、なにを考えているかは読み取れなかった。

　昨夜、サジにすべてを打ち明けると、サジはレイラに自分たちのことを説明してくれた。

　それによると、サジたちは、リア国の隣にあるレガ国の人間で、リア国の情勢を探るためにリア城の中に潜入しようとしていたということだった。

　彼らは、レイラの輿入れがあると聞き、これ幸いと行列を襲ってジマールの兵士たちと入れ替わったらしい。そのまま、ジマールの兵士としてリア城に入ろうと計画していたというのだ。

　入れ替わったジマールの兵士たちは、別の場所に監禁しているのだという。それが本当の話だとしたら、サジたちの手勢はかなりの大人数だ。

「足の怪我の具合はどうだ？」

　思いもよらぬサジの問いかけに、レイラははっとした。いつの間にか足もとにかがんでいて、上を向いて自分のほうに視線を投げている。

「ちょっと見せてみろ」

「え？　わっ！」

　はいと答える前に、抱きかかえられ座らされた。踏みつけた草のにおいが、鼻腔をくすぐる。

　足首にサジの冷たい指が触れると、レイラは急に恥ずかしくなって、真っ赤になった。

「あ、あの」

「まだ少し腫れているな。薬草を取り替えておこう。あまり歩くな」

　昨日くじいてしまったレイラの足首は、早めの手あてが功を奏し、それほど悪化せずにすんだものの、まだ赤く腫れていて熱を持っている。

　手早く足に布を巻きつけるサジの大きな手のひらを眺めていると、レイラはふとあることに気づいた。

「あの、サジさんも、畑を持っていらっしゃるの？」

「畑？」

「その手……」

　サジのしなやかな手のひらは、よく見るとたくさんのたこがあり、ごつごつと荒れている。レイラは、それと同じものを父や姉の手のひらで見たことがあった。

「これは、剣だこだ」

　レイラの手あてを終えると、サジは左の手のひらを右手で触りながら静かに答える。

「剣だこ？」

　鍬くわを持つ家族の手は、いつも豆だらけだ。豆がつぶれ、またより厚い皮ができる。てっきりサジもそうなのだと思ったのだが。

「毎日剣の稽古に明け暮れていたからな。この数日間は実践もあったが」

「実践って」

　サジは淡々とした口調で答える。

「お前の隊列を襲っただろう。ここへ来るまでにも盗賊に襲われたり、いろいろあったしな」

　――盗賊。

　その言葉に、レイラの体がこわばる。

「どうした？」

　急にふたりの間に緊張感が壁をつくり、サジはわずかに眉を寄せた。

「父や姉は、本当に盗賊なのでしょうか」

「私にはわからない。だが、お前の父や姉に剣だこがあるというのなら、剣をふるう人間であった可能性はある。お前はどう思うんだ？」

　レイラの桃色をした唇が、きゅっと結ばれる。

「みんな、優しくてそんなことをするとは思えません。でも……」

　つぶらな瞳がじんわりと潤む。

「数ヶ月に一度、私を置いて出かけていました。その間、なにをしていたのか知らないのです」

　ふいに、ぽん、と頭の上にのせられたものが、サジの手だとわかって、我慢できなくなったレイラは、しゃくり上げながら泣き始めた。

「父様。姉様。うっ、えぇ」

　包み込むような暖かい熱が、頭のてっぺんからじんわりと体中に広がる。なんの言葉もかけなければ、泣きやむまでそばから離れることもしない。

　サジの態度は、下手に慰められるより、かえってレイラの心に染みた。

　しばらくそのままの姿勢でいると、サジがレイラの前に膝をつき、両頬に彼の冷たい手を添えた。

「もう泣くな。これ以上泣くと、ますます不細工になる。私の妻が人目に触れられぬほど不細工になるなのは困る」

「不細工って。しかも、ますます、ってどういう意味です！」

　たしかに美人ではないけれど、と思いながら、レイラは思わずサジを睨みつけた。

「元気が出たな」

　サジは、ふっと笑みをこぼすと、レイラの目尻に唇を寄せた。

「膨れた顔のお前のほうが、私好みという意味だ」

　ささやきながら、サジは親指でレイラの唇の形をなぞる。

　口づけられるのだ、とレイラは期待したが、彼はそのまま距離を保ち、じっとレイラの顔を眺めた。

「口づけてくださいと頼むなら、口づけてやってもいいぞ」

　サジの瞳は、真剣そのものだ。ささやく声は熱っぽく、色気を帯びている。しかし、ほんのわずか、その瞳の中にいたずらっ子のような輝きが見て取れる。からかわれたのだと気づき、レイラは顔を真っ赤にして叫んだ。

「絶対に頼みません！」

「あははは！」

　天高く響くようなサジの笑い声に、周囲にいた兵士が、そろって目を丸くする。

「サジ様。あの、そろそろ出発しないと今日中に城下に入れませんが」

　遠くでふたりの様子を眺めていた兵士のひとりが、おずおずと近づいて、声をかけた。

「あ、ごめんなさい。すぐに行きます」

　また自分のせいで予定が遅れたのだと、レイラは慌てて立ち上がる。

　その途端。

「わぁっ！」

　ビリイィッと、すごい音がして、レイラの体が水平を保てなくなる。傾きかけた自分の体は、ありえないほどゆっくりとした動きに感じる。

（また転んでしまう！）

　緑の野原が、自分の視界のすべてを占める。どうしてこんなにドジばかり踏むのか。レイラは覚悟して目を閉じた。しかし、痛みの代わりにやってきたのは、耳もとにかかる吐息と、低い声だった。

「まったく、一日に一度のドジというのは大嘘だな。何度転べば気がすむ。衣の裾を踏んだまま膝を伸ばせば、そうなることくらい子どもでもわかる」

　〝そうなること〟と顎でさされた先をレイラは視線でたどる。

「きゃああ～！」

　自分の衣が裂け、白い太ももがあらわになっている。しかも、ひざまずいたサジの首に両手を回し、その腕の中に倒れ込むような格好。まるで、男を誘惑する遊女のようだ。

「大丈夫ですか？」

　一番近くにいた兵士が近寄って、レイラを気遣う。悲鳴を聞きつけた兵士たちも、何事かと剣を抜きながら駆け寄ってきた。

「やだっ！　来ないで」

　恥ずかしくて、顔を見せられない。レイラはサジの衣をぎゅっと握り、その胸に顔をうずめた。

「サジ様！」

　サジよりも年上と思われる顎ひげを生やした兵士が、血相を変えて飛んできた。

「なんでもない。レイラの足の怪我が思ったよりもひどいようだ。彼女は私が連れていく。お前たちはすぐに出立できるように準備をしろ」

「はい」と返事を返し、兵士たちは持ち場に戻る。

　サジのため息が、レイラの髪をかすかに揺らした。

「ええと、あの」

　恥ずかしくて顔を隠しただけなのに、選んだ場所が悪かった。まるで甘えて抱きついているような格好で、レイラはサジの心臓が正確に刻む鼓動を感じる。あきれられたのだろうと思いながら、うかがうように顔を離すと、サジの大きな瞳とぶつかった。

「怪我は？」

　サジの声は硬質で、知らない人間が聞けば、とがめられていると勘違いしそうだ。しかし、レイラは、それが彼の優しさなのだと感じていた。

「はい。あの、大丈夫、です」

「ならいい。そのままじっとしていろ」

　いつもの強引なサジとはなんだか少し違う気がした。冷たい声とは反対に、サジは丁寧にレイラを抱き直すと、そのまま流れるように立ち上がった。

「あ、あの」

「暴れると落ちる。じっとしていろ」

　馬車まで連れていってくれるつもりらしい。

　少しだけ気恥ずかしさを感じたものの、レイラはおとなしくサジの腕の中で揺られることにした。なんだか、サジの腕の中が懐かしいような気がするのが不思議だった。

　馬車に入ると、着替えの衣を手渡された。

「これに着替えろ。着替え終わったら出立する」

「はい」と返事をして腰をおろす。その時、破れた衣がふわりと流れて、太ももがちらりと姿を見せた。

「それは？」

　サジの鋭い声が飛んできて、レイラは驚いた。

　それ、と言って見つめる先には青黒いあざがある。

「刺青、か？」

　まるで太陽をかたどったような紋様。レイラの左側の太ももに、親指と人差し指で円をつくったくらいの大きさのそれが、はっきりと見て取れる。

「これは、子どもの時からあるんです。小さい頃に怪我をしてできたあざだって、父が言っていました」

「太陽をかたどっているように見えるが」

「偶然です。でも、姉もそう言って慰めてくれました」

　自分の太ももを触りながら、「あざがあるなんて嫌だ」と泣いた過去を思い出す。すまなそうな顔をする父の大きな膝に抱かれていると、姉のカマラが「太陽みたいで格好いい」と笑ってくれた。

「ついでに父様の膝も独占できてうらやましいわ」とカマラは片目をつむったものだ。

（みんな、元気でいるよね？）

「サジ様。出発の準備が整っております」

　若い兵士が馬車に近づいてきて、サジの背中から声をかける。「あ」という小さい声とともに、兵士はレイラから目を背けた。その瞬間、レイラは自分の情けない格好を思い出した。

「きゃあ～！」

　大きな叫び声と同時に、乱暴に扉が閉じられる。

「なんだ？」

　いきなり悲鳴を上げたレイラの心理がわからず、サジは頭をひねる。

「申し訳ありません。見るつもりではなかったのですが」

「べつに、見たからといってどうなるものでもないだろう」

　サジのそっけない台詞に、若い兵士は顔をしかめた。

「あいかわらず、女性の繊細な心理にはまったく興味がなくていらっしゃいますね。それなのに、女性にもてるサジ様がうらやましいです」

「俺なんて一生懸命がんばってもうまくいかないのに」などとぶつぶつつぶやく兵士を、サジは不思議そうに眺めた。

「女性？　あれはまだ子どもだ」

「なにをおっしゃっているのです。十七歳といえば、適齢期です。その証拠に、恥ずかしがって扉を閉めたではありませんか」

　兵士はサジの言い分を即座に否定した。

「だが、私がいても平気だった」

「それは、そうですけど」

　兵士は、ごにょごにょと語尾をごまかしたが、ひとつの結論に達すると、明るい顔になった。

「あ、ひょっとしてサジ様を男と見ていなかったりするのでは。いや、そんなこともあるのですね」

　兵士はうんうんとしたり顔でうなずくと、「出発のご命令をお待ちしております」と言って去っていった。

　サジは兵士の背と馬車の扉を交互に見た。男として見ていないという兵士の言葉がなんとなく引っかかるような気がしたが、とくになんの反応も見せず、腕組みをしたままその場に立っていた。

　なんとかして明後日にはリア城に着きたいところである。予定通りにいかなければ、一日到着が遅れた理由を、リア国王とジマールのそれぞれに説明しなくてはならない。

　それくらいで計画が失敗することはないだろうが、できるだけ危険な道は避けたかった。しかも、サジの心配の種はたった今増えたばかりだ。

　太陽の国。それは、リア国が自称する国家のあり方だった。太陽のように輝き、人々を照らす。そしてそれは、王そのものを指し示すものでもあった。

　そのため、リア国では、太陽は神聖なもので、王族はそれをかたどったものを身に着けていた。王直属の衛兵の着衣は、緋色をしており、その中央には太陽をかたどった模様が金糸でふち取られている。

　王や王位継承権を持つ者は、太陽の生まれ変わりであり、その体のどこかに太陽の印が刻まれているという。それは、サジが父から聞いた話だった。

　どうやら厄介なことになりそうだ、とサジは思った。レイラの太ももにあったのは、どう見てもあざなどではなかった。リア国を象徴する太陽の刺青。事情はジマールに捕らわれているというレイラの父親が知っているに違いない。

　夜も明けきらぬうちからユーリが馬を飛ばした方角に、サジはそっと目をやった。ユーリがレイラの父親を無事に助け出すことが、どうやら今後の鍵となりそうだった。




　砂利道に短い影を落としながら、車輪が軽やかに回っている。馬車の前後左右を囲むようにして、騎乗した兵士が油断なく目を走らせる。

　レイラの着替えがすんですぐ、一行はリア国の城下を目指して出発した。走りだしてすぐに速度を増す。がたごとと揺れる馬車の振動で、レイラは遅れを取り戻そうとしているのだと察した。

　しかし、左右に振られる体以上に、レイラの体内は破裂しそうなほどどくどくと脈打っていた。

（本当に、ドジばかり）

　自分の太ももをまじまじと見つめるサジの瞳を思い出し、レイラは手足をばたつかせる。場所が場所だけに、家族以外の誰にも見せたことのないあざ。

　それを、ああも近いところで堂々公開してしまうとは。恥ずかしさに身じろいで、自分の軽率さを反省していると、父であるミゲルの言葉が、記憶の沼から浮かび上がった。

『あざの話は、他人にしてはいけないよ』

　わざわざ隠さなくても、普段の生活で見られるようなこともないので、父からの忠告をさして気にしたことはなかった。

　もちろん、破ったこともなかった。

　ついさっきまでは。

（サジさんに知られてしまったけれど、べつに平気よね？）

　父の言葉の真意は不明だが、レイラは特別関心を払わず、すぐに別のことに思いをはせた。

（ユーリさんの用事ってなんなのかしら）

　まさか、リア国王に自分のことをばらしに行ったのでは、と疑って、レイラはすぐに勢いよく頭を左右に振った。

　一度信じると決めてしまったのだ。疑うばかりでは、先に進むことはできない。それに自分を捕らえることが目的なら、きっとこれまでタイミングはあったはずなのに、サジはそうしなかった。つまり、彼らがリア城に入りたいというのは、本当に違いなかった。

　サジは強引で、なにを考えているかよくわからなかったが、ジマールのところで受けた扱いに比べれば、ずっと人の血が通っている印象がある。

　サジの手のぬくもりを思い出し、レイラは自分の心を信じようと誓った。

　サジと交わした協定は、

〝お互いの正体をばらさず、それぞれの立場を演ずる〟

〝お互いのすることには関心を持たない〟

〝万が一、不測の事態が起こっても、知らぬ存ぜぬで通す〟

　の三つだ。

　選択の余地はむろんなく、半ば強制的ではあったが、どちらにしてもレイラにとっては同じことだった。むしろ、彼らを味方につけたほうが、家族を救い出す機会が巡ってくるような気すらした。

　ふいに、レイラは思い立って馬車の扉を内側から覆っている布をまくり上げた。すぐ横に長い銀糸のような髪が光って見えた。

「あ、あの！」

　馬車の窓から目指す人物に声をかける。

「私、サジさんたちのこと、信じて協力します。それと、父や姉のことも信じます！　みんな、理由もなく人を襲ったりしません。もしも本当に盗賊だったとしても、きっとなにか、事情があるはずです。だから私、なんとしてもみんなを助けてみせます！」

　前触れなく鼓膜を打ち鳴らした懸命なレイラの声に、サジが二度瞬いた。

（あ、笑った？）

　わずかに上がった口角が、一瞬だけ見えた気がする。確認しようとレイラが凝視した時には、すでにサジはいつもの冷静な表情を向けていた。

　がんばれと、そう言われた気がして、レイラは体の奥底から力がみなぎるような感覚を覚えた。勇気をくれたその人物は、すでに何事もなかったように前を見ていて、レイラに端正な横顔を向けている。

　馬の歩みに合わせて、サジの艶やかな髪がさらさらとたなびく。

　ひどくうれしさが込み上げて、レイラは久々に自然と頬がほころんだ。

　しかし、その花のような笑顔がしぼんで消えていくのに、長い時間はかからなかった。

　次の日の夕刻、一行はリア国城にたどり着いた――。
















第四章　独裁者













「こちらでお待ちください」

　通された部屋の想像以上の広さと豪華さに、レイラはぽかんと口を開いて辺りを見回した。

　自分の家が丸ごといくつも入りそうな、高い天井。目を開けていられないほどの輝きを放つ、金銀の装飾品。足もとに視線を移せば、踏むのがためらわれるほど、ふかふかの敷物で埋め尽くされた床がある。

　緊張も忘れ、レイラは思わず感嘆のため息をついた。城の外観は寒々しくて要塞のようだったのに、中は別世界のようだ。驚きを通り越し、レイラはただただ唖然とした。

　このリア国の城は、城下町をすっぽりと覆うように、ぐるりと高い塀が取り囲み、東と西にあるふたつの門が町へ通じる唯一の通路だ。その門は朝夕に開閉され、通行許可証を持った者のみが通り抜けることができる。

　その門を通過する際には、人ばかりでなくあらゆるものを調べられる。王太子に輿入れするレイラたち一行でさえ、荷の中身を徹底的に確認された。

　レイラは、サジたちが自分の従者に化けたがった理由がのみ込めた。なにがしかのつてがなければ、町に入ることさえ困難なのだ。

　そして、その町の中心にそびえ立つ城に入るのは、さらに厄介だった。城の周囲は、それを取り囲むように堀が設けられ、そこには、まるでとうとうと流れる川のように、豊かな水が引かれている。

　城へ入るには、城側から跳ね橋を下ろし、そこを通らなくてはならなかった。当然、そこには城の門衛がおり、レイラたちはそこで二度目の身体検査を受ける羽目になった。

　とにかくレイラには初めてのことで、これが城というものなのかと、すべてに圧倒されっぱなしでいた。そのため、サジたちが素直にリア国の兵士の指示に従いながらも、鋭い目で油断なく辺りをうかがっていることになど、到底気づくことはできなかった。

　落ち着いて、というサジの声が吐息とともに首筋に運ばれ、そわそわとしていたレイラは、はっと、自分の立場を思い出す。ごくりと唾をのみ込む音が、耳に響いた。

　突然、周囲の兵士たちがいっせいにかかとを鳴らし、背筋を伸ばした。そのぴりりとした空気が、高貴な人間が近づいていることを示す。

　周囲に倣い、レイラは慌てて頭を下げた。

　――カツン、カツン。

　ゆっくりとした王の足取り。レイラの体中からじんわりと汗が染み出す。やがて、ドスンという音と同時に、重厚感のある声がした。

「お前がジマールの娘、レイラか」

　短くなる呼吸を整えて、応じる。失敗は許されない。

「はい。私がジマールの娘、レイラでございます。国王様には、初めてお目にかかります。私のようなものを城へお呼びいただき、光栄でございます」

　かすれてしまったが、震えはしなかった。声を出したことで、レイラの緊張がわずかにほぐれる。

　どうか、このままうまくいきますように、と祈るが、リア国王ジウチの返事は、レイラの心臓を凍らせるようなものだった。

「ふん、呼んだのはもう半年も前のことだ。これだけじらしたうえに、このような遅い時刻にやって来て詫びもないとは、このわしに、反抗の意でもあるのか！」

　思いもよらぬジウチの怒気に、レイラは声も出せない。震える膝はそのままに、肺にたまった空気をなんとか吐き出す。

「申し訳ございません。田舎者で不調法でございました。私のようなものが、王太子様にお仕えするなどと、身にあまる光栄でございます。決して他意があってのことではございません。どうか、お許しください」

　ジマールの屋敷で習った通り、自分の身を卑下して詫びる。ここで王の怒りをとかなければ、家族はどうなってしまうのか。

　下げた頭をますます低くして、レイラはぎゅっと目を閉じた。

　自分の心臓の音さえも部屋中に響きそうな静けさの中で、さらり、と衣擦れの音がする。

「父上。そのようにかわいらしい姫君をいじめるのは、おやめください。それよりも、まず私を紹介してくださらないと」

　王を父と呼んだその青年は、レイラの両手を取ると、優しく声をかけた。

「初めまして。王太子のソリャンです。ひと月後には、あなたは正式に私の妃となります。さぁ、未来の夫に顔を見せてください」

　どうしたらよいかわからなかった。ソリャンの言葉に従わず、うつむいたままでは失礼にあたるのか。それとも言われた通り顔を上げれば、なお王の火のような怒りに油を注ぐのか。

　冷たくなったレイラのか細い指先を、ソリャンは勇気づけるように再び強く握りしめた。

　そのままレイラの耳もとに唇を近づけると、鳥が歌うように軽やかにささやく。

「大丈夫。顔を上げてごらん」

　誘われるまま、レイラは静かに面を上げた。

　太陽をすかしたような薄い金の髪。

　森を連想させる豊かな緑の瞳。

　年はレイラよりも少し上に見える。

「よろしく。レイラ」

　人懐っこい笑顔を向けられ、つられてレイラも微笑んだ。気難しそうな王に比べ、王太子は、柔和そうな印象を受ける。

　レイラは幾分安心したが、そのすぐうしろにいるジウチの渋面が視界に入り、慌ててうつむいた。

「レ、レイラと申します。不束者ですが、どうぞよろしくお願いいたします」

　上段から、舌打ちの音が響く。この場でそんなことができるのは、城の主以外にあるまい。

　やはり許してもらえないのかと死にそうな気分になったが、ジウチの関心はすでにレイラにはないようだった。

「もうよい。ソリャンが気に入ったのなら好きにするがいい。兵には一日の滞在を許す。帰ってジマールに滞りなくすんだと説明しておけ」

　王が椅子から立ち上がる音がした瞬間、「お待ちください！」と顎ひげを生やした兵士が声を上げた。

　レイラの右斜めうしろに控えていたその兵士は、ジマールの信頼厚い隊長――を演じているサジの部下だ。

「どうか、レイラ様が正式に妃となられるひと月後まで、我々の滞在をお許しいただけませんか」

　一瞬にして、その場の空気が氷に閉ざされた世界のように凍えたものへと変質する。

「その者の首をはねて、ジマールに送りつけておけ」

　ジウチの言葉は、つららのごとくとがった刃だ。レイラは全身が氷づけになったように身じろぎもできず顔面蒼白になった。足もとから崩れ落ちるような感覚に前のめりになると、震える肩にソリャンの手が置かれる。花びらが舞い降りたようにふんわりと。

　ソリャンの緑の瞳は大丈夫だよ、と告げている。

「父上」

　ソリャンは、レイラに寄り添うようにして、うしろを振り返った。

「侍女を連れてくることも禁じたうえに、護衛の兵士までもあっさり帰したのでは、彼らとて納得できますまい。レイラが城での礼儀作法を学び、正式に私の妃となるひと月後まで、彼らの滞在をお許しください」

　張りつめた空気が和らぎ、王はふん、と鼻を鳴らす。

「今回だけはソリャンに免じて、特別に許そう。が、以後このような無礼は許さぬ。レイラよ。決してソリャンへの感謝を忘れるなよ」

「は、はい」

　ジウチの足音が遠ざかる間、レイラは深く首をたれた。

「ごめんね、レイラ。父は年を取るごとに次第に偏屈になってね。でも僕には甘いんだ。困ったことがあれば、なんでも僕に相談してね」

　春の訪れを感じさせるやわらかいソリャンの微笑みに、想定外にレイラの胸がとくんと高鳴った。

（私、この人の妃になるのよね。どうしよう）

　レイラがジマールに聞いた話では、王太子の妃とは名ばかりで、実質は人質として一生リア城で暮らすということだった。それは、ジマールのような地方領主が王に反旗を翻したり、他国に寝返ったりしないための王の策略で、王太子妃はすでに七人おり、レイラは八人目の妻ということだった。

　そのため、平時であれば、名ばかりの妃たちは日がな一日遊んで暮らせばよいらしく、ジマールにしてみれば、盗賊をやって貧乏暮らしをしていた娘が、一生分の贅沢を尽くせるのだから、ある意味幸せなことだと思っている節があった。

　だからレイラも、自分はあくまでも人質として軟禁生活を送るということに重点を置き、妃になるという意味について、深く考慮していなかったのだが。

「あの、ありがとうございます。殿下」

　どんな恐ろしい扱いを受けるかと危惧していたのに、ソリャンからは思いのほか優しい言葉をかけられる。

「いいんだよ。僕は君のようなかわいらしい子が来てくれるのを、ずっと待ってたんだ。それと、殿下ではなくソリャンと名前で呼んでほしいな。仲よくしようね、レイラ」

　ソリャンはレイラの手の甲にそっと唇を落とす。レイラの首から耳までが、瞬時に赤く染まった。

「本当に、いい子だね。レイラ。君のこと、もっとよく知りたいな」

　意味深な台詞に、レイラはますます赤くなり黙り込んだ。さきほどまでの緊張とは違う意味で、鼓動が速度を上げる。

　その様子に目を細め、ソリャンはくすりと笑みをこぼした。

「君たち、彼女をここまで無事に連れてきてくれてありがとう」

　レイラのうしろでひざまずいたままのサジたちに視線を移し、ソリャンがねぎらいの言葉をかけると、「先ほどは、命をお助けいただき、ありがとうございました」とレイラの背後から、隊長役の男が床に這いつくばるようにして礼を述べる。

　それをにこりと受けとめると、ソリャンはサジの銀髪に目をとめた。

「君の銀髪は、見事だね。どこかで会ったことがあるかな」

　兵士の中に銀髪はサジひとりしかいない。

「名前は？」というソリャンの問いに、サジは頭をたれたまま答えた。

「サジと申します。今日は私が、リア国王様に謁えっ見けんをお許しいただいた記念の日。むろん、ソリャン王太子様にお目にかかるのも初めてでございます」

「そうだよね。そんなに印象深い髪だから、会えば覚えているだろうしな」

　ソリャンは顎に手をやると「そうだよなぁ」と独りごちた。

「それにしても、女性と見まがうほどに美しい兵士が君のそばにいるなんて、僕はなんだかやきもちを焼いてしまいそうだよ」

　いまだ完全には不安の色が取れないレイラに、ソリャンはにっこりと笑いかける。

「そ、そんなことは。サジさ……サジは、私の護衛です。とても強いですから」

　強い、という言葉に反応して、ソリャンがヒューと口笛を鳴らす。

「へ～、ひょろりと背が高いだけなのかと思ったけど、君の護衛を任されるだけあって、やっぱり力も強いんだ」

「はい。あの、多分ですが」

「多分？」

　突っ込まれると思わなかった部分を繰り返されて、レイラはしどろもどろに答える。

　ジマールのよこした兵士たちを簡単に打ち負かしたのだから、勝手に強いのだろうと思い込んでいたが、実際のところは不明だ。

　ひょっとしたらユーリや隊長役の兵士が強いだけで、サジはそれほど強くないのかもしれなかった。

　もちろん、そんなことを話すわけにはいかないので「ええっと、サジが剣を抜いたところを見たことがないので、どれくらい強いのかはわかりません」と正直に口にした。

　一拍の間をおき、ソリャンが、口もとを手で押さえて笑い始めた。

　なにか失態を犯したのかとレイラは血の気が引く思いだったが、ソリャンはおかまいなしに、体をくねらせて目に涙を浮かべる。

「あはは、あは。ほんと、君ってば素直で最高だね！」

　ソリャンは軽く覆いかぶさるようにレイラの体を抱き寄せると、その肩越しにサジを見下ろした。

「サジと言ったね。そのうち剣を抜いたところを見せてよ。レイラに、君が強いってところをちゃんと証明しないとね」

「はい。ご期待に添えられるかはわかりませんが」

　自信なさげに頭を下げるサジを見て、ソリャンはくすくすと笑い声を立てた。

「ほんと、ジマールの領民たちは、皆、君たちのように正直者ばかりなんだろうね」

　なにげないソリャンのひと言に、レイラの胸がずきんと痛んだ。

　そんなレイラの様子に気づいたのかどうか、ソリャンは再び微笑んだ。

「ごめん、長旅で疲れているよね。素敵な部屋を用意したから、今日はゆっくり休むといいよ。これからひと月は、城の中での礼儀作法を学ばなきゃいけないし、婚姻の儀式の準備もあるから、忙しくなるよ」

　そう言って、ソリャンはレイラの手を取ると、その手をひっくり返し、甲ではなく手のひらに唇を寄せた。

「あ、はい。ありがとうございます」

　ソリャンの体温を間近に感じて、レイラの頬が再び真っ赤に染まる。

　そのすぐうしろに控えているサジは、親密な距離を取るふたりの姿をちらりと見やると、すぐに視線を逸らした。




　興奮が冷めやらぬなか、レイラは床についた。天蓋のついた寝台は、ジマールのところで用意されていたものとは比べものにならないほどの大きさで、細かな細工は気品にあふれている。

　なにもない空間をぼんやりと眺めていると、ソリャンの善意に満ちた笑顔が思い出された。

『正直者』、その言葉が体の内側にこだまする。

　あんなにもいい人に、正体を偽ることが果たしてよいことなのか。生まれて初めての大きな嘘をついた。

　人を騙した経験などないレイラは、乾いた砂を口に放り込まれたような、なんとも言えない嫌な気分になった。それでも目を閉じると、張りつめていた気が緩み、一気に睡魔が押し寄せる。

（父様や姉様が、どうかひどいことをされていませんように）

　そう祈り終えて瞳を閉じると、なぜかまぶたの裏に、突然、サジの顔が思い浮かんだ。

（サジとも、もう会えなくなるのかしら）

　ほんの二日間行動をともにしただけなのに、レイラはもうずいぶん前からサジを知っているような気がしていた。

　十七年間、誰にも許したことのない行為を、サジにはあっさり許しているせいだろうか。初めて男性に横抱きにされて、その逞しさを知った。それに――。

　レイラは、自分の指で自分の唇をなぞると、サジとの口づけを思い出して、急に胸が騒いだ。

（私は王太子様の妃になるのに……）

　どんなに打ち消そうとしても、サジの様々な表情が次から次に思い浮かぶ。

（私、おかしくなってしまったみたい）

　閉じた瞳の中に、じんわりと涙が浮かぶ。

　レイラは布団をかぶり、なんとかして頭からサジを追い払おうと格闘した。




　レイラが規則正しい寝息を立て始めた頃、彼女の父であるミゲルは、わずかに待遇のよくなった牢の中で、レイラのゆくえに気をもんでいた。

「お前にも家族がいるだろう。レイラが無事かどうか、それだけでいい。頼む、教えてもらえないか」

　ミゲルは、自分を見張っている兵士のひとりに的を絞り、毎日熱心に話しかけた。何人かが交代で立つ見張りの中で、一番自分に年齢が近そうな、壮年の男だ。

　娘の生い立ちや、日々の出来事など、多くの思い出話を織り交ぜると見張りの兵士は、少しずつだが返事を返すようになっていた。

　その日、根負けした兵士は、とうとう口止めされている事実をこっそり打ち明けた。

「心配いらんさ。お前の娘は、今頃贅沢にしつらえた部屋の中で、大事にされているはずだ」

「どういうことだ」

　絶対に言うなよと念を押し、ひげの伸びたミゲルの顔に自分の顔を寄せると、兵士は格子越しにしわの深い乾いた唇を、そっと動かした。

「ソリャン様に輿入れしたんだよ」

「なんだって!?　ソリャン様って、まさかリア国の王太子ではないだろうな？」

「その王太子様だよ。ジマール様の娘、つまり本物のレイラ様の代わりに、身代わりとなって城へ上がったのさ。あんたらの命と引き換えにな。心配しなくても、あんたら家族も丁寧に監禁しろと命じられている」

　隣にいたカマラは驚いた。兵士の話にではない。どんな時も毅然とした態度を貫き、自らが捕縛された時でさえ顔色を変えなかった父が、今にも倒れそうなほど、色を失っていたからだ。

「父様？」

　ミゲルはなにか言葉を発しようとしているように見えた。しかし、彼の唇は陸に上がった魚のようにぱくぱくと動くのみで、どんな音もつくり出すことはなかった。

「父様？」

　もう一度カマラが呼びかけると、ミゲルと視線が交わる。その瞳は死人のように生気がなく、焦点を合わせることを忘れてしまったかのようだ。

「父様。お水を飲みましょう」

　カマラはミゲルのわきに自分の体を滑り込ませると、そのままゆっくりと牢の端にある椅子に移動した。広い牢へと移動した後に、寝台と机、それに足の悪いミゲルのために椅子が用意された。

　小さいが、ひとつだけ明かり取りの窓もある。

　ミゲルの体を椅子に腰かけさせると、カマラは水差しから水を汲んでミゲルの口もとへと持ってきた。

　先ほどの兵士の話で、ミゲルは、自分たちの置かれている状況をはっきりと理解した。いつまで待っても処刑されない理由も。レイラだけが、同じ牢に入れられない理由も。

「カマラ」

　水を飲もうとせず、ミゲルは小さくつぶやいた。カマラの手を、痛いくらいに握りしめる。そのあまりの力に骨がきしみ、カマラは顔をしかめた。

「レイラなら心配いらないわ。ジマールは娘を溺愛しているから、きっと手放したくなくて、レイラを身代わりにしたのでしょう。まさか王への反乱を考えているつもりなどではないはずよ。ソリャン王太子の妃はたしか七人もいるはずだし、とりあえず命の危険はないでしょう」

　冷静なカマラの分析にも、ミゲルは落ち着きを取り戻すことはない。それどころか、かえって、呼吸が荒くなった。

「違う。違うんだ。大変なことになった。あの子は今、最も危険な場所にいる」

「いったいどういうこと？」

　カマラはミゲルの言葉が理解できず、いぶかしげに尋ねた。

　重い沈黙が彼らを支配する。ミゲルがやっとのことで固く閉ざされた口を開き、押し殺すような低い声で告げる。

「レイラは、あの子は、リア国の王位継承者なのだ」

「なんですって!?」

　はっ、と息を吸って、思わず兵士に目を向ける。幸い動揺したカマラの声は届いていないようだった。

「あぁ、私はなんということを！」

　ミゲルは頭を抱えて椅子から転げ、その場に崩れた。

　カマラの手をするりと離れた杯が、ゆっくりと静かに床に滑り落ちた――。
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　格子のはまった窓の向こうには、大きな一枚の紙をピリピリと破ったようなちぎれ雲が広がっていた。むき出しの地面には、乾燥に強い雑草だけが横へ横へと張り出している。

　その先にある、大人の男の背の倍ほどありそうな高さの塀が、外界と自分たちを隔てる第二の扉だ。

「どうだ？」

「難しいわね」

　カマラは、台代わりにしていた父の背から下りて、ため息を漏らした。

　明かり取りの窓は一箇所だけ。カマラの身長よりも少しだけ高い位置にある。細身のカマラでも通り抜けられるか微妙な大きさだ。

　格子をはずして外へ出られたとしても、その向こうにある塀を乗り越えるのは容易なことではなさそうだった。

「私がこんな怪我さえしなければ」

　ミゲルは自分の膝を両手でパシンと叩いた。折れた足はだいぶよくなっていたが、支えがなくては歩くこともままならない。

「父様。やはり兵士に鍵を開けさせて、正面から逃げる算段をしましょう。リュートとホックは、私たちがいたもとの牢屋にいるみたいだから、まずは彼らを助け出し、それからレイラのところへ」

　頭の中で何度も逃げる筋道を考えてみた。しかし、そのどれもがミゲルに納得のいく答えをよこしてはくれない。

「カマラ」

　ミゲルはすすけた娘の長い髪をひとなでし、力強く呼びかけた。カマラの肩を力いっぱい抱きしめる。わずかに伏せた目は、次の瞬間、獰どう猛もうな野獣のように輝いた。

「お前ひとりで逃げろ」

「嫌よ、なにを言っているの！」

「黙って私の話を聞け！」

　それは、父としてではなく、一団の指揮官としての命令のようだ。

「私の足では逃げるのは無理だ。お前が行くんだ」

　拒否を許さないミゲルのその瞳に、カマラは見覚えがある。〝仕事〟をしている時の目だ。カマラは唇を噛みしめた。

「はい」

　弱々しい声とともに、ひと粒の雫がカマラの頬を伝う。ミゲルはそれを指の腹でぐいと拭い、もう一度カマラの体をきつく抱きしめた。

「すまない、カマラ。私を許してくれ」

「父様」

　自分ひとりが逃げ出せば、後に残ったミゲルがどんな目に遭うか。カマラはその想像を頭から追いやった。そうしなければ、とても立っていられなかった。




「ユーリよ、よくぞ戻った。それでよい知らせを運んできたのか？　サジの姿が見えないようだが」

　すらりと背の高いその男は、リア国の隣にあるレガ国の城の主だ。人払いをした部屋に人影はこのふたつしかない。

　王の前に背を丸めて立っているのは、レイラの家族を助けに行ったはずのユーリだった。

「はぁ、それがその」

　歯切れの悪いユーリの言葉に、レガ国王は眉間にしわを刻んだ。

「なんだ。悪いほうの知らせか。まぁ、よい。話せ」

「はい。実は」

　ジマールが無関係なレイラを本物の娘の身代わりに仕立てたこと、サジとユーリはそれを本物の一行だと思って襲撃したこと、レイラと協力関係を取りつけ計画通り入れ替わったこと、さらに、レイラの家族が捕らわれの身であり、ユーリは彼らを救出するために、いったんレガ国に戻ったことなどをつらつらと申し述べた。

　王はそれらを黙ったまま聞き終えると、ふん、と鼻を鳴らす。

「つまり、大事な任務を放り出して、盗賊を助けるためにわざわざ舞い戻ったというわけか」

「申し訳ありません」

　椅子の背に深くもたれると、王は盛大なため息を披露した。

「まったくお前は、しようのないやつだな。もういい。好きにしろ」

「だがな」と言って王は椅子の肘掛けに肘をつき、痛む頭を支える。

「決して目的を忘れるなよ。お前たちは」

　その先を続けるはずの言葉を奪い、ユーリは胸をそらした。

「お前たちは、リア国が、我がレガ国との間で結んだ〝ヴィシュー湖における使用協定〟を順守しているかを探れ。そして破っていた時は、その確たる証拠を見つけてこい、ですよね？」

「わかっていればよい」

　サジもユーリも言いだしたら聞かない男たちであることを、王はよく知っていた。半ばあきらめたように、口を開く。

「で？　わざわざ我が城に帰ってきた理由はなんだ。報告だけしに戻ったわけではあるまい」

　レガ国王は、話の内容からユーリが城に戻ってきた理由に予想がついていたが、彼がその願いを言いだしやすいように話を振った。

　へらへらと真剣な表情を崩し、ユーリが頭をかく。

「実は、ちょっとばかり兵をお貸しいただきたいと思いまして」

　案の定といったユーリの願いを、王は議論も交わさずうなずいた。

「お前の剣の腕では、到底まともには太刀打ちできんからな。賢明な判断だ。腕の立つ連中をつけてやるから、さっさと状況を打開してサジのもとへ戻れ」

「ついでに、助け出した後、レイラの家族をレガ国でかくまっていただければ、私もすばやくサジを助けに行けるのですが」

　自分より目上の者を、しかも一国の王たる者を、ただの便利な道具のように扱うユーリの態度に、レガ国王は眉をぴくりと動かした。

　が、怒ることも態度を改めるよう求めることもなく「もういい。なんでも好きにしろ」と、ちょいちょいと手を振り、退出を促す。

「本当に最近の若い者は礼儀がなっとらん」などとわざと大きくつぶやいた王に、ユーリは一礼して、踵を返した。

　王の口もとが、喜びをはらんで緩んでいたことに、背を向けたユーリが気づくことはない。

　部屋を出てひとりになったことを確認し長く伸びをすると、ユーリは腰を軽く叩いてほぐした。部屋にこもることが多い身には、馬での長距離の移動や、野宿がこたえる。

「さて、どうやってレイラの家族を助けようかな」

　先が定まらないような口ぶりとは反対に、その唇の端は自信に満ちあふれるように上を向いていた。




　窓から入る風が頬をなで、赤く艶やかな髪の隙間を軽やかに通り過ぎる。レイラは与えられた自室の窓際に腰かけ、城下の風景を見やった。

　多くの石造りの建物が整然と立ち並び、町の端には自分たちが通ってきた巨大な門がある。それが、今は、手の中に入りそうに小さく見え、レイラは改めて城の巨大さを実感した。

　さらに遠くに目をやると、青々と一面に広がるヴィシュー湖までもが見渡せそうだ。高い位置から眺める景色は、今までの世界を一変させるほどに強烈で、レイラはその壮観さに、毎日新鮮な感動を覚えた。

　ヴィシュー湖を眺めると、どうしても同じ色の瞳を思い出してしまう。

（サジは、もう私と会うつもりはないのかしら）

　城に着いてすでに二週間が過ぎ、正式にソリャンの妃となるまで残りの日数は半分となっていた。

　その間、サジとは会話をするどころか、姿を見ることさえなかった。

「どうだい？　なにか不自由なことはないかい？」

　毎日朝一番にレイラの部屋を訪れては、ソリャンが同じ言葉をかけていく。

「いえ、とてもよくしていただいております」

　それは遠慮からくるものではなく、正直な感想だ。

　実際、レイラは何人もの侍女に世話をされ、今までの貧乏暮らしが嘘のような贅沢な暮らしをしている。

　自由がないということが唯一の不自由な点だったが、まさかそれを声高に言うわけにもいかず、結局毎回決まった答えを返すのだった。

　いつもなら、そのやり取りが終われば、ソリャンは仕事があるからと行ってしまうのだが、今日はなぜか窓際にいるレイラに近寄ってきた。

「レイラの髪は、不思議な色をしているんだね。赤いのに、光を浴びると金髪のようにきらきらと輝く。まるで炎のようだ。とても美しいよ」

　ソリャンはレイラの髪に指を引っかけて、まじまじと眺める。

「母譲りだと聞いています。でも、そんなふうに言ってくださるのは、ソリャン様が初めてです。小さい頃から、変わった髪だとからかわれるのが常でしたから」

　髪の毛からソリャンの指の熱が伝わるような錯覚にとらわれて、レイラは緊張で体を硬くする。

　それを知ってか知らずか、ソリャンはレイラの髪にいとおしそうに触れてくる。レイラはそのわずかな仕草に反応して、体温が上がっていくのを感じた。

「僕の妹も、君のように赤い髪をしていたんだ」

「王女様、ですか？」

「うん。生まれて半年ほどでゆくえがわからなくなったんだ」

「レイラ姫ですね」

　それは、リア国に住まう人間なら誰もが知っている有名な話だ。生後七ヶ月にして、こつぜんと姿を消した王女。国中に触れを出したが、今でもそのゆくえはようとして知れない。

「妹にちなんで、同じ年に生まれた女の子にレイラって名づける民が増えたとか。君もそのひとり？」

「はい。父が王女様にあやかろうと名づけたと言っていました」

「そうか」

　ソリャンの目が伏せられる。その愁いを帯びた瞳の色に、レイラは胸がきゅっと締めつけられて、苦しくなった。

「妹がいなくなってから、自分こそが王女だと偽って城を訪れるものが増えてね。それで、父は人間不信に陥ってしまって。父が他人を信用せず、厳しい態度を取るのは、その時のことが尾を引いているんだ。だから、レイラにも冷たくあたることがあると思うけど、どうか許してやってほしい」

「許すなんてそんな」

　寂しそうに微笑むソリャンに、レイラはますます苦しくなる。

「でも、どうして偽者だとわかったのですか？　いなくなったのは、ほんの赤ちゃんの頃なのでしょう？」

　ソリャンはふっと口もとを緩めると、「レイラと名づけた理由を知っているかい？」と尋ねた。

　ソリャンの小さな声は、慎重に聞いていないと聞き逃してしまいそうだ。レイラは、いいえ、と言う代わりに首を振った。

「古語でフレイラというのは、炎を意味するんだ。レイラをひと目見た父が、その燃えるような赤い髪をフレイラのようだと言って、そこからレイラと名づけた」

「まぁ！　それでは、王女様は赤い髪をしていらっしゃるのですね」

「うん。でも、今までに名乗り出た者は、誰ひとりとして赤い髪をしていなかったんだ。赤い髪というのは、公表していなかったからね。性別と年齢が合えば、わからないと思ってたんだろう。現れたのは、私や父と同じ金髪をした者がほとんどでね」

　ソリャンはレイラの髪を自分の口もとへ運ぶと、口づけるような仕草をする。

「僕とは母が違っていたけど、初めての妹だったから、いつも会えるのを楽しみにしていたんだ。もし生きていたら、レイラのようになってたのかな」

　続く沈黙に、ソリャンが顔を上げる。

　レイラがうつむき、しおれた花のように肩を落としている。レイラの衣の裾に広がる染みを見て、ソリャンは目を見開いた。

「どうして、泣くの？」

　ソリャンには、レイラを泣かせるようなことをした覚えは、まるでなかった。はらはらと落ちていく涙は、磨かれた宝石のようだとソリャンは思った。

　レイラは指でそれを拭いながら、ソリャンの想像もしていなかった答えを返す。

「王女様がおかわいそうで。今頃どうしていらっしゃるのか。それに、ソリャン様も王様も、みんなつらい思いをしておかわいそうです」

「僕も？」

「はい。だって、妹姫と一緒に育つ機会を失ったのですもの。私なんて、家族と離れて少ししかたっていないけれど、とても寂しいです。それが、十七年も続いているなんて」

　虚を衝つかれたように、ソリャンが何度も目をしばたたかせる。

「本当に、レイラはかわいいね」

　ソリャンはレイラの頬を両手で挟むと、濡れた頬に唇を寄せた。

「私のために泣いてくれて、ありがとう。レイラ」

　頬から首筋へ、涙の跡をたどりながら、ソリャンのやわらかな唇が移動していく。レイラの肌がぞくりと粟立った。

「レイラ」

　ソリャンは、低い声でレイラの体を縛りとめると、その細腰をぐいと引き寄せ、抱き上げる。

　そのままわきにある寝台へと体を移動させ、レイラは押し倒されるような格好になった。

「ソ、ソリャン様」

　不安に揺れるレイラの濡れたまつげが、大きな瞳を覆い隠す。

（嫌だ、どうすればいいの？）

　正式な婚姻まで、まだ日はあった。だが、正式に妃になっていないからこそ、ここで抵抗すればどうなるのか、レイラにはわからなかった。ただ、嵐が過ぎるのを待つように、ぎゅっとまぶたを閉じた。

「大丈夫、怖がらなくていいよ」

　レイラの戸惑いを感じたのか、ソリャンは優しくささやいて、レイラの衣の裾に手を入れる。そのまま太ももをするりとなで、衣をたくし上げた。その瞬間、ソリャンの手が硬直したように止まった。

　触れられた手の感触が、すっと引いていくのを感じて、レイラはうっすらと目を開いた。レイラの、左太もも。ソリャンは吸いつけられるようにその一点を見つめている。

　はだけた衣を調えようと手を伸ばすと、それを制止するようにソリャンの腕が伸びた。

「ソリャン様？」

「レイラ。君、この刺青どうしたんだい？」

　ソリャンの声音はいつもと変わらぬように思えるが、握られた指先がひどく冷たかった。

「あ、の。これは子どもの頃の怪我でできたあざで」

「あざだって!?」

　ソリャンが顔をしかめる。そんな険しい表情を見せるのは初めてのことだ。

「すみません。あの、やっぱりみっともないですよね。こんな大きなあざなんて……」

　自分でもかすかに抱いていた劣等感が、顔を出す。サジもこのあざを見て、自分に嫌悪感を抱いたのかもしれない。ふいにそんな考えが頭をよぎる。

「あぁ、ごめんよ、レイラ！　そんなつもりじゃなかったんだ。ただ、どうも太陽の刺青のように見えたから、ちょっと驚いて」

　ソリャンは慌てて取り繕うようにレイラを抱き起こすと、寝台の上に向かい合って座る。

「突然で悪かったよ。まだ正式に君を妃にしたわけでもないのに。その、レイラがあんまりかわいかったから、どうしても欲しくなってしまったんだ。君より六歳も年上なのに、思いやりに欠けてだめだな」

「許してくれるかい？」と言って顔を覗き込むソリャンに、いいえと言えるはずもない。

　レイラは小さく、はい、と答えた。

　レイラの頬に、触れるような口づけを落とすと、「仕事があるからまた会いに来るよ」と言ってソリャンは立ち上がった。

　回廊に出た瞬間、ソリャンの目に銀の髪が飛び込んでくる。

　サジはソリャンの姿を認めると、すぐに廊下の端にひざまずき、道を譲った。

「サジ。君は……」

「はい」

「いや、なんでもない」

　ソリャンはなにか言いたげに口を開いたが、すぐに柔和な笑顔を見せた。

「レイラに会いにきたんだろう？」

「いえ、ジマール様からの便りをお見せしようかとお持ちしただけですので、あとにいたします」

「いや、ちょうどいい。少し故郷を思い出して寂しくなってしまったようだ。慰めてやってくれ」

「かしこまりました」

　顔の筋肉を一箇所も使うことなく、サジは頭を下げた。

　入れ替わりに部屋に入ってきた足音を、ソリャンと勘違いして、レイラはびくりと体を震わせた。

　だが、現れたのはソリャンとは正反対の冷たい顔をした男だ。それなのに、なぜかレイラはほっとして、力が抜ける。

「サジ……」

　名前を呼んだだけで、涙があふれそうな気がする。

「どうかしたのか？」

　落ち着いた低い声は、まるで子守唄のようだ、とレイラは思った。

「ううん、なんでもない」

　否定の言葉を紡ぎながら、無意識に、レイラの手がしわを整えるように衣の裾を引く。

　見張りの兵士どころか、侍女さえいない。部屋から出てきたソリャンと、はだけた衣。赤い目をしたレイラを見れば、なにがあったのか想像は難くない。

　サジは、レイラの涙の原因が、故郷を思い出してではないことを悟り、ぎゅっとこぶしを握りしめた。こうなることは、事前に予想していたはずだった。

　懸命にゆがんだ笑顔を見せるレイラに、サジは、泣いていたのか、という言葉をのみ込んだ。

　沈黙が気まずくて、レイラは口を開く。

「ソリャン様っていい人ね」

「そうか」

　肯定とも否定ともつかない返事。興味がないというのが正解かもしれなかった。

「いい人よ。細やかな気配りのできる素敵な人だわ。私みたいな女の子にも、優しくしてくれて」

　強い口調は、自分自身に言い聞かせているようにも聞こえる。

　レイラの口から次々にソリャンの褒め言葉が出てきて、遮るようにサジが口を開いた。

「王太子なら、外交術くらい身につけているだろう。どんなに嫌いな女とでも、長年連れ添った恋人のように談笑できる」

　サジが顔色も変えず、淡々と返したことが、レイラの気持ちを逆なでした。

「そんなんじゃないわ！　そりゃあ、私のあざを見てすごく動揺していたみたいだけど、ちゃんとあやまってくれたし」

「あざを……見られたのか？」

　自分の言葉の持つ意味にはっとして、レイラは耳たぶまで赤く染める。あざのある場所は、普段人目に触れるはずのない太ももだ。

「サジの馬鹿！」

　用意もしていなかった言葉が、するりと滑り落ちた。

「馬鹿？　私がか？」

「そうよ！　サジなんか知らない！　もう、出ていって！」

　レイラは涙声で叫んだ。

　自分でもわけがわからなかった。ソリャンに触れられたことが、どうしてこんなに嫌なのか。それをサジに知られたことが、どうしてこんなにつらいのか。

　背を向けたレイラの耳に、扉の閉まる音が響く。

（せっかくサジさんが会いに来てくれたのに、私、どうして素直に、ありがとうって言えないのかしら。彼はちっとも悪くないのに）

　レイラは、うつむいた。またしても、涙で視界がにじむ。

「う、うっぇ」

　なんとか大声を上げることだけはこらえたが、このままでは誰かに聞かれるかもしれないと、レイラは必死に泣きやもうとする。

「お前は、ドジなだけでなく、涙にも際限がないな」

　背後から、包み込まれるように抱きしめられる。それも、レイラが一番聞きたい声の主に。

（う、そ。出ていったのではないの？）

　自分の体を拘束する手には、間違いなく見覚えがある。その腕に指を絡ませると、さらに強く抱きしめられた。背中に、サジの体温を感じる。

　ついでとばかりに、サジはレイラのうなじに熱い唇を押しあてた。

「不細工な妻では困ると、言ったはずだ」

　覚えのある台詞とともに、レイラの耳もとにサジの吐息がかかる。

「サジさん……」

「さん、はいらない。さっきは、私を呼び捨てにして、馬鹿と言ったろう」

「ご、ごめんなさい」

「あやまる必要はない。もう一度、呼んでみろ」

「サ、ジ……」

　レイラがサジの名前を呼ぶのとほぼ同時に、サジは、レイラの頬に自分の頬を押しあてて、独り言のようにささやいた。

「やつにどこを触られた」

「やつって、ソリャン様のこと？」

　レイラの口からソリャンの名前が出た途端、サジは眉間にしわを刻む。

「ここか？」

　言いながら、サジの手は衣の裾からするりと侵入すると、レイラの左の太ももをなで上げた。

「な、なにをしてっ！　誰かに見つかったらどうするの！」

「見つからなければよいのか？」

「そういうわけではありません」

「では、どういうわけだ」

　サジは、レイラの太ももの上で長い指を行き来させる。その指が、レイラの内ももをするりとなでると、レイラの背中に甘い痺れが走った。

「やっ、ちょっと」

　レイラがサジの腕の中で身じろぐ。その反応を楽しむかのように、サジはレイラの頬にそっと口づけた。

「ほかには、なにをされた？」

　一向にサジがレイラを離す気配はない。

「なにもされていません」

「本当に？」

「本当です。ソリャン様は私のあざを気持ち悪いと思っているかも……」

　そこまで言うと、レイラはサジが自分のあざをどう思っているのか気になった。

「あの、サジも、私のあざは醜いと思っていますよね？」

　唐突なレイラの質問に、サジは無言になる。

（やはりそうよね。不細工は嫌だと言っていたし）

　沈黙が流れた後、ふいにサジはレイラを自分のほうへくるりと向かせ、きゃしゃな肩をぐいと押した。レイラはバランスを崩し、背中から寝台に倒れ込んだ。

　なにをするのかと、レイラがサジに抗議しようとしたが、間に合わなかった。サジは、衣をたくし上げてレイラの太ももをあらわにすると、レイラのあざへ唇を寄せた。そのままチュッと音を立てる。

　サジは、なにが起こったのか理解できないでいるレイラの体に覆いかぶさると、耳もとへささやいた。

「醜いと思っているなら、こんなことをすると思うか？」

　レイラは、やっとなにをされたか理解して、羞恥に顔を染める。もはや、どこまでが恥ずかしい出来事なのか、思い出せない。

「サ、サジの馬鹿！　出ていって！」

　先ほどと同じ台詞だったが、前のそれとは違い、涙声ではなかった。サジは、自分の口もとに手をやり、こらえきれないといったふうにくすくすと笑う。

「その方が、私好みだと言っただろう？」

　レイラの胸が早鐘を打つ。

　サジは満足げに微笑んだ後、真剣な表情になって言葉を選ぶように話しかけた。

「レイラ。もう少しだけ待っていてくれ。必ずなんとかする」

　言葉の意味はよくわからなかった。それでも、サジの言うことを信じようと思い、レイラはこくんとうなずいた。

　部屋の扉の外側で、サジは額に手をやった。その拍子に、髪がさらりと音を立てる。

　回廊を歩き始めてすぐ、サジは振り返りもせず、つけられているな、と心の中でつぶやき、微笑んだ。その微笑みは、ほんの一瞬の出来事で、誰にも気づかれることはなかった。

　サジは、リア国の王女が行方不明になった時、ソリャンは六歳だったはずだと計算し、幼い日の彼らを想像した。王族であるソリャンは、レイラの刺青の意味に気づいただろう。リア国では、腹違いの兄妹は婚姻が可能だ。果たして、ソリャンはレイラの素性を周囲に明かすだろうか。それとも――。

　サジは、いくつもの可能性を考慮して、最悪な展開だけは避けたいと願った。
















第六章　信奉者













　リア城に勤める侍女たちの間では、最近とみに盛り上がっている話題がある。

「ねぇ、見た？」

「見たわよぉ。もうほんっとに、素敵。あの美しい銀髪なんて嫉妬しちゃうくらい」

「瞳の色も不思議よねぇ。青い色なのに、金色っていうか銀色っていうか。きらきら光っていて。光の加減で違って見えるのかしら」

　洗濯かごを抱え、歩きながら会話するふたりの侍女は、独身の若い娘たちだ。

「なんとかして、お話しする機会がないかしらねぇ」

「あんたの顔じゃ、無理じゃないの」

「あら、やってみなくちゃわからないわ。私、体には自信あるもの。ひょっとしたら」

　次の瞬間、前をよく見ていなかった侍女は、大きな壁にぶつかって転びそうになり、悲鳴を上げた。かごいっぱいの洗濯物が宙を舞う。

「ちょっと、どこ見て歩いてる、の……」

　侍女は自分の不注意を棚に上げ、大きな声を出そうとして息をのむ。ぶつかった相手が、話題の中心人物であったからだ。それに気づき、ふたりの年若い侍女はお互いに顔を見合わせる。

　固まるふたりを無視して、サジは床に散らばった衣を手早く集めると、呆然としている侍女の目の前に差し出した。

「失礼した。考え事をしていたので。お詫びに運ぼう。どこへ持っていけばいい？」

「えっ！　いえ、いいんです。レイラ様の護衛をしていらっしゃる方に、そんなことをさせるわけには」

　ぶつかったほうの侍女のわき腹を、もうひとりの侍女が肘でつく。

「ちょっと！　せっかくだから手伝ってもらいましょうよ」

　小さく耳打ちする。その目はらんらんと輝き、こんな機会二度とない！と訴える。

「えぇと。お、お願いしてもよろしいでしょうか」

　もちろん、という返事の直後に「きゃ～」という黄色い悲鳴が響いた。




　気づけば、レイラが城へ上がってからすでに三週間の時が流れていた。表面上は穏やかで、さざ波ひとつ立っていない。食べ物にも着るものにも困らず、毎日の家事で手が荒れることもない。

　しかし、自分の作ったものをおいしいと口に入れてくれる人も、穴の空いたぼろを繕って喜んでくれる人も、ここにはいなかった。

　あと一週間で、レイラはソリャンの妃となる。毎日城の礼儀作法を勉強し、新しい衣を合わせるために人形のように突っ立ていることにも疲れ始めていた。

（帰りたい……）

　役目のない自分には、存在価値がないように思えて、レイラは寂しさに加え、虚しさを覚えた。

　今日も、窓から鳥を眺めては、自分もあんなふうに飛んでいって、父や姉に会いに行きたいと思うのだった。今のレイラを支えているのは、たったひとつ、サジの与えてくれた言葉だった。

　ソリャンは、あいかわらず一日も欠かさずレイラのもとを訪れては、なにか不自由がないかと気を配ってくれた。だから、いつものように扉を開けて入ってきたソリャンに、なんの警戒心もなく「おはようございます」と挨拶した。

　にこやかな笑みは、普段と一寸たりともたがうことはない。あざを見られてから、不用意にレイラを抱き寄せることはなくなったが、反対に、あざけったり嫌な顔を見せることもなかった。

「レイラ」

　ふんわりと舞い降りるように呼ばれる名前も、ソリャンの口から出るだけで、しとやかな本物の女性のものに聞こえる。

　だが、この日ソリャンが続いて口にした言葉は、レイラの身を気遣うものではなかった。

「君の赤い髪は母譲りだと、前に教えてくれたね」

「はい」

　返事をしてレイラは首をかしげる。

「君の母というのは、いったい誰だい？」

「え？」

「ジマールの妻、レイラの母親の髪は金髪だ。赤くはない」

　レイラは心臓を素手で握られたような気がした。

　はっと息を吸って、両手で口を押さえる。

「本当に嘘がつけない子だね」と言うソリャンの目もとに笑みはない。

「ちょっと気になることがあってね。調べたんだ。君はいったい何者？　ジマールと一緒に僕を騙していたの？」

「ち、違います！」

　悲鳴のような声を上げてから、自分自身に問う。騙していたのは、事実ではないか。

「からかって遊んでいた？」

「そうじゃありません」

　どう説明すればよいのか。本当のことを言えば、家族が盗賊の罪で捕えられたことを告白せねばならない。そうすれば、皆殺されてしまう。だが、ソリャンをごまかすほどに上手な嘘を塗り重ねることは、レイラには無理だった。

（どうすればいいの!?）

　レイラの瞳に涙が浮かぶ。嗚咽が漏れそうになって、レイラは唇を噛みしめた。

　レイラの心の奥底をこじ開けるようなソリャンのまなざし。そこには濃い疑念の色が浮かぶ。

「君が僕を騙していたと思いたくはないよ。なにか事情があるのなら、打ち明けてはくれないかい？　決して悪いようにはしない。本当のことが知りたいんだ。君はいったい、誰？　ジマールは反乱をたくらんでいるのかな？」

　レイラの両肩にソリャンの両手が置かれる。ずっしりとした重みを感じて、レイラはじんわりと汗をかいた。

　レイラは意を決して、ソリャンを見つめる。

「私の名前は、本当にレイラと申します。でも、ジマール様の娘ではありません」

　瞳にたまった涙が、堰せきを切ったようにあふれ出す。それでも、なんとかして家族の命乞いだけはしなくてはならない。

「どうか、お許しください。私の家族がジマール様に捕らえられているのです」

「家族が？」

「はい。盗賊の嫌疑をかけられ、縛り首になるところだったのです。私が身代わりの花嫁としてここへ来ることで、家族は刑の執行を免れたのです」

　ソリャンは、一分の隙も見逃さないようにレイラをくまなく観察し、やがて、納得したように「そうだったのか」とつぶやいた。

「ジマール様は、反乱など考えていないと思います。ただ、一人娘のレイラ様を手もとに置いておきたかっただけなのです。ソリャン様。どうか私を罰してください。私は、リア国の王様と王太子様を欺きました。でも！　でも、どうか家族の命だけは、どうぞお助けください！」

　レイラは床にしゃがみ込むと、這いつくばるようにして頭を下げる。どうにかしてソリャンにわかってもらわなければ、この先進むのは、奈落への坂道だ。

　ソリャンはしばらく沈黙を守ってから、床に膝をつき、レイラと同じ高さに目線を合わせた。

「つらかったね」

　言葉と同時にレイラの背中に回されたソリャンの手は、じんわりと暖かい。我慢しきれず、レイラはわっと泣きだした。

「ご、ごめんなさい！」

　ずっと言いたくて、でも言えなかった言葉を、何度も繰り返す。

　ソリャンは、ふんわりとレイラを腕の中に包み込むと「もう心配いらないよ」とレイラが一番欲しい言葉をあっさりと与えてくれた。

「もう泣かないで、レイラ。君の家族は、必ず僕が助けるから」

「で、でも」

「僕に任せて。ジマールの屋敷を取り押さえよう」

　ソリャンの言葉は力強かった。盗賊かもしれない自分たち家族のことを、罰するどころか助けてくれるというのだ。こんなにもいい人を騙していたのだと改めて湧き上がる罪悪感と、許されたことへの安堵が入り混じり、レイラは涙が止まらない。

「あ、りがとうございます」

　絞り出した声は鼻声だったが、かろうじて礼を述べることはできた。

　ソリャンは綺麗な笑みを浮かべると、「ところでレイラ」とつぶやいた。

「君の家族は、どういう人なんだい？　盗賊というのは本当なのかな？」

　盗賊という言葉にレイラはぎくりとした。

　ソリャンは薄い笑いを浮かべて、「心配いらない。もしも本当だとしても、罪には問わないよ」と言いながら、レイラに手を差し伸べた。

　ソリャンに手を引かれ、レイラは立ち上がる。向かい合わせて置いてあった椅子を隣に並べると、レイラと一緒にソリャンも腰を下ろした。

　こうなってしまったからには、覚悟を決めるしかなかった。レイラはソリャンの求めに応じて包み隠さずすべてを話した。

　父と姉がいること。父の弟子だというふたりの男とも一緒に住んでいること。レイラにとって、それは隠すほどの内容でもなかったが、ソリャンは熱心に耳を傾けた。

「じゃあ、レイラは母親を知らないのかい？」

「はい。物心つく前に死んでしまったと」

「それはかわいそうに。父親の名はなんというんだい？」

「はい。ミゲルと申します」

「ミゲル」

　ソリャンの瞳が、宝物を見つけた子どものように妖しくきらめく。

「ソリャン様？」

　静かになったソリャンを、レイラはいぶかしんだ。

「あぁ、ごめん。なんでもないよ。とにかく、レイラはもうなにも心配しなくていいから。僕を信じていればいいよ。ね？」

　まぶしいほどの笑顔がレイラに向けられる。たまった思いを吐き出して、ある種の開放感に包まれていたレイラは「よろしくお願いします」と小さく頭を下げた。

　部屋の外、廊下側の扉の前にはひとりの侍女が控えていた。

　中年だが、切れ長の目が印象的な美しい女だ。ソリャンがレイラの部屋から出てくると、女は道を譲ってひざまずいた。すれ違いざま、ソリャンは誰にともなく命じる。

「ジマールの領地で捕らえられている、ミゲルという盗賊について調べろ」

「はい」

　背中越しに女の返事を確認すると、ソリャンは何事もなかったようにレイラの部屋をあとにした。

　まさか生きていたとはな、とソリャンは心の中でつぶやき、わずかに口角を持ち上げた。その唇は、冴え冴えとした闇に浮かぶ、三日月のようだった。




（サジにも、ソリャン様に私が偽者だってばれたこと、教えに行ったほうがいいわよね？）

　レイラは、自分が開けようとした扉が、反対側から開いたので、心臓が飛び出しそうだった。

「あ、ごめんなさい！」

　入ってこようとした侍女にあやまると、赤い唇が、いいえと動く。

「レイラ様、どちらへ？」

「ちょっと散歩してもいいかしら」

　ソリャンは、サジたちのことをジマールの兵士だと思い込んだままだ。本当のことを話すべきか迷ったが、レガ国の人間であるというサジの立場が気になり、口を閉ざした。

　呼べばサジが部屋に来るのはわかっているが、あまり大げさになるのは困る。会いに行くと言って、おかしな詮索をされるのもどうかと思った。

　侍女を伴えば、限られた範囲内で行動することを許してもらえるようになっていたレイラは、入ってきた女に供を頼むと、部屋を出た。

　偶然会ったことにして、こっそり話をすればいいだろう。ソリャンが彼らの正体に気づく前に、レイラは逃げ道をつくってやるつもりだった。

「あ、サジ」

　しばらく歩き回ると、うしろ姿のサジが目にとまった。どこにいても目立つ存在だ。声が届かない距離からでも、柱の陰にいる長身が存在を主張している。

　レイラは足早に近づき、声をかけようとして立ち止まった。

「本当ですか？」

　媚びるような、若い女の声がする。

「本当だ。君の料理は非常においしかった。きっといい花嫁になるだろう」

「うれしい！　あ、あの。今度は夕飯を食べにいらっしゃいませんか？　そのぅ。私の部屋に……」

　盗み聞きをしようと思ったわけではない。だが、楽しそうな会話がレイラの耳に入った。自分とは一度も交わしたことがないような、男女の会話だ。

　足音が立たないようにゆっくりと近づくと、侍女らしき相手の顔が見える。頬を赤く染め、うっとりと輝く瞳をしている。

　サジの顔は角度が悪く見えないが、話の内容からして笑顔に違いない。自分には見せない顔を見せているのだろうか。

　レイラは、くるりとつま先の方角を変えて、すたすたと歩きだした。少しうしろを歩いていた侍女が、不思議そうに問いかけた。

「レイラ様？　どうかなさいましたか？」

「ごめんなさい。もう十分です。部屋に戻ります」

　今進んできたばかりの道を、隠れるようにして戻る。

（なにを動揺しているのかしら、私が逃げることないのに）

　初めて知る胸の痛みは、ちくちくと棘が刺さったようで、それは一日中レイラを苦しめ続けた。

　夜になっても、レイラは暗い気分のまま寝台に入った。頭から毛布をかぶる。目を閉じても、まぶたの裏に昼間の楽しそうな侍女の笑顔が映る。耳をふさいでも、鼓膜の中でふたりの弾む声がこだました。

（姉様がいれば、話を聞いてもらえるのにな）

　困った時は、カマラに相談するのが常だった。どんなにくだらないことでも、カマラはレイラの話を粘り強く聞き、的確な助言を与えてくれた。レイラにとってカマラは姉であり、同時に母でもあった。

　どれくらい時間がたったのか。

　レイラは少しも重くならないまぶたを恨みながら、天井を見つめていた。ふいに、闇の空間に銀色の糸が姿を見せた。それは蜘く蛛もの糸が雨上がりに輝きを放つように、黒い背景に美しく映える。

　レイラは寝台に体を横たえたまま、ぼんやりとそれを眺めていたが、次の瞬間、ひっ、と息を吸い込んで悲鳴を上げるところだった。

　すんでのところでそれを止めたのは、大きな右の手のひらだ。

「静かに」

　サジは、レイラの口もとを押さえたまま、周囲の様子をうかがう。

「サジ！　びっくりした。いったいどうやって部屋に入ってきたの？　扉には衛兵がいるのに」

　驚いて飛び上がった心臓が、近すぎるサジとの距離にさらに収縮を早める。

「隠し通路がある」

　必要以上のことは口にせず「それよりも」とサジがレイラに顔を近づけた。

　普段でも力強いサジの青い瞳が、よりいっそう鮮烈にレイラの心に刻まれる。恥ずかしくて顔を背けたかったが、その深い神秘の力に吸い寄せられ、サジの瞳を見つめ返してしまった。

　心臓の音が大きく鳴り響く。サジに聞こえてしまいそうだ。

　サジが低くつぶやいた。

「昼間来たろう。なにかあったのか？」

「え!?」

「用事があったんじゃないのか？」

「気づいていたの？」

「私に話しかけるのかと思ったのに、引き返したろう。なにかあったのか？」

　サジと話しているだけで、どうしてこんなに泣きたい気分になるのか。近頃は初めての経験が多すぎて、感情を処理しきれないのかもしれないとレイラは思った。

　心を落ち着かせようと、レイラは、大きく深呼吸した。

「えっとね、実は、私が偽者だってソリャン様にばれてしまったの」

「そうか」

　サジは、わずかに目を細める。

　レイラは上半身を起こすと、寝台に腰かけた。

「ごめんなさい。私、うっかりしてソリャン様に、自分の髪は母譲りだと言ってしまったの。でも、本物のレイラ様のお母様は、髪の毛が金髪らしくて」

　上目遣いにサジを見ると、腕組みをして視線を床に落としている。

「髪の色？　やつは、髪の色でお前が偽物だとわかったと言ったのか？　あざのことは、なにも言わなかった？」

　サジの中で、〝やつ〟というのがソリャンを指す言葉だということにレイラは引っかかりを覚えたが、指摘はしなかった。

「あざのことは、あやまってくれたって、この前言わなかったかしら」

「そうだったな」と言いながら、サジは眉間にしわを寄せる。

「ソリャン様は、本物のレイラ様のこと調べて、私が偽物だってわかったみたい。それで、私なにもかも話したの。そしたら、私の家族を助けてくれるって」

「私たちのことは？　なにか話していたか？」

「なにも聞かれなかったわ。だから、ソリャン様はあなたたちをジマール様の私兵だと思っているはずよ」

「なるほど」とサジがつぶやく。

　自分に怒りが向けられるかもしれないと覚悟していたが、サジは声を荒らげることはしない。どうやら眉間にしわが寄った原因は、なにか考え事をしているせいらしい。

　ひょっとしたらいつ逃げようかと考えているのかもしれない、そう思ったので、助言のつもりで口にした。

「多分私の家族を助け出してから、サジたちを捕まえるつもりじゃないかしら。だから、今のうちに逃げれば大丈夫だと思うのだけど」

　しかし、サジは驚くようなことを言い始めた。

「レイラ。いいか、よく聞くんだ。お前の身に関わる大事なことだ」

　サジはレイラの前にひざまずくような格好になり、真剣な瞳で訴える。

「この城の中では、誰にも心を許すな」

「え、どうして」

　いつもの軽口かと思ったが、真摯なまなざしは、どうやら冗談ではなさそうだ。

「どうしてもだ。リア国では、王に逆らう者を陰で葬ってきたという噂がある。その中には、やつの妃だった女も含まれている」

　レイラの両肩に手を添えると、サジはささやく。小さいが、鋭い声だ。しかし、レイラには彼の忠告の意味が理解できない。

　それは、まるでソリャンを非難しているように聞こえたからだ。

「そんなのただの噂でしょう？　ソリャン様から聞いたわ。レイラ姫が行方不明になって以来、王様が人間不信になられたって」

　ソリャンを擁護してみたものの、サジの真剣なまなざしは変わらなかった。

「ただの噂かもしれない。しかし、危険な目に遭ってからじゃ遅い。お前の家族も、ひょっとしたら今頃、いや、ユーリが間に合っているか……」

「え？」

「いや、なんでもない」

　サジの瞳がわずかに揺れるのを、レイラは見逃さなかった。

「どういう意味？　私の家族がどうだというの？」

　詰め寄るレイラは不吉な予感に胸がざわめく。サジはふっとため息を落として言葉を発した。

「命がないかもしれない」

　まるで、そこらに転がっている石ころの話をするように、平坦な口調だった。気づいた時には、レイラの右手が、勢いよくサジの左頬を叩いていた。

「変なこと言わないで！　ソリャン様は、ちゃんと約束してくれたんだから！」

　サジの青い瞳に、そっとまぶたが覆いかぶさる。

「すまない」

　ぽつりとこぼしたサジの声が、静寂に吸い込まれていった。

　来た時と同じように、突然の訪問者は、いつ出ていったのかわからなかった。

　声をかけられたような気もするし、黙って去ったのかもしれない。ただ、胸の中を鋭い爪でかきむしられたような感覚が、いつまでも残る。

（どうして……）

　サジは、どうしてあんなひどいことを平然と言うのか。いい人だと思ったのは勘違いなのだろうか。

（もう一度、ソリャン様に確かめたほうがいいのかしら）

　手探りで答えを見つけるのは、容易なことではない。はらはらとこぼれおちる涙は、どうしようもなく苦い味がする。

　ひとりになった部屋で身じろぎもせず、レイラは明け方まで一睡もできなかった。
















第七章　立案者













　濃紺の空を焦がすように、巨大な火柱が立ち上る。黒煙が次々と名乗りを上げると、墨を流したように天を染め上げ、きらびやかに瞬く星たちをぬるりと覆い隠す。

　闇の中、真昼の明るさで炎に包まれたジマールの屋敷は、遠くからでも簡単に見通せた。

　チッと舌打ちをして、ユーリは馬の腹を蹴った。三十人ほどの兵士が一糸乱れず、同様に速度を上げてユーリの周りを取り囲む。

「ユーリ様。もしやあれは」

　ひとりの兵士が、ユーリに並走して声を上げる。

「間違いない。ジマールの屋敷だ」

　先に偵察に出した兵士が、屋敷の人間に金を掴ませて聞き出した話では、正体不明の親子が厳重に捕らわれているらしいとのことだった。

　馬の扱いに秀でる必要はないと思っていたユーリだが、今は、サジほどの速度で馬を走らせることのできない自分が恨めしい。

「頼む。無事でいてくれよ」と、小さくつぶやく。

　大勢の人間が、炎から身を守ろうと屋敷の中から這い出してくる。門は開いたままで、使用人たちを吐き出し続けていた。

「ユーリ様。ここは危険です。いったん身を隠して策の練り直しを」

　人目につくのを恐れ、兵士が進言する。ユーリは火もとであろう建物を遠くから冷静に見据えると、首を横に振った。

「火勢のわりに、燃えているのは狭い範囲だ。この火事でレイラの家族にもしものことがあると手遅れになる。この騒ぎに乗じて、中を探る」

　ユーリは兵士を三、四人ずつの集団に分けると、すばやく指示を与える。待ち合わせの場所を確認すると、優秀な兵士たちは俊敏な動きで四方に分かれた。

「よし、行くぞ」

　ユーリは正面から屋敷に近づく役を自ら選択すると、馬をほかの兵士に預け、流れに逆流して門をくぐった。

　普段なら見張りがいるであろう塀の内側に、兵士の姿はない。消火にかりだされているか、混乱の中、主を見捨てて逃げたか。

　どうやら、火もとは、ジマールが住む建物とは別のようだった。正面にある最も豪奢な建物は、煙の被害を受けているだけで炎は見えない。その黒煙をたどった先にあるのは、敷地の隅にある石造りの建物だ。

「まさか！」

　ユーリは、そこがなんであるかを認識して思わず駆け出した。平屋の石造りの堅牢な建物は極端に窓が少ない。それは、正体不明の親子が捕らわれていると聞かされた建物とぴたりと一致した。

　うしろから供をしていた兵士とはぐれたことにも気づかず、ユーリは一目散にその建物を目指した。

　息切れがして、立ち止まる。手近にあった小さな木の幹に片手をつき、荒い呼吸を繰り返すと、突然、背後に人の気配を感じた。

　振り向いた時には手遅れだった。抜き身の剣が、ユーリの喉もとにあてられる。それは、自分がつい先ほどまで腰につけていたはずの剣だった。

「馬屋はどこだ」

　殺気を含んだ声は、予想に反して若い女性のものだった。

「う、馬屋？」

　屋敷の人間なら、それくらいのことを知らぬはずがない。

「とぼけるなら、今すぐ貴様の素っ首叩き落とすぞ！」

「わわわ。ちょっと待って！　ひょっとして、君、カマラじゃない？　レイラの姉の」

　木の幹と刃の間に挟まれていたユーリの首が、わずかに拘束から解放される。

「どうして私の名前を知っている」

　だが、カマラの声は逆に硬質になった。

「お、俺はユーリ。レイラに頼まれて、君たちを助けに来たんだよ。嘘じゃないって！」

　両手を上げ、間抜けな格好のまま訴える。

「ええ、っと、君の父親は大工さんで名前はミゲル。君は乗馬が得意で料理が苦手。だから食事の担当はレイラだ。ホックは酒を飲むといつも君を口説いて、〝父様〟に叱られる」

　ユーリは、わずかな時間でレイラから聞いた身の上話を必死に回想する。

「どうしてそんなことを」

　そんなごく内輪の話、他人が知るわけがない。だが、レイラを脅して聞き出すことも可能だ。カマラは剣を引かず、ユーリの瞳を射貫くように見つめる。

「リア城に行く途中のレイラに会ったんだ。事情は聞いたよ。ジマールの娘のふりをさせられているんだろう？　頼むから、話を聞いてくれないか」

　カマラが心を決めかねていると、ユーリを捜しあてた部下が、窮状を察して走り込んできた。

「ユーリ様！」

　三人の兵士がそれぞれ剣を抜き、ふたりの周りを取り囲む。

「ユーリ〝様〟？」

　カマラの表情が、険しくなる。この屋敷で名前を様づけで呼ばれるのは、ジマールの関係者だ。

「お前ら、剣をしまえ！」

「ですが」

「いいからしまえ！」

　命令に応じて、兵士が渋々剣を戻すのを確認すると、ユーリはカマラを諭すように話しかけた。

「あのさ、全部ちゃんと話すから。だから、俺の剣、返してくれない？」

　腰につけている空っぽの鞘を指さして、ユーリは苦笑いした。




　つくり笑いを覚えたのは、いつだったのだろう。この頃では、それが格段に上達した気がする。レイラは自分の名前を呼ばれ、はっと我に返った。

「あ、ごめんなさい。なんのお話でしたか」

　ソリャンを前にして、レイラは慌てて微笑みをつくった。王や侍女ならば、本物の笑顔に見えるだろう。

「家族のことが、気になる？」

　なんでもお見通しのソリャンに、こくんと首を落とす。ソリャンの話では、こっそり人手を送って、ジマールのことを調べているところだという。

　突然王権をかざして乗り込むと、ミゲルたちが口封じをされる可能性があること、王にレイラが偽者であると話せば、もっと悪い展開になるかもしれないため、内密に調査する必要があることなどを、ソリャンは丁寧に説明してくれた。

　だから、今はおとなしく待つことしかできない。それは、レイラにもよくわかっていた。

　気分転換にとソリャンが持ってきた珍しい異国の宝飾品も、今のレイラの気分を和ませることはできそうもない。

「ごめんなさい。私、ソリャン様を信じています。でも、すごく不安で」

　なにもしないでいると、悪いことばかりを考えてしまう。その大きな原因が、サジの言葉にあることもレイラにはわかっていた。

「レイラ。もう少しの辛抱だ。君の家族を助け出したら、ジマールには厳しい罰を与える。君たちには、恩おん赦しゃを願い出るつもりだから、心配しなくていいよ。君を見張っているジマールの私兵士も、一度に捕らえるつもりだ。だから、それまではこちらの動きを悟られないように、普段通りにしていてほしい」

「それにね」と言いながら、ソリャンの手が、レイラの頬に触れる。

「僕は、君を好きになってしまったんだ。ジマールの娘のレイラではなく、私の目の前にいるレイラをね」

　熱のこもった瞳が、ぐんと近づく。大きさを増すソリャンの瞳に、自分が映っているのが見える。なにをされるのかわかって、頭が破裂しそうな気がした。恥ずかしさに耐えきれず、目を閉じる。

　唇にソリャンの息づかいが感じられて、レイラは身を固くした。自分がソリャンを好きなのかどうか、レイラにはよくわからない。しかし、ここでソリャンに嫌われたら、家族はどうなってしまうのだろう。

　その時、ふいにレイラのまぶたの裏に、銀の髪がたなびいた。

　それは、ほんの一瞬の出来事で。

　驚いて瞳を開けると、そこには、ソリャンの顔が迫っている。

「いやっ！」

　思わずソリャンの胸を力いっぱい押し戻した。顔を背けると、短く息を吸う。

「ご、ごめんなさい。私……。その、今は……」

　予想外の拒否に、ソリャンはしばらく呆然としていたが、すぐに綺麗な笑みを浮かべた。

「ごめんよ。学習能力がないよね。この前それで失敗したばかりなのに」

　ソリャンの両手がレイラから離れると、力なくだらんと下を向く。

「違います。私が悪いんです」

　自分たちを罰するどころか、あくまでも助けようと手を差し伸べてくれるソリャンに対して、自分が取った行動はひどいものだった。

　レイラの胸は、罪悪感ではちきれそうになる。けれど、やはりソリャンに口づけられるのは嫌だった。それがどうしてなのか、レイラにはわからなかった。

　涙目になったレイラを下から覗き込むように、ソリャンは顔を傾けた。金の髪が、ぱらりと額にかかる。

「なんだかレイラが誰かに取られちゃいそうで、不安になるんだ。レイラは、僕が嫌い？」

「えっ。そんなこと……」

　ないです、という言葉が続かない。たしかに嫌いではないはずなのに。

「じゃあ、僕とのこと、真剣に考えてほしいな。ただのレイラとして。だめかな？」

　言葉とは裏腹に、ソリャンの瞳はどこか強引さを含んでいる。

「いえ、あの。か、考えてみます」

　小さく答えると「ありがとう！」と即座に、ソリャンは輝くような笑顔になった。

「失礼いたします」

　扉が音を立て、涼やかな侍女の声を運ぶ。

「あ！　も、申し訳ございません！」

　侍女は自分の犯した過ちに気づき、すぐさま顔を背けひざまずいた。ぴたりと身を寄せ合ったソリャンとレイラの様子を見て、そう思うのは至極当然のことで、事態を把握したレイラの顔は茹ゆで蛸だこのように真っ赤になった。

「あ、あの！　違いますから！」

　来週には妃となるのだから、誤解されてもなんの問題もない。しかし、必死に否定を続けるレイラを見て、ソリャンは苦笑した。




　西にレガ国、東にリア国。

　その真ん中、ちょうど国境を挟んで、その美しい湖は地面に横たわっている。

　ヴィシューは、古語で〝豊かな水〟という意味だ。その名の通り、豊富な水量を誇る湖で、古来よりその周辺に多くの都が栄えた。

　現在、ヴィシュー湖を内包している国は、レガ国とリア国の二国のみだ。湖はその性質から国境を引くことが難しいため、レガ国とリア国の間で協定が結ばれ、両者の間で円滑に使用することが決められている。

　はずなのだが――。

「それをリア国側が、きちんと守っていないと？」

　カマラの洗い立ての長い金の髪は、頭の高い位置でひとつにまとめられており、馬が振動するたびに、束になって右に左に揺れている。乗馬が得意というだけあって、ユーリたちがかなりの速度を出してもぴたりとついてくる。

　ユーリたちは、ヴィシュー湖を渡るための船着き場を目指し、馬を駆っていた。船に乗るのはレガ国側、船が着くのはリア国側だ。湖を渡るための準備はすでに整っていた。あとは、乗客、つまりユーリたちが着けばいいだけだ。その一行に、レイラの姉、カマラが混ざっている。

「ユーリ？」と強く名を呼ばれ、「うわっ、は、はい！」と、とっさに返事をしてから、「ええと、なんだっけ？」と崩れた笑いを浮かべた。

　カマラは、何度も同じような場面に遭遇し、すでに怒りを通り越してあきれ顔だ。

「あのね。あなたのことを説明してくれる約束でしょう？　父や皆を助けてくれたことに関しては、感謝しています。でもね、あなたを完全に信用したわけではないの。レガ国の人間であるあなたが、私たちを利用して協力させたいなら、ちゃんと納得のいく説明をちょうだい」

「ごめん、ごめん。ええとね、協定の話はしたっけ？」

　カマラは、はぁ～とため息を吐くと、声の調子を緩やかにした。

「聞いたわ。両国が湖の利権を巡って争わないように、年ごとに管理の仕方を話し合っているのでしょう？　たとえば、その年の初めに湖でとる魚の量を話し合って決める。そしてそれぞれの国で破らないように漁師に徹底を図る。それを次の年に報告し、さらにその年の漁獲量を決定する」

「そう。十年ほど前までは、たいした管理をしなくてもうまくいっていたんだ。ところが、最近、どうもリア国が規約を無視している疑惑が高まってね。確実な証拠はないけど、噂話はいくらでもある」

　並走するふたりの前方から向かい風が吹きつける。

「たとえば？」

「たとえば、リア国の人間が密漁をしているのを見逃しているとか、レガ国の漁師が漁をしていたら、リア国の兵士に連れ去られたとかね。最近では、湖から直接水路を引いてかんがい用に使っているって話だ。水量を守るために、それはしない約束のはずなんだけどね」

　なにもなかった風景に、一軒、また一軒とレンガ造りの家が顔を見せる。

　賑やかになってきたと思ったら、すぐに、それらが密集して立ち並ぶ町が姿を現した。

「俺たちは、レガ国王の命令でその調査をしている」

　目的地に着いて、ユーリは馬の歩みを遅めた。うしろに並ぶ兵士も次々と手綱をさばき、歩調をあわせる。湖が目の前に迫ると、ユーリは全員に下馬するように指示し、自らも馬を下りた。

「どう？　信用してくれた？」

　ユーリは手綱を持ったまま、にっこり笑ってカマラを見上げる。カマラは横目でちらりとユーリを見下ろすと、馬上から声をかけた。

「ちょっと聞いていい？」

「なに？」

「あなた、私たちを助けに来たと言っていたけど、どうやって助けるつもりだったの？」

　とくに気分を害することもなく、ユーリは高い位置から見下ろされる形でカマラの視線を正面から受けとめる。

「リア国王の使いとしてジマールに会うつもりだったんだよ。レイラが偽者だってばれたぞ、ってね。で、焦ったジマールに取引を持ちかけようと」

「取引？」

「そう。偽者だけどソリャン王太子がレイラを気に入ったから、このまま妃とする。その代わり、家族は放免してやるように、って。でもって、断れば、ジウチ王の命令で家を取りつぶすってね」

「それで、国王の紋章が入った旗を用意していたのね」

　実際には暗くて役に立たなかったが、国王直属の衛兵士のみが着る太陽をかたどった模様の入った服を、ユーリたちは着用していた。

　ご丁寧に、国王の紋章が入った旗を掲げて。

　カマラは慣れた様子で馬を下りると、手綱を持ったまま、ユーリのそばへやって来た。

「きちんとお礼を言っていなかったわね。皆を助けてくれてありがとう」

　頭を下げると、長い髪の束が鞭むちのようにしなった。

　驚いたユーリが目を丸くする。

「いや、でも結局俺はなんにもしてないし。逃げる計画をたてて実行したのだって、カマラだろ？　俺は全然間に合わなかったわけで」

「いいえ。あなたが来なかったら、多分父は死んでいたわ。私は躊ちゅう躇ちょせずに火を放ったのよ。父は足が悪くて、逃げられないのを知っていたのに」

　ブルルッと馬が鳴き、カマラは自分が乗っていた馬の顔を抱えるようにしてなでた。

「君も一緒にいればよかったのに」

　カマラの父と仲間は、レガ国内で保護されている。だが、カマラだけはその場にとどまることを嫌い、ユーリたち一行についてきた。

「冗談でしょう。国王から命令を受けるほど身分が高かろうが、あなたのような弱い男に大事な妹を任せられないわ」

　泣いているのかと思ったカマラの瞳は、磨かれた刃の切っ先のように強い光を放つ。

　厳しいカマラの指摘に苦笑しながら、ユーリは鼻の頭をかいた。




　国境は船で越えるほうがはるかに楽だ。途中まではレガ国民の漁師として、その後はリア国民の商人として。漁民のものと思われる船に乗り込んだのは、カマラを入れて二十人ほどだ。

　兵士と一緒にユーリの説明を聞きながらも、うつむいたカマラの心はここにはなかった。

　カマラにはユーリたちには秘密にしていることがあった。それは、幼い頃に見た、奇妙な父の姿。国王直属の兵士のみが着用するという、太陽の模様が入った服だ。

　それを着たユーリたちを見た途端、閉ざされていたカマラの記憶の扉が開かれた。

　小さな赤ん坊を抱いた父。

　おぼろげなその光景は、夢か現実か区別がつかぬほどの遠い記憶だ。父が着る緋色の衣にある模様と同じものが、レイラの足にあると知っても、幼い自分にとってはたいして意味のあることでもなく、すぐに別の記憶に埋もれてしまった。

　父から真実を聞いた今なら、すんなり納得がいく。むしろ、今の今まで自分が疑問に思わなかったのが不思議なくらいだ。

　カマラはレイラの無事を祈った。自分たちを助けるためにひとりリア城に向かった妹。血のつながりがないことがわかったところで、十七年という歳月の間に築いてきたものを無にすることなどできない。

　カマラはぐっと視線を上げ、進行方向を眺めた。穏やかな湖面を、船がつくる白い波が騒がせる。かき乱された水面は、太陽の光を受けてまぶしいほどに輝いていた。
















第八章　暗殺者













　澄み渡った広い空の布地に、白い雲が複雑な形で陰影をつける。様々な想像をかき立てる、一枚の絵画のようだ。その雲の一部に父の顔を重ね合わせて微笑んだ直後、レイラは耳にした言葉を理解できず、聞き返した。

「あの。ソリャン様、今、なんて？」

　少し疲れた表情を見せるソリャンは、いつも通りの時刻にレイラの部屋を訪れ、窓際に腰かける彼女の隣に座った。

「落ち着いて聞いて。ジマールの屋敷が火事で消失したそうだ。レイラの家族も、行方不明だ。おそらくは……」

　そこで言葉を切り、ソリャンは眉間にしわを寄せた。

　上空の風は強く吹いているのだろう。レイラが見ていた雲は、あっという間に南へと流れていく。

　――行方不明。

　何度もその言葉を頭の中で反はん芻すうする。だが、思考が停止してうまくのみ込むことができない。

「火事って、みんながいたところがですか？　どれくらいひどいんですか？」

　リア国は温暖な気候だが、雨が少ない。火事は最も恐れられる災害のひとつだ。

「ジマールには、レイラの家族のことはとぼけられた。ミゲルなどという盗賊は知らないとね」

「そんな！」

　レイラは勢いよく立ち上がった。

　ダン！と椅子がうしろへ転がる。

　震えるレイラの肩は、悲しんでいるようにも、怒りをあらわにしているようにも思える。

　ソリャンは、自分もゆっくりと腰を浮かせると、潤んだレイラの瞳を見つめた。

「レイラを身代わりにしたことも告げたが、君が本物の娘だとつっぱねるつもりらしい。調べたら、盗賊らしい連中が捕らえられていた牢があった」

「それじゃあ」

　期待に目を輝かせたレイラを見て、ソリャンは言いにくそうに一拍置いてから、ゆっくりと口を開いた。

「どうやら、そこが火もとらしいんだ」

　さっきまでの穏やかな景色が、すべて色あせて見える。

「ジマールの報告によると、死者はいないそうだ。煙を吸った軽症者が数名。今は使っていない倉庫での失火が原因とのことだ。その倉庫というのが、つまり」

「みんながいた牢ってこと、ですね」

　首を横に振ってほしかったのに、期待も虚しく、ソリャンはこくんとうなずいた。

　うまく息ができない。視界が粘土のようにぐにゃりとつぶれたかと思うと、天井がぐるりと回転した。

「レイラ！」

　大声で人を呼ぶソリャンの声で、辺りは騒然となった。

　青空を旅する雲たちが、悠然とそれを眺め、足早に過ぎ去っていった。




　赤い月が、藍色の水面に揺れ動く。その中を、明かりもつけずに進む船が一艘そう。時折船をこぐ、キィキィという音がする以外、なにも聞こえてこない。

　その船の中で、カマラはユーリが次になにをしでかすのか気が気でならなかった。まるでレイラの面倒を見ているようだと気づいて、カマラはため息をついた。

「どうするつもりなの？」

　夜目が利くとはいえ、不慣れな土地だ。加えて指揮をとっているのが、剣もろくに振れぬ優やさ男おとこときては、男勝りのカマラであっても、不安が胸をつく。

　岸の近くまで迫っていることはわかっていたが、月明かりだけを頼りに接岸するには無理がある。下手に船底をぶつけたりしたら、それこそ一大事だ。しかも、どうやらこっそり入国するつもりで、きちんとした船着き場に着くわけではないらしい。

「大丈夫だよ。魔法が使えるからね」

　ユーリは片目をつむってみせると、両手を複雑に組み合わせて唇にあてた。

　――ホォウ、ホォウ。

　鳥の鳴き声そっくりの音。どちらの方角へ進んでいるかもわからなかった暗い空間に、突如、明かりが出現した。

「仲間がいるのね？」

「そう。ちゃんと手配済みだから安心していいよ」

　どこが魔法なのか。ちゃんとやることはやっているらしい。どうやらレガ国王の命令でリア国を探っているというのは本当らしかった。カマラはわずかにできた心の余裕から、安堵のため息をついた。

　まっすぐに明かりを目指すと、しばらくして船底が地面に触れる。

「ユーリ様。こちらです。足もとにお気をつけて」

　岸にいた兵士が、道先案内を務める。周囲は背丈のある草がうっそうと生い茂り、それを踏みならした細い道を歩いていくらしい。月明かりでは心もとなく、松明たいまつがあっても足もとは暗い。

　ふと、カマラは、少し離れた岸辺にゆらりと揺れるかすかな炎を目にした。

「ユーリ。あれはなに？　あれも、あなたの仲間なの？」

　カマラの問いかけに、全員がうしろを振り仰ぐ。

「火を消せ！　伏せるんだ」

　ユーリの命令で兵士が火を消すと、一瞬で闇の世界に引きずり込まれた。ユーリの態度からすると、よい知らせではないらしい。

　静寂が辺りを支配すること数拍。

「カマラ。ちょっと寄り道していい？」

　買い物にでも行くような明るい口調で、ユーリはカマラの肩を軽やかに叩いた。

「なんなの？」

「うん。あれ、多分リア国の密漁者たち」

「えっ!?」

　ひょっとしたら、剣を抜くような事態になるのではないか、とカマラは覚悟した。ユーリの瞳は獲物を狙う猛もう禽きん類のように光っていて、カマラはますますこの男がわからなくなった。




　今夜はやけに月が赤いな、と思いながら、サジはレイラの顔を思い出して眉をひそめた。

　妖しく輝くその色は、レイラの魅惑をはらんだ髪の色と同じだ。直接目に焼きついて、まぶたを閉じても見えていそうだ、とサジは苦笑した。

　注意深く周囲をうかがい、サジはこれまで自分をつけ回していた影がどこにもないと結論づけた。そのことが、サジの不安を駆り立てる。自分をつけ回す必要がなくなったのは、なぜなのか。

　サジは、周囲に誰もいないことを確認すると、明かりを片手に地下へと続く階段を下りた。そこは、まず人が通らぬ城の最下層で、幽霊が出ると噂される場所だ。

　なんでも、リア国を建国した祖先たちが、この地を治める時に殺した地の精霊を閉じ込めた部屋があり、そこに入ると生きた者は魂を食われ、二度とこちらに戻ってはこられないのだという。しかも、王の不興を買ってはねられた首は、みんなその地下室に放り込まれるため、この世に恨みと未練を残した霊が夜な夜な歩き回っているのだという。

　階段を下りた先は、行き止まりだ。四方を石に囲まれただけのなにもない空間がある。明かりのひとつもなく、ただ本物の暗闇があるだけだ。

　たしかに幽霊の一匹や二匹はいそうだな、と思いながら、サジは床にあるでっぱりに足を置き、同時に力を込めて石の壁を押した。途端に、壁であるはずの石がゆっくりと回転し、なにもないはずの空間に、突如階段が出現した。

　隠し扉があるというのは、侍女から仕入れた噂話だ。王族が寝ている最中に死ぬことが多いということを話題に出した時、実は、と侍女は声をひそめた。

　城の中には、いくつもの隠し扉や通路があり、それらを使えば王族の部屋にも簡単に侵入できるらしい。本来は敵から身を守るためのものだが、それを誰かが悪用しているのではないか、というのが侍女たちの間で密かに交わされている噂話だという。

　もちろんただの噂話で、侍女が実際にその隠し扉を目にしたことはなかった。ところが、それとは別の機会に、サジは奇妙な噂を耳にした。

　それが、幽霊の出る地下牢、つまり今サジが立っている部屋の話だった。隠したいものには、人が近寄りがたい細工をするのが普通だ。サジは、幽霊の話をたどってこの地下室を見つけ、先日部屋の仕掛けに気づいた。

　この仕掛けを見つけた時、人間考えることは同じだな、とサジは心の中でつぶやいた。レガ国の城にも、似たような隠し扉がいくつもあるからだ。

　扉の内部は意外にも単純で、それぞれの部屋の床下をぐるりと一周するような仕掛けになっていた。時々現れる壁の突起物は、上の階にいくためか、部屋に侵入するための簡易な階段らしい。

　もちろん、この抜け道は、レイラのいる部屋にもつながっている。

　サジは、すでに何度もこの通路を探索し、どの道が誰の部屋につながっているのかを頭に入れていた。

　しかし、すべての通路を調べられたわけではなかった。通路の延びる方角から、サジはそれらが城の外へもつながっているだろう、と予測していた。

　サジは、まだ調査のすんでいない通路へ足を向けようとして、ふと床に目をやった。明かりで照らし出されたのは、幾層もの埃が積もった床の上にある、真新しい足跡だ。

　サジの眉間に、一瞬しわが刻まれた。

　それは、サジよりもひと回り以上小さな足跡で、先日つけた自分の足跡の上につけられたものだった。自分以外の誰かが、この通路を使ったのだ。それも、ごく最近。

　サジは、雷に打たれたように目をむくと、すぐに通路を駆け出した。足音を立てないように注意するが、心は急いた。

　どうか、自分の考え違いであってくれ、とサジは祈るような気持ちで、レイラの部屋を目指した。




『置いていかないで！』

　燃え盛る炎の中で、レイラは必死に手を伸ばした。目の前にはなにがあっても揺るぎそうにない、がっしりとした父の背中と、なにかあるたびに自分を甘えさせてくれた優しい姉の背中がある。

「いやっ！」

　自分の悲鳴に全身が突っ張り、レイラは瞳を開いた。

（夢？）

　ほのかな光が、床に窓枠の影を形づくる。そこが、自分の寝室だとわかって、レイラは肩を落とした。

　全部夢だったらよかったのに、とレイラは思った。

　盗賊として捕らえられたことも。城を訪れたことも。――ふたりが死んでしまったことも。

　いつの間にか、夜になっていたらしい。喉の渇きを感じて、レイラは自嘲した。こんな時でも、人間の体は正直な反応をするようだ。

　水差しを取ろうと寝台から上半身を起こし、ふと違和感を覚えた。

「誰か、いるの？」

　誰かに見つめられているような、肌を刺す空気。恐怖を払おうと声を出してみたが、反応はない。気のせいだろうか、とレイラが寝台から起き上がろうとした瞬間、突然背後から口をふさがれた。

「ん、っぐぅ」

　いまだ覚醒途中の体は、とっさの反応が鈍い。ばたばたと手足を動かすが、劣勢は翻せない。次第に力が抜ける。それを見計らったように、レイラの体は寝台の上に投げ出された。

　体の上に馬乗りになられ、身動きが取れなくなる。抵抗しようと腕を振ったが、すぐになにかが顔に押しあてられた。それはたんなる布のようだったが、鼻と口にものすごい力で押しつけられ、息ができない。

「ん、んん！」

　苦しさに腕を伸ばすと、自分の顔をふさいでいる何者かの腕にあたる。残った力をすべて注いで、その腕に爪を立てた。

　しかし、かけられる力は緩むどころか、ますます強くなる。目の前がちかちかして、視界が黒ずんでいく。

（嫌！　誰か助けて！）

　息を吐くことも吸うこともできず、レイラの意識が遠くなる。最後の抵抗に食い込んでいた爪が、急速に力を失う。

（父様、姉様。……サジ）

　これが死というものなのだと、どこか冷静なもうひとりの自分が覚悟を決めた。

　今まさに、意識が底なし沼に沈み込もうとした時、「貴様、なにをしている！」と怒気を含んだ恐ろしく重低音の声が、はっきりとレイラの耳に響いた。

　――バシン、ドタン。

　激しい物音がしたかと思うと、レイラの拘束が解かれる。

「ヒュッ、ゲホッ！」

　一気に流入した空気にむせ、ゴホゴホと咳を繰り返し、胸が大きく上下した。

「何者だ！」という声と、争うような物音がしたが、とても目をやる余裕はなかった。

「無事か！」

　怒鳴りつけられたのかと思うほどの、大声だ。

「サ、ジ」

「生きているな？」

「う、うん」

　無事なことだけ確認すると、サジは侵入した何者かと睨み合う。

「貴様、何者だ」

　たいした声量があるわけではない。しかし、空気を震わせるような気迫のこもった低い声は、それが自分に向けて発されたものではないとわかっていても、レイラの体を凍りつかせる。

　レイラは寝台の上で思わず毛布を握りしめた。

　背中にレイラをかばい、サジは敵に剣を向けている。

　暗がりで、レイラを襲った何者かの顔は判然としないが、身動きせずこちらの様子をうかがっているようだ。いや、逃げたくても逃げられないのかもしれない。サジに睨まれて動けないのか、あるいは、背を向けた途端斬りつけられることを予想してか。

　じりじりと足裏を滑らせ、サジが敵を壁際に追いつめる。

　石になったように指一本動かせず、レイラは緊張したままその成り行きを見守った。

　雲が月を隠した刹那、影がすばやく身を翻す。

「待て！」

　サジもまた、瞬時に反応すると、腰を落とし闇の中に手を伸ばした。サジの剣が、グワンと音を立てて壁に突き刺さる。

　剣と壁の隙間に喉もとを挟まれ、動きが止まった。壁を向いた相手の片方の手を、サジがうしろにひねり上げると「うっ！」とくぐもった声が漏れた。

「女か！」

　予想していなかった体の細さとあきらかに男ではない声に、ほんの一瞬拘束していた力が緩む。その隙を逃さず、女が肘でサジのみぞおちを突いた。

「ぐっ！」

　今度はサジが声を上げる。女はするりと身をかわすと扉に向かって一直線に走り去った。

　チッと舌打ちしてサジは勢いよく部屋を飛び出そうとしたが、戸口まで来て急に足を止め、うしろを振り返った。

　月の光がほのかに差し込む部屋で、寝台の上に縮こまったレイラの姿が見える。

　いったんは戸口に向き直ったものの、サジは足先をレイラに向けた。

「おい、大丈夫か」

　大丈夫と返事をしようとしたが、今になって恐怖が押し寄せ震えが止まらない。レイラは自分の膝を抱えたままうなずいた。

　上下の歯が、カチカチと不愉快な音を立てる。

「悪かった。怖い思いをさせた」

　片方の手に剣を握ったまま、もう片方の腕でサジはレイラを抱きしめた。

（サジ……）

　レイラは心の中でサジの名をつぶやいた。冷たかった手足にぬくもりが戻ってくる。

「悪かった」

　もう一度サジにあやまられ、レイラは首を精いっぱい左右に振った。「ありがとう」と言いたかったが、声にならなかった。

「無事で、よかった」

　サジの体が小刻みに震えている。レイラは最初、それが自分の体の震えだと思っていた。しかし、見上げたサジの顔は蒼白で、それが彼のものだとわかった。

「サ、ジ？」

「お前を、失ったかと思った」

　そう言うと、サジはレイラの前髪をかき上げ、額に口づけを落とした。そのまま、唇で鼻先をたどると、今度は自分の鼻をレイラの鼻にすり寄せた。落とした吐息が、レイラの頬にかかる。

　サジの左手は、レイラの額から頬をたどり、顎にかかる。レイラの唇に優しく触れた親指は、何度も唇の上を往復した。

「私は、大丈夫だよ」

　サジを安心させたくて、レイラはなんとか言葉を紡ぎ、サジを見上げる。

　サジの長い指が、レイラの顎を引っかけるように持ち上げると、レイラは自然に目を閉じた。

　サジの唇がレイラの唇に重なると、レイラはサジの背中に両腕を回した。そのまま、ぎゅっとしがみつく。

　その瞬間、サジは弾かれたようにレイラを両腕で力強く抱きしめた。レイラのやわらかい唇の感触を、確かめるように何度も味わう。

　サジの右手から離れた剣が、ゆっくりと地面に倒れた――。
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　急遽しつらえたレイラの部屋の机の上には、豪華な食べ物が並んでいる。湯気の立ち上るそれらは、どれも栄養を考えられて作られたものだ。

「食欲がないと聞いているけど、それじゃあ体に悪い。ぜひたくさん食べてほしいな」

　襲われたレイラの気分転換にと、ソリャンはいつも以上に豪華な食事の用意をさせていた。自らも隣に座り、レイラの顔を覗き込む。

「ありがとうございます」

　礼を言いながら、レイラはそっと視線を巡らせた。傍らに控える侍女以外に、大勢の兵士が見下ろすようにふたりを取り囲んでいる。

　今までもソリャンは護衛を引き連れて現れていたが、今いる兵士たちの半分はレイラ専用だ。心配したソリャンが、彼女の護衛の数を増やしたのだ。

　仕方なく口に運んだスープの味は、少しもわからなかった。

「おいしいかい？」

「……はい。とても」

　レイラは力なく微笑んだ。

「昨夜は本当に大変だったね。でも、この通り護衛を増やしたからどうか安心してほしい」

　ソリャンの優しさも笑顔も、それまでとなにひとつ変わりはない。けれど、なぜか彼のまぶしすぎる笑顔では、心は晴れそうもなかった。

　ソリャンの視線を気にしつつ、少し離れて立っているサジに目をやる。その様子に、ソリャンはすぐに反応した。

「そういえば、昨日はサジに助けてもらったんだったね」

　そう言うと、ソリャンはサジを手招いた。

「サジ。よければもっと近くに来てくれないかい？　レイラが安心する」

　サジは軽く頭を下げて、レイラのすぐそばまで来て膝を折った。

　レイラは、サジを意識してうつむいた。不安が消えてなくなりはしないが、なんとなく、小さく薄くなった気がして、レイラは内心ほっと息を吐いた。

　それを見透かすように、「ところで」とソリャンは手にしたパンを皿に置いた。

「思い出させて申し訳ないけど、君の口から昨夜のことを聞きたいんだ。相手の顔は見なかったと聞いているけど、本当かい？」

　その問いに、レイラはうなずくしかなかった。暗かったのもあるが、頭全体を布で押さえつけられていたので、まったく相手の顔を見ていないのだ。

　無我夢中で腕を引っ掻いた覚えはあるが、それも痕になっているのかどうかわからない。

「すみません。いきなりだったから」

　息ができない感触を思い出して、レイラはうつむいた。

「あぁ、違うんだよ。君が覚えていないのも無理はない。責めているわけじゃないんだ。ただ、手がかりがなにもなくてね。どうやってレイラの部屋に入り込んだのかもよくわからなくて」

　そう言ってから、ソリャンは空を見上げてから、サジに視線を移した。

「そういえば、サジ。君はどうやってレイラの部屋に入ったんだい？　部屋の前には兵士がいたはずなんだが」

　レイラは、はっとした。

　秘密の通路の話をすれば、サジの身が危なくなるのではないか。急に心臓がどくどくと強く打ちつける。

　しかし、サジはその質問を予想していたのか、とくに顔色も変えず答えた。

「レイラ様の部屋の前を通りがかったら、兵士の姿がなかったのです。それでおかしいと思い、失礼ながらレイラ様の部屋の中をうかがったのです」

「兵士の姿が？」

「はい」

　ソリャンは眉間に深いしわを刻むと、無言になる。

（秘密の通路から来たのではなかったのね）

　ソリャンを見上げるサジの顔に目をやると、どうしても唇に視線が奪われる。レイラは慌てて目を逸らした。

（いやだ、なにを恥ずかしがっているんだろう。変に思われてしまうじゃない）

　抱きしめられたぬくもりが、つい今しがたのことのようによみがえる。記憶にふたをするように、レイラはぎゅっとまぶたを閉じた。

　ソリャンがついた、周囲にも聞こえるほどの大きなため息で、レイラは我に返った。

「サジの言うことが本当なら、侵入者は扉から堂々と入ったということになる」

　ソリャンの独り言のような言葉に、サジは「はい」と返事をする。

「すまないが、ちょっと用を思い出した。レイラ、悪いが先に失礼するよ」

　ふたりのやり取りはどこか他ひ人と事ごとに思えて、突然出てきた自分の名前に、レイラはうろたえた。

「は、はい！」

　上擦った声を不安だと勘違いしたのだろう。ソリャンはレイラの膝に置かれた手に、両手を重ねた。中腰で上から降るように近づいたソリャンの影に、レイラはすっぽりと覆われる。

「レイラ。君を襲った女は必ず捕まえる。だから、心配しないで」

　レイラはうなずき、うつむいたまま去っていくソリャンの足音を聞いていた。

　一刻も早くソリャンの大きな瞳から逃れたい。そんな気がしたが、その理由はわからなかった。

「お待ちください」

　サジが突然立ち上がり、ソリャンのあとを追う。レイラからはすでに数歩離れたところにいたソリャンが、サジの声に振り向いた。

　すばやくソリャンに近づくと「実は、申し上げたいことがあるのですが」サジはレイラに背を向けて声をひそめた。

「なんだ」

「レイラ様を襲った人間に心あたりがございます」

「なんだと！　何者だ！」

「それが、顔は確実にわかるのですが、素性を知りません。それで、城の中を自由に歩く許可をいただきたいのです」

　ソリャンの喉がごくりと上下する。サジの言葉の意味に気づいたのか、蒼白だ。

「それはつまり、僕の城に仕えている人間が、レイラを殺そうとしたということか」

　確認するようにゆっくりと言葉が吐き出された。

　サジは普段と変わらず、頬の筋肉すら使っていないかのように唇だけを動かす。

「私は、その者を何度か城内で見かけたことがございます」

「間違いないのか」

「間違いございません」

　ふたりの間を風が縫っていく。それは足もとにまとわりつくようにして、去っていった。

　ソリャンがサジの瞳を見上げる。どちらもまばたきひとつせず、真正面から向かい合う。先に視線を逸らしたのはソリャンのほうだった。

「わかった。王の居室周辺は無理だが、それ以外なら好きに見て回れるよう手配しよう」

「ありがとうございます」

　サジは深々と頭を下げると「ところでソリャン様」と言いながら顔を上げた。

「王といえば、私は以前遠くからお姿を拝見したことがあるのですが、ずいぶんと様子が変わられましたね」

　ソリャンの眉が引きつれたようにわずかに動いた。

「そうかな。まぁ、父ももう年だから、面構えが変わることもあるだろう。性格も年々頑固になって、人を信じなくなってきたしね」

　ソリャンは、遠くを眺めるような瞳をしたまま歩きだした。しかし、ソリャンの背中に向けて、仮面のように整った顔のまま、サジは言葉を投げ続けた。

「そういえば、周りでお世話をしている方も多く入れ替わっていらっしゃるようですね。十年以上お仕えした方がほとんどいらっしゃらないとか」

「父は人間嫌いなんだ。妹が誘拐されたのが原因で、次々に人を入れ替えてね」

「そうでしたか。その方々は、今はどこに？」

「さて、気に入らなくて首をはねた者もいれば、城から追放された者もいるが」

　そこで初めて言葉を切り、ソリャンは細い目をして、サジを振り返った。

「今回のことと、それが、なにか関係があるのかい？」

　ソリャンの視線を受け流し、恭うやうやしく首をたれるとサジの背にかかった髪が、さらりと肩をなでた。

「いえ、申し訳ございません。ただの好奇心です」

「そうか。だが、すぎた好奇心は身を滅ぼす。僕はかまわないけど、父の前ではそういった無礼な態度は慎むべきだな」

「はい。失礼いたしました」

　ソリャンが去る足音に合わせて、護衛の兵士たちが移動を始める。

　サジは面を伏せたまま、視線を上げた。その瞳は、細く鋭い針のようにとがっていて無機質なものだ。

　人の密度が半分になったところで、レイラがサジの背に寄ってきた。

「本当に誰だか知っているの？」

　たっぷりの間を取ってから、サジは振り返った。

「レイラ様。お食事がまだおすみでないようですね。どうぞお召し上がりください」

　望みの答えを返さないサジに、レイラの顔が険をはらむ。サジは笑顔で近づいてくると、窮屈そうに体を折り曲げ、その耳もとに小さく息を吹きかけた。

「後で話す。食事はきちんと食べろ」

　瞬時に体中が熱くなった。最高級の宝玉のように、一分の隙もない完璧な笑顔。飛び跳ねる鼓動を抑えることができず、レイラは再びうつむいた。

　こんな優しそうなサジの顔をレイラは初めて見た。しかし、すぐにそれは幻なのだと自分に言い聞かせた。

（勘違いしちゃだめだ。みんながいるから私をお姫様として扱っているのだもの）

　そう考えながら、レイラは、はたと気づいた。

　そもそも、レイラがソリャンの妃になるという話は、家族を救うためだったはずだ。その家族が、火事で死んでしまった今、自分がここにいる意味があるのだろうか。ここから逃げ出して、どこか遠くへ行ってしまえばいいではないか。

（サジと一緒に逃げてはだめかしら。ううん、そもそもサジは私と一緒に逃げることなんて望んでいないわ。これ以上迷惑をかけるわけにはいかない。なら、ひとりで逃げればどうかしら。いいえ、それもだめだわ。こんなによくしてもらったソリャン様に恩をあだで返すようなことできない……）

　なんとかいい方法はないものかと思案するが、結局は堂々巡りで終わる。

　レイラは運ばれてきたたくさんの料理を眺めながら、手を伸ばせないまま黙り込んだ。

　レイラが正式に妃となる日は、すでに三日後に迫っていた。




　数日前よりも月が太っている、とレイラは窓の外を見て思った。

　部屋の明かりは、四隅以外にも中央の机の上や寝台のわきなどにいくつもともされていて、文字を書くにも不自由はない。

　暗いのが怖いと訴えた結果、十分すぎるほどの明かりが与えられ、そしてそれと同じくらい増えたものが護衛の人間たちだった。

　それまでは扉の外に交代で二名ずついたのが、今は侍女とともに部屋の隅に仁王立ちになっている。ソリャンの妻のひとりとして、それなりの大きさの部屋を与えられていたが、それでも自分がすっぽり隠れられそうなほどの巨躯が四人も同じ空間にいたのでは、なんともむさくるしく圧迫感がある。

（これじゃあ、私を狙っている人だけじゃなくて、サジもこっそり部屋に入ってくるのは無理だわ）

　落とすつもりのないため息がこぼれて、霧散した。その時。

　侍女のひとりがレイラに頭を下げ近寄ると、サジが来ていることを早口に告げる。すぐに通すように伝えると、サジをうしろに伴って侍女が戻ってきた。

「私室にまでお邪魔いたしまして、申し訳ございません。ソリャン様に城中を自由に回る許可をいただいております。レイラ様を襲った人物を捜しておりますので、お許しください」

　サジは仰々しくひざまずき頭をたれる。

「あ、よろしくお願いします」

　レイラの顔をまともに見ることもなく、「では失礼いたします」と言ってすっと立ち上がると、サジは侍女や兵士の前をぐるりと一周し始めた。

　一人ひとりの顔をじっくりと見て回る。サジに見つめられ、侍女たちが顔を赤くするのを見て、レイラはなんだか腹の辺りがムカムカと重くなった気がした。先日見た、サジと恋仲になっていたあの侍女が、同じように頬を染めていたのを思い出す。

　自分のためにやってくれているのだろうと頭ではわかっていたが、それとこのムカムカは別問題だ。

（後で話すなんて言うから、ずっと待っていたのに）

　顔を持ち上げることを忘れてしまったかのように、レイラは見慣れてしまった自分の足先に目をやる。

「レイラ様」と言う低い声に視線を上げると、すぐ目の前に、再びサジが膝を折ってこちらを見ていた。

「人払いをお願いできますか？」

「え？」

　レイラが返答に詰まると、それを聞いていた侍女が、恐れながらと歩み出た。

「ソリャン王太子様から、決してレイラ様をおひとりにしないよう、おおせつかっております」

「ひとりではありません。私がおります。それに、部屋の入口をこれだけの兵士で固めていれば、侵入者もやすやすと入っては来られないでしょう。それともまさか、ソリャン王太子様の大事な方に、私がふらちな真似をするとでも？　私たちにとっても、レイラ様は大切な方なのですよ」

　そう言って振り返ったサジに見つめられ、反対意見を述べた侍女は、耳まで真っ赤になってうろたえる。

　その様子を見ると、レイラの胸がちくりと痛んだ。

「わかりました。みんな、下がってください」

　レイラのひと言で、侍女や兵士は顔を見合わせたが、やがてそれぞれお辞儀をして、扉の向こうへ消えていった。

　ふたりだけになったのが初めてでもないのに、レイラはそわそわと落ち着かない。左胸に手を置いてみる。この妙なもやもやの正体はなんなのだろう。実際に痛みを感じているわけでもないのに、きゅっと締めつけられるような感覚。

「今日、姿を見せなかった侍女はいるか」

　いつの間にかサジが立ち上がり、まっすぐな瞳で自分を見下ろしている。

　レイラの胸の鼓動が、急激に速さを増す。その衝撃が自分の手にはっきりと伝わってきて、レイラは胸もとの衣を握りしめた。

「姿を見せなかった？」

「そうだ。毎日きちんと仕事をしていたのに、理由も告げず来なくなった者だ」

「そう言われれば、今日はハスナという侍女が昼辺りからいなくなったけれど」

「どんな侍女だ？」

「どんなって。私の侍女のなかでは年長よ。たしか、四十歳を超えているらしいけど、そんなふうには見えないくらい若々しくてきれいな人よ。仕事の手際もとてもよくて」

　自分の気持ちを追及せずにすんだという安心感を得たものの、レイラにはサジの考えがさっぱりわからなかった。

「でも、理由なら聞いたわ。なんでも、仕事ぶりが陛下の目に留まって、陛下付きの侍女になったそうよ」

　わざわざ人払いをさせたのだから、なにか教えてくれるのかと待ってみたが、サジは考え込んでいるようで、一向に口を開かない。

「それで私を襲った人は、見つかったの？」

　痺れを切らして、聞いてみた。

「あぁ。多分な」

「多分？　だって、はっきり顔を見たのでしょう？」

「いや、あれは嘘だ。わかったのは女だということだけだ。暗かったし、頭からなにかをかぶっていたから顔は見ていない」

　レイラは混乱してきた。だったらどうしてソリャンにあんなことを言ったのか。

　サジは自分に投げられた責めるような視線に気づき、レイラの疑問を見透かしたように答えた。

「私がそいつを知っていると言えば、困るやつがいるだろうから」

「困るやつ？」

　レイラは訳がわからず、おうむ返しに答えるしかなかった。それでも、サジは今までよりもずいぶん滑らかな口調で説明をくれた。

「お前を襲った張本人と、それを裏で操っているやつさ。顔を見られたのなら、以前と同じように行動するのは危険だ。私が犯人を捜して、城中をうろうろしているからな」

「それじゃあ、わざと嘘をついたのね。でも。え、それじゃあ、まさか!?」

　ようやくサジのつけた道筋が、うすらぼんやりと見えてきて、もっとはっきりした目標点を探すように、レイラは目を見開いた。

「そのハスナっていう侍女が怪しい。私が公言した直後に姿を消すなんて、偶然にしては間合いがよすぎる。そいつは秘密の通路を使ってお前を殺しに来たんだ。まず間違いなく城に勤めていて、しかも王族に近いところにいるはずだ。それに、人を殺すのにも慣れている。おそらくは、お前の行動も筒抜けだ。暗殺に一番都合がいいのは、殺す相手に仕えることだから」

　レイラはぞくりと粟立った。サジの話はいちいち最もで、自分にもよくわかる。

「でも、どうしてハスナがそんなことを？」

　ハスナをかばったわけではないが、身近にそんなことをする人間がいるなんて信じられない。いや、信じたくなかった。

「それは、ハスナの背後で命令しているやつに聞くしかないだろうが、おそらくは」

「おそらくは？」

　サジは言葉を繰ろうとして、唇を動かしたが、音を発することはしない。まるで自分が口を滑らせたのがまずかったというように、左手で額を覆うと、なにもない空間を見つめた。

「なんでもない。まだ仮定の段階だ」

　到達間際で再び霧に包まれた気がして、レイラはなんとかして真実に近づこうと言葉を紡ぐ。

「命令って、ハスナひとりの話ではないの？」

「ハスナに恨まれるようなことでも、しでかした覚えがあるのか？」

　ふいにサジの透き通るような瞳に射貫かれて、レイラは体を硬くした。

「え、それはない、と思うけれど」

　動揺を悟られないように、平静を装って答える。実際、ハスナだけでなくほかの誰にだって恨まれる覚えなどない。この城に来てから、小さなねずみのように息をひそめて暮らしていたのだ。

「なら、個人的にお前を殺しにくることはありえないな。王太子に恨みがあったとしても、わざわざ危険を冒してお前を殺すほどの利点がない。仮に女の恐ろしい嫉妬心からだとしたら、ほかの大勢の妃たちが無事なことがおかしいし、第一、部屋への通路を知っていることの説明がつかない」

　レイラの質問を予想していたわけではなく、サジ自身も何度も犯人の動機を思い描いたのだろう。よどみなくすらすらと出てくる言葉に、レイラはなんの反論もできなかった。

「ジマールへの恨みということも考えたが、それなら城に入る前に襲うほうがたやすい」

　私たちのようにねと、サジはにこりともせず言葉を置いた。

（そうか。そういえば、私はここに来る途中でサジたちに襲われたんだ）

　もうはるか昔のことのように思える。ジマールに捕らわれてからのことが一気によみがえり、レイラは眉をひそめた。

（みんなを助けるためにお姫様のふりをして城に上がることになるなんて、一年前の私に伝えても、信じないでしょうね。こんなに呆気なく、みんなが死んでしまうなんてことも）

　涙を見せたくなくてうつむくと、髪飾りがシャランと音を奏でる。その瞬間、レイラの目がはっとしたように光を放った。

「あの、サジ。いろいろ助けてくれてありがとう。でも、私のことはもういいから」

「なぜだ？」

　サジは腕組みをして、顔を傾けた。レイラはうつむいて膝に置いた両手をぎゅっと握りしめる。

「サジは、好きな人がいるでしょう？」

「好きな人？　いったいなんの話だ？」

　それた話の内容についていけず、今度はサジがおうむ返しをする番になった。

「ほら、あの綺麗な侍女の人。ご飯を一緒に食べたとかって言っていた」

　レイラは自分の醜い顔を見せたくなくて、精いっぱい笑ってみせたが、唇の端が固まって思うような笑顔になれなかった。

　一方、サジはレイラの指す人物が、いったいどの侍女の話なのか見当がつかなかったが、自分と会っているところを見られた女だろうとあたりをつけた。

「ソリャンの妃の世話をしている侍女のことか？　口の軽い女だから、情報の入手先としてはうってつけだが。……好きな人？」

「情報の入手先？」

　お互い間の抜けた顔を見合わせる。

　先に察したサジが、はっきりと不快を示すように眉を寄せた。

「なるほど。あの女と私の仲を勘ぐったというわけか」

「え！　だ、だって、部屋に行くとかなんとか話していたし」

　いくら自分が子どもだからといって、それくらいわかる。ふたりはどう見ても恋人同士で、あれは、そういう会話だったはずだ。

　納得せずにいると、サジの唇がひん曲がった。

「他人に聞かれたら困る話だから、部屋に行っただけのことだ。そんな仲じゃない。利用価値は十分にあったが、恋人にはごめんだ。噂話が服を着て歩いているような女は」

　サジが怒ったようにぷいと顔を背けるのを見て、レイラは安堵して思わず泣きそうになった。

（なんだ、恋人じゃなかったんだ）

「どんな想像をしたんだ」

「えっ、それは」

　レイラは、一瞬で頬を染める。

「それは」

「それは？」

「く、口づけとか」

「それは、お前としているだろう」

「え、えっと、抱きしめたりとか」

「それも、お前としているな」

「あとは、その……部屋に行ったり？」

「私が何回お前の部屋を訪れたと思っているんだ」

「そ、それはそうなのだけれど……」

　たしかに、改めて考えると、サジとは恋人同士がするようなことを何度もしている。けれど、自分がサジの恋人だと確信できるようななにか、たとえば好きだと言われたことはない。初めて会った日から、ずっと、からかわれているだけではないのか。

　レイラの言葉が途切れたところで、今度は自分の番だとばかりに、サジが目尻をつり上げた。

「ソリャンには、なにを許した？」

「え、ソリャン様？」

「唇は許したのか？」

「許していないわ！」

「胸に触れることは許したのか？」

「な、なにを言っているの!?」

「肌を見せることは許したのか？」

「ゆ、許していません！」

　サジは、目を細めて腕組みをしたままレイラを見下ろしている。その態度が、疑いをはらんでいるような気がして、レイラは思わず大きな声で宣言した。

「ソリャン様が、泣いている私を慰めようと、頬に口づけてくださったことはあります。けれど、私は、まだソリャン様の本当の妃ではありませんから！　第一、私の初めてを奪っているのは、全部サジじゃないの！」

　レイラの言葉に、サジは口の端をわずかに持ち上げた。

「本当に？」

「本当よ」

　初めての口づけも、初めての抱擁も、そして、あざを見られたのも。家族以外の人間では、全部サジが初めてではないか。

「そうか。なら、お前が肌を許すのも、私が初めてというわけだな」

　レイラの視界いっぱいに、銀色の髪が入り込んで、レイラはたじろいだ。自分をとらえる瑠璃色の瞳は、いつもよりもずっと熱を帯びているように感じる。

「お前に触れていいのは、私だけだ」

　サジは、レイラの後頭部に左手を差し入れると、髪飾りをはずし彼女の長い髪を梳すいていく。右手はレイラの細い腰に巻きつき、ぐっと腰を引き寄せた。ふたりの体がぴたりとくっつくと、サジはレイラの首筋に口もとを寄せ、そのまま熱い唇を鎖骨まで滑らせる。

「やっ！　サジっ！」

　レイラは、力が抜けそうになって、サジの胸にしがみついた。

　腰にあったはずのサジの右手は、いつの間にかレイラの胸もとをくつろがせるように動いて、衣の中に入りかける。

「ちょ、ちょっと！」

　慌ててレイラがサジの右手を両手で掴んで制止すると、「レイラ」と艶やかな声音が鼓膜を揺らした。

　レイラの体が一瞬で焼けそうなほどの熱を帯びる。

　サジは、レイラの唇に自分の唇を近づけたが、すんでのところで動きを止めた。

「サジ？」

「やはり、やめておこう。これ以上は歯止めがきかなくなる」

　サジはレイラの額に軽く口づけると、彼女が握っていた手を自分の腕から引きはがした。

　その瞳に、レイラが先ほどまで感じた熱はすでにない。

「とにかく、もう少しの辛抱だから我慢しろ。お前がやつの妃になる前に、必ず助け出してやるから」

　レイラの頬に手を添えると、目尻にたまった涙を指ですくい、子どもを諭すように「いいな？」と念を押した。

（私、いつの間に泣いていたの？）

　レイラは、サジの言葉にはうなずかずに、自分の心をサジにぶつける。

「どうして？　どうして私にこんなことをするの？　どうして私を助けるの？　だって、お互いのことには無関心でいる約束でしょう？」

　口にしてから、言わなければよかったとレイラは思った。さっき、その答えをサジの口から聞いたばかりではないか。

　利用価値――サジは、自分につき添った兵士として、ぎりぎりまで城にとどまり、リア国の調査をしたいに違いなかった。自分にどの程度の利用価値があるのか知らないが、多分、侍女と同じ程度にはそれがあるのだろう。だから、サジは自分にこんな真似をするのだ。彼が情報の入手先と評したあの侍女と同じように。

　止めようと思えば思うほど、どこにそれがたまっているのかと思うほど、大量の涙が後から後から滴ってくる。すぐ目の前にいるサジの表情を読むことすらもできない。けれどそのほうがいいのかもしれなかった。

　きっとあきれているに違いない。それを見ればまた落ち込んでしまいそうだから。

　ふと、心地よいぬくもりがレイラの首筋に落ちてきた。

「どうしてだろうな。本当に、自分でも不思議だ」

　今までよりも、ずっとゆっくりとかけられたサジの言葉は、温かみのある声音で、レイラは余計に胸が締めつけられた。
















第十章　侵入者













　地平線に光が突き抜けると、列を成して順番を待っている大勢の姿が徐々に浮かび上がる。その多くが荷馬車を引き、荷台にはそれぞれが売りにする物品を山と積んでいる。

　目指す先まで続く人の波を見て目を丸くしたカマラに、ユーリが声をかけた。

「リア国の都に来るのは初めてかい？　すごい人で驚いたろう。門をくぐったら、その整然とした町並みにもっと感動するよ」

「初めてではないわ」

「え？　来たことがあるのかい？」

　カマラが住んでいたのは、レガ国とリア国の国境付近だった。ジマールの屋敷からもさらに南、かなり辺へん鄙ぴな田舎で、ここまで相当な距離がある。一日や二日でたどり着ける距離ではない。よほどの用事がなければ、一生来ることはないだろう。

　不思議そうな顔をしたユーリに、カマラはそっけなく答えた。

「子どもの頃、住んでいたから」

「住んでいたって、この城下町に？」

「六歳までね。昔は、町に入るのにここまで厳重な検査はなかったわ。だから、こんな行列を見るのは初めてよ。それで、ちょっとびっくりしたの」

　カマラは右肩を動かして背に抱えた荷を持ち直した。その中には、レガ国のさらに西に位置するトアニア国で織られた色とりどりの布がぎっしりと詰まっている。

　なにか言いたそうなユーリの視線を無視し、カマラはまっすぐ前を見つめる。その様子に、ユーリはそれ以上なにも聞かなかった。

　太陽が顔を見せる前から並んでいたカマラたちに、順番が巡ってきたのは、すでに昼をとうに過ぎた頃だった。大人数だと目立つため、ユーリの兵士たちは何組かに分かれている。そのため、今はカマラとユーリ、それにユーリの部下であるナリの三人だ。

　一家で商いを行っているという設定で、背に荷物を背負い、同じように大量の荷物を背負わされた馬をひき、近くの町から徒歩でここまでやって来た。

　布地を仕入れたリア国の行商人に扮するのはとくに難しいことではなかったが、無事に門を通過するまでは気が気ではない。

　厳しく調べられた結果、とくに何事もなく通行が許可された。どうやら、ユーリが手に入れたという通行証は本物だったらしい。

　門をくぐり町に足を踏み入れた途端、見下ろすようにそびえているリア城が目に入り、カマラの胸に懐かしさが押し寄せた。

　幼くて事情はよくわからなかったが、今なら父親の打ち明けた話が真実であると確信できる。ミゲルは、城に仕える兵士だったのだ。それも、王直属の。

　父とともにこの都を去った日のことが、ついさっきのことのように思い起こされる。それは、何十年かに一度といわれるほど冷え込んだ、雪の降る静かな夜だった。

「大丈夫かい？」

　ユーリの声で、カマラは我に返った。

　知らず、自分の体を抱きしめるように巻きつけた両腕をおろす。カマラは、自分が思うより、父親に頼って生きていたのだと思い知らされた。

「大丈夫よ。それより、城にはどうやって入るの？」

　カマラは、目の端にたまった涙をそっと拭う。ユーリに気づかれただろうと思ったが、彼はそれ以上なにも言わなかった。

　ユーリは静かにカマラから視線をずらすと、巨大な城を見上げる。

「それが、困っているんだよね」

　真剣味に欠けたユーリの声に、カマラは「へっ!?」と、素っ頓狂な声を上げてしまった。ユーリの隣に立っているナリに目をやると、自分と同じようにあきれた顔が見て取れる。

　ナリはカマラと目が合った瞬間に、心の中を読み取られたと知り、慌てて目を逸らした。

「どういうこと？」

　ナリがなにも意見する気がないのだとわかって、カマラはややきつい口調で尋ねる。

「ん～。それが、次の連絡がこないんだよね。レイラと一緒に城に入った連中から」

　今朝の天気について語る農夫だって、これほどのん気な答えは返すまい。カマラは気色ばんだ。

「それって、最悪な状況じゃない！」

「いや、殺されたりは、してないはずなんだけど」

　どこまでも能天気なユーリに、ついにカマラの怒りが頂点に達する。

「なんでそんなことがわかるのよ！」

「勘」

「勘ですって！」

　カマラは自分の頭をかち割りたい気分になった。もう少し論理的な思考を持つ男だと思っていたのに。

「ユ、ユーリ様……」

　一緒についてきたナリがカマラの迫力に押されるように、ユーリの袖を引く。城を眺めたまま会話をしていたユーリは、カマラに目をやり、ぎょっとした。怪物と喧嘩ができるほどの形相で、カマラが自分を睨んでいる。

「あぁ、いや。その、大丈夫！　レイラと一緒に行った男は、サジっていうんだけどね。俺の腹違いの兄なんだ。そう簡単に殺されるような玉じゃないっていうか。しぶといっていうか、なんというか」

　この男の腹違いの兄ということは、まったくあてにできないのではないか。カマラは、ため息をつくとわずかに瞳を伏せた。

「あなた、本当に妹を、レイラを助けてくれる気があるの？」

「そりゃ、もちろん。俺は正義の味方だから安心して」

「茶化さないで！」

　下を向いていたまつげが、きっ、と持ち上がると、濡れた瞳がユーリをとらえる。

「必ず妹を助けてくれる、って。決して私を裏切らないって誓える？」

　ユーリはその真摯な瞳から逃げることはせず、カマラの正面に立った。歩いて二歩の距離で、ふたりは見つめ合った。

　活気あふれる道は、大勢の老若男女が行き交っている。そんな雑踏の中でユーリがおもむろに口を開いた。

「それは約束できない。今のところ、君と俺の利害は一致している。だから、それが違わないうちは協力を惜しまない。けれど、たとえば君がレガ国に仇あだなすものになるというなら、俺は全力で君らを排除する」

　それは、カマラが最も欲しい答えだった。簡単に裏切らないと誓われても、信用できるわけがない。利害が一致するうちは手を貸してやる、そう言われたほうがよほど信頼できた。

　カマラは一度まぶたを閉じると、意を決したように唇を引き結んだ。

「わかったわ。じゃあ、教えるから一緒に来て」

「教えるって、なにをだ？」

「城への抜け道よ」

　ユーリが息をのむ気配がしたが、雑踏の波にかき消された。




「疲れたからひとりで眠りたい」そう言って、レイラは無理やり兵士を部屋から追い出した。

　レイラのそばにいる侍女は、ソリャンの命令を厳守し、レイラをひとりにはできないと押し問答になったため、せめて数を減らしてほしいと頼み込み、彼女とふたりにしてもらった。

　レイラは床につくと、明るすぎて眠れないからと、枕もと以外、すべての明かりを消すよう指示した。暗いのが怖いと言っていたことを知らないのか、侍女はすぐに明かりを落としてくれた。

（あとはどうにかして、床に伏せることができれば）

　レイラは、寝台の中で頭から毛布に包まると、前もって隠しておいた手持ちの中で一番動きやすそうな衣に手早く着替えた。がさごそと音がするが、この暗さなら平気だろう。そう思った矢先、侍女から声がかかった。

「レイラ様。どうかなさいましたか？」

「なんでもないわ。寝苦しくて寝返りを打っているだけよ」

「なにか、心が落ち着くような飲み物でもお持ちしましょうか？」

「ありがとう。でもいらないわ。できれば明日の朝は、目が覚めるまで起こさないでほしいのだけど」

　レイラの真意を知らず、侍女は素直にわかりましたと返事をした。

　レイラはそっと侍女の様子をうかがう。暗くてわからないが、じっと座っているのだろう。気配を感じる。やがて、静けさが闇にしっくりと溶け合った。

　どれくらいたったのか、時の感覚がなくなり始めた頃、レイラは枕もとに置いてあった明かりを、そっと床に置いた。胸の中にしまっていた紙片を寝台の上に並べると、そのまま侍女が座っているのと反対側の床に、慎重に転がりながら滑り落ちた。

　そのまま息を詰める。

　月明かりが窓から入り込んでいるのを見て、レイラは心臓が飛び上がった。闇に慣れた目を凝らせば、自分の姿が丸見えのように思えた。だが、侍女が動く様子はなく、ただただ静けさが広がっている。

　レイラは明かりを片手に慎重に寝台の下にもぐり込むと、扉を探し始めた。初めてサジが忍び込んできた時に、どうやって出入りしたのかは教えてもらっている。万一、危険を感じたら、そこから逃げることができるようにと、サジが扉の外側にある掛け金をはずしてあった。

　敷かれた布をめくると、指を引っかけるような穴がある。それを人差し指と中指でそっと持ち上げると、引き戸のように床板がずれ、音もなく暗闇が湧いて出た。

　一瞬、レイラの動きが止まった。

　本当に、このまま城を出ていくべきなのだろうか。自分を助けてくれると言ったサジに、ひと言相談したほうがよかったのではないか。

　それでも、やはりレイラが出した結論はひとつだった。家族を失った以上、ここにいる権利も義務もない。この闇が明ければ、ソリャンの妃になるのは翌日に迫る。

　昼間のうちに寝台の下に隠しておいた手て燭しょくを手に取ると、レイラはさらに深い闇へと足を滑り出した。

　部屋の隅に控えていた侍女は、パサリ、と布の広がるような音を耳にして、目を開いた。とっさに自分が寝ていたことに気づき、慌てて寝台に目をやる。

　明かりを消したせいで、月の見える窓際だけがやけに目立ち、それ以外の場所はまるでぽっかりと穴が空いたように暗いが、とくに変わったことはなさそうだった。

　交代でとはいえ夜通しついていなければならないなんて、と侍女は不満に思いながら、重くなるまぶたをこすった。しかし、光のない場所では睡魔の誘惑に勝てそうもない。警備も厳重だし平気だろうと、侍女はもう一度目を閉じ、今度は椅子に深くもたれかかった。




「すごいな」

　ユーリの口から、思わず感嘆の声がついて出る。

　それもそのはず――ユーリたちは、カマラの先導で、半日かけて地下道を歩き、今まさに、リア城に侵入しているのだ。

　レガ国にも似たような秘密の抜け穴はあるが、せいぜい城から外の敷地に出るくらいのものだ。ユーリはその規模の大きさに度肝を抜かれた。町のはずれにまで延々と地下通路が続いているなんてことを知れば、その上に暮らす人間はさぞかし驚いて、顎をはずすに違いない。

　ユーリの目の前で、先頭を切って進む金色の髪束が炎に照らされ揺れている。ユーリがじっと眺めていると、その髪が突然跳ね上がってふわりと回転しカマラが振り向いた。

　拍子に、ユーリは持っていた手燭を落としかけて、慌てて掴み直し、なぜかそのまま両手を上げ降参の合図を送った。

「な、なに？　俺まだなにもしてないよ。そりゃ、ちょっと髪に触ってみたいと思ったけど、まだ実行前だし。それに転んだけど、ちゃんと手燭は守ったし」

「ほら」と言って明かりを持ち上げた左手を、右手で指す。

　カマラはなにか言いかけたが、あきらめたように肩の力を抜いた。

「静かにしてちょうだい。多分、ここから先は完全に城の建物内よ。壁の厚みがどれくらいかわからないけど、大きな声は出さないほうがいいわ」

　なるほど道がわずかに傾斜し、地上へと続いているらしい。

「行きましょう」と、つま先を返したカマラの肩を、ユーリはぐいと引きとめた。

「ちょっと待って。ここで少し休憩しよう。今朝は歩き通しだ。ここからは慎重にいかないと」

　そう言うと、ユーリは自分のうしろを歩いていたナリに目配せする。

「ナリ。悪いけどちょっと先を偵察してきてくれないか？」

「それなら私が」

「いや、ナリのほうが適任だよ。彼は体力があるし、隊の中でも無口で知られてるからね。疲れで判断が鈍ったら困る。君は女の子だし、俺たちには休息が必要だよ」

　たしかにそうだ、とカマラは思った。さっきまでなんとも感じなかったが、一度立ち止まると、足が鉛のように重い。

　ナリは軽く頭を下げると、ゆっくりと坂道を登っていった。カマラは隙なく歩を進めるナリを見送りながら、なんとなく隣にいるユーリの思惑に巻き込まれているのではないかという思いを拭えなかった。

　そのユーリはといえば、床に座り壁にもたれかかったカマラに、くったくのない笑顔で水の入った革袋を差し出している。

　抵抗する気にもなれず、カマラは素直にそれを手に取った。水を口に含むと、自分の喉がどれほど渇ききっていたか思い知らされる。あっという間に革袋が空になると、「はぁ～」と腹の底から声が出た。

「わざわざふたりきりになって、なにかたくらんでいるわけ？」

「鋭いね」

「先に偵察に行かせる必要なんてないもの。私はこの先の構造も頭に入っているわ」

　カマラは、ユーリを睨んだ。ユーリは、お尻ではなく背中で座るような格好でだらしなく壁にもたれかかり、足を大きく投げ出している。

「それはそうだろうけどね。カマラの知っている抜け道の情報が、昔とまったく同じだって言いきれるかい？　それに、誰かに鉢合わせする可能性だってある」

「そりゃあ、もう十七年も前のことだし、どこか変わっているかもしれないけれど。こういうものは、そんな簡単に変更できるものじゃないわ。それに、鉢合わせになんてならないわよ。だって、この道を知っているのは」

　そう言ってから、カマラははっと目を開いてユーリを見た。楽しそうに浮かべた笑顔に不似合いな、理知的な瞳が自分を見つめている。

　ユーリはカマラが警戒しているのを察してなお、微笑んだ。

「十七年前ね。抜け道の話、誰に教えてもらったの？」

　しまった、とカマラは心の中でつぶやいた。なぜ知っているのか、いつ知ったのか。もちろんカマラはユーリに説明した覚えはなかった。話したのは、子どもの頃住んでいたことがあった、ということだけだ。

　王族でもない六歳のカマラが、城の内部の、それもごく限られたものしか知らない抜け道に通じているわけがない。となれば、当然秘密の通路を知っている誰かから聞いたはずで、その誰かとは、カマラに秘密を打ち明けるほど親しい間柄だといえる。

「なにもしゃべる気はないわよ」

　すでに、自分の父親から聞いたと白状したも同然だったが、カマラは答えることを拒んだ。それを話せば、ミゲルがレイラを城からさらったことが明るみになる可能性が高い。そうなれば、父とも妹とも、二度と会えなくなるかもしれなかった。

　ひょっとして、なにもかも見透かされているのかもしれない、とカマラは思った。このユーリという男は、一見なにも考えていないようでいて、実は意外に物事をよく観察し、鋭い視点を持っているということを、この数日寝起きをともにしたカマラは理解していた。

　しかし、これ以上、家族の内情に踏み込まれるわけにはいかなかった。

「なに〝も〟ってことは、ほかにもいろいろ隠していることがあるってことかな」

　カマラは、うっと唸って口を閉じた。下手にしゃべると墓穴を掘ることになりそうだ。

「カマラ。俺が信用できないのはわかる。けれど、いざって時に知らなくて最悪の事態になったらお互いに困るんじゃないかな。そう、たとえば」

　覗いていたユーリの白い歯が、ふっと唇に覆い隠された。

「リア国の王女レイラ姫をさらった人物に心あたりがある、とか」

　レイラの体に太陽の刺青があることは、すでにサジの手紙で知らされていた。ユーリがレイラの家族について詳しい調査を命じたのは、それらの推測を裏づけるためだ。そして、ミゲルがレイラ姫をさらったのは、ほぼ間違いないだろう、とユーリは確信を持っていた。

　わからないのは、その動機だけだ。

　カマラは、ユーリの言葉に、体全体が大きく打ちつけられたような気がした。




　この辺りのはずなのに、とレイラは何度も壁を叩いた。ぐるぐると同じところを回っているような感覚で、もはや自分の居場所がわからない。

　レイラはサジから聞いた、町に通じるだろう地下道に入る扉を見つけられずにいた。

　手燭のろうは新しいものに取り替えたばかりで、余裕はあるが予備はない。レイラは額に浮かんだ汗を拭いながら、壁によりかかった。

　背中が突起のようなものに触れる。ひょっとして、と期待を胸に明かりを向けるが、それは扉ではなかった。

（これは私の部屋に通じていた扉へ続く階段だわ。ひょっとして、戻ってきてしまったのかしら）

　レイラは落胆して一気に膝から力が抜けた。慣れない状況からくる緊張が、想像以上に重くのしかかっている。まだそれほどの時も流れていないはずなのに、ひと晩中さまよい続けたように感じられる。

　レイラは膝を抱えて座り込んだ。どうしてこんなことになってしまったのだろうか。鼻の奥がつんとしてきたので、慌てて気を取り直した。

『どうしてだろうな』

　ふいに、サジのぬくもりを思い出す。

　強引に唇を寄せてきたくせに、最後は壊れ物を扱うように、ふんわりと抱きしめられた。それが余計に切なくて、嗚咽が漏れた。サジの腕の中は、安心できて心地よくて、このまま時が止まればいいのにと願わずにはいられなかった。

（あそこが私の帰る場所ならよかったのに）

　そのどこよりも安全に思える腕の中で、レイラは城から逃げ出すことを決心したのだった。

　レイラは、どうしようか迷った揚げ句、壁に埋められた杭くいに足をかけた。抜け出したのがばれないうちに、こっそり寝台に戻ろう。通路の構造を、もっと細かくサジに教えてもらえばいい。そして、再び抜け出すのだ。

　五段上がったところで、天井の扉に手が届く。音がしないよう気をつけて、ゆっくりと開いた。

（嘘!?　私がいなくなったことに気づいたの？）

　真っ暗な部屋を想像して明かりを消し、次に抜け出す時のために手燭は通路に残してきた。それなのに予想よりはるかに明るい光が目に飛び込んでくる。

　レイラはじんわりと手のひらに汗をかいた。

　しかし、床に敷きつめられたふかふかした布を握りしめて、レイラはそこが自分の部屋ではないことに気づいた。敷物は、自分の部屋に敷かれた茶色っぽい布地ではなく、よく見ると、様々な模様が描かれた立派な布だ。

　どうやら、間違ってどこか別の部屋の寝台の下に出てしまったのだと気づいた。それも、自分の部屋よりも豪華そうな場所に。

　頭の中が真っ白になる。進むことも戻ることもできない。完全に迷子になってしまったのだ。体の中が、かっと熱くなって目が回る。だが、いつまでもこのままではいられないと思った。

　レイラは意を決して床の上に滑り出た。ここが誰の部屋かわかれば、もう一度通路を通って自分の部屋へ戻れるかもしれない。

　息を止めて全神経を耳に集中する。寝台の下などという出入りしづらい場所に、隠し扉がある理由がわかった。きっとこうやって、部屋の様子をうかがうためだ。

　レイラが床に張りついてすぐ、人の歩く足音と話し声が近づいてきた。

「どうやらうまくいったようですね」

「まったくじゃな」

　ひとりは落ち着いた女の声。もうひとりは威厳のある太い男の声。

　どちらもどこかで聞いた覚えがある。

（誰だったかしら）

　レイラはなんとか思い出そうとするが、頭のすぐ上にある寝台が邪魔をして、音が鮮明に聞こえない。すぐ間近に四本の足首が見えた。床に鼻を押しつけ、どうか見つかりませんように、と祈る。

「では、参りましょう。しばらく戻ってきませんが、このままでよろしいですか？」

「かまわぬ。誰もここへは入ってこられまい」

　明快だったふたりの足音が小さくなり、やがて消えていった。

（助かった）

　体中から潮を吹くように染み出した汗が、気持ち悪い。だが、そんなことを言っている場合ではなかった。

（しばらく戻ってこないと言っていたから、大丈夫よね）

　誰もいないとわかっていても、レイラの心臓は落ち着かない。寝台の下から這い出すと、出口を探す。

　窓から外を眺めるが、高い場所にあるということ以外、わからない。とてもそこから出られそうもないとあきらめ、壁伝いに目で扉を追う。

　それはすぐに見つかった。だが、安心することはできなかった。足音に注意して扉の前に移動する。取っ手に手をかけ、開く前に一呼吸してから振り返った。

　天蓋のついた寝台は、レイラの部屋のものの倍くらいの大きさはありそうだ。調度品も金銀をあしらったものが無造作といえるほどに、あちらこちらに積み上がっている。

　部屋の中が異様に明るいのは、これまた粋を凝らした複雑な模様の燭台がいくつも置かれているからであり、一見して贅を尽くしているように思えた。

（知らない部屋だけど、すごく立派なしつらえだわ。まるで――）

　レイラは自分の考えに背筋がぞっとした。

　マルデ、オウサマノヘヤミタイ。

　レイラは扉に耳をつける。なんの気配もしないが、ひょっとしたら兵士がいるかもしれない。これ以上はないくらい、慎重に取っ手を回す。わずかにできた隙間から覗いた景色は、ぽっかりと開いた穴ぐらのように真っ暗だった。

　今度は、顔が入るくらいに扉を開いたがやはり暗くてよくわからない。

　たしかなのは、廊下ではないということだ。部屋の外であれば、必ず明かりがあるし、兵士もいるからだ。続きの間なのかもしれなかった。

　レイラは誰もいないようだと判断すると、扉をそれ以上開かず、薄い隙間に器用に体をねじ込んで、その空間に足を踏み入れた。嫌いなはずの暗闇が、今はありがたい。レイラは手の甲で滴り落ちる汗を拭った。

（ここは、なんの部屋なのかしら）

　目が慣れず手探りで一歩踏み出した、その瞬間。

「かかったな」

　男の低い声と、左右から挟まれるように交差する剣の光を同時に認識し、レイラは全身が痺れて立ちすくんだ。
















第十一章　生存者













　サジは迷っていた。

　数刻前に会ったレイラは、いつもよりも情緒が不安定なように思えた。いつもなら、自分の言葉ひとつで簡単に怒らせて、最後には笑顔にすることができるはずなのに、そうすることができなかった。

　もちろん、レイラの生きてきた世界が粉々になるほどいろいろな出来事が一気に押し寄せてきたのだ。平凡なひとりの少女にとっては、大波にさらわれたようなもので、誰かにすがって泣きたくなるのも無理はない。

　しかし、それでもサジは気になっていた。

　自分から体を離し、最後に見せたレイラの笑みは妙に大人びて見えて、一線を引かれたような、いつもとは違うなにかを感じていたからだ。

　もう一度、今すぐレイラに会いたい、とサジは思ったが、レイラを襲った賊を見つけるため、という理由でそう何度もレイラに会いに行くわけにもいかなかった。

　秘密の通路を使うかどうか。

　サジは、再び迷い始めた。いつもなら、物事に迷うことはあまりなかった。どんなに重要な問題でも、あらゆる可能性に考えを巡らせ、瞬時に判断を下してきた。それは、国の政まつりごとに関わる問題の場合に、とくに著明に発揮されるサジの能力で、今回も、レガ国王の反対を押しきり、自らリア国の情勢を探ることを選んだのは彼自身だった。

　自分が秘密の通路を見つけたことを、ソリャンが確信した可能性は五分であると、サジは考えていた。レイラが襲われた時、部屋の見張りの兵士がいなかったというのは、たんなるでまかせだが、兵士が持ち場を離れて遊んでいたという話は、ある意味説得力があったに違いない。

　その証拠に、今日はレイラの部屋を見張る兵士の顔がすべて入れ替わっている。まだ、自分は疑われている段階なのだ。レイラを連れて逃げる時まで、抜け道を知っていることを悟られるわけにはいかなかった。

　レイラがソリャンの妃となるまであと一日。サジが城の中を探ることができる期限が迫っていた。

　どうするべきか、とサジは自分自身に問うと、空を見上げた。

　心なしか、月がいつもより愁いを帯びて見えた。




　同じ頃、可能な限り気配を消し、しかし周囲への神経はとがらせて、アリのように暗闇を行進する者たちがいた。

　先頭のナリは前方に人の気配がないかに細心の注意を払い、それに続くカマラは左右の壁や天井を観察し、最後に歩くユーリは後方に配慮する。

　カマラは無口になっていた。ユーリが自分の考えている以上にいろいろなことを突きとめているとわかったからだ。やはりこの地下道をユーリに教えるべきではなかったのかもしれないと後悔したが、今さらどうにもならない。今はユーリと行動をともにするしかなかった。

　秘密の抜け道は、町から城に入るまでの間は土が掘られた地下道だったが、城の内部に入ってからは、壁と壁の隙間や、天井と床の隙間にいるらしく、石造りの狭い通路へと変化していた。

　随所に階段があり、上の階にも簡単に行き来できるようになっているらしいと、先に下見をすませたナリが報告した。

　階下には時々通路に沿って扉があった。それが上へ上へ、奥へ奥へと進むにしたがって、同じような間隔で簡素な階段が並んでおり、その階段をのぼりきった天井に周囲とはつくりの違う木製の扉と思われるものが並んでいた。

　どうやら、この辺りから王族の住居らしいと踏んで、ユーリはなんとかしてそれぞれの部屋が誰の居室か調べる方法はないかと考えていた。サジと連絡を取るには、レイラの居場所を特定して渡りをつけるのが最も確実だろうと思っていたからだ。

「ねぇ、どこかの扉を覗いてみないの？　レイラがいるかもしれないわ」

「レイラの部屋を探すのは、全体像を把握してからにしたほうがいい。万一見つかった時に、逃げ道がなくなる」

　ささやくように漏らした言葉ににじむカマラの焦りは、あっさりとユーリに切り捨てられた。

　カマラは感情を抑え、なんとかユーリの言葉を理性で理解しようと務めた。父から教えられた道は、最奥が王の部屋という話だったが、レイラが今どこの部屋にいるのかは不明だ。いったい、いつになったらレイラに会えるのか。

　ふいに、カマラが立ち止まった。

「変だわ」

「なにがだい？」

「ほら、この扉」

　カマラが指したのは、彼らの頭の上にある扉だ。

「さっきまでの扉は、全部開かないように留め具がついていたのに、ここはそれがはずれているわ。まるで誰かが出入りしたみたい」

　ユーリが明かりを持ち上げて確認する。戸口の隅と壁際にそれぞれ金具が取りつけてあり、その留め具をかけると扉が反対側から開かなくなるという、いたって単純なものだが、たしかにそれがはずれている。

「カマラ。さっきからいくつも扉があったと思うけど、全部留め具がかかっていたのかい？」

　カマラは、はっきりとうなずいた。

「最初にちょっと変だと思ったから間違いないわ。だって普通、こういう抜け道は王族が緊急時に逃げ出すための通路でしょう？　それなのに、こちら側から留め具をかけてしまったら、部屋の内側から開かないんじゃないかしら」

　ユーリの瞳が、氷のように冷たい静けさをたたえた。一瞬、別人のように無表情になったユーリに、カマラは鳥肌が立った。

「なるほどね」

「どういうこと？」

「君が言った通りさ。この扉は部屋の内側から開けるものではないってことだね」

「それって、どういうこと？」

　カマラが問いかけたその時「静かに！」という声とともに、ナリがすらりと剣を抜き、中腰になって構えた。

　ユーリをかばうように、左手に明かりを持ったまま進み出る。カマラははっとした。誰かが近づいてくる。

「カマラ、こっちへ」

　ユーリがカマラの手を引き、ナリの背後へ回る。ユーリが剣を手に取るのを見て、緊張がカマラを包んだ。

「火を消したほうが」

「もう遅いよ」

　ユーリのこんなにも低い声を聞くのは初めてで、カマラは剣の柄に手をかけるのが遅れた。

　ただ者ではない、とカマラは近づいてくる気配に身震いした。こんなに近くに来るまで、人の気配を察知できないなんて、父以外にはなかったことだ。

「カマラ。君は行け。なるべく音を立てずに、でも全力で走って」

「嫌よ。私は他人に指図されるのは大嫌いなの」

　べっとりとかいた汗で額に張りついた前髪を払うこともできず、カマラは大きく息を吸うと、手燭を床に置き両手で剣を構えた。

「ここで全員捕まるより、ひとりでも逃げ延びたほうが助かる確率が上がる。この狭さじゃ、人数は有利にはならない。行け！」

　ユーリに手首を掴まれ、カマラは有無を言わさず体を引きずられる。

「行け！」

　背中をどんと押され、カマラはよろめいた。自分より弱いと高をくくっていたユーリの思わぬ力に、目を見張る。カマラは歯噛みした。

「死んだら許さないから！」

　ユーリは振り返らなかったが、その大きな背中が笑ったように見えた。カマラは今まで歩いてきたもとの方角へくるりと向きを変えると、必死に走りだす。

　ナリはまばたきもせず、距離を詰めてくる男に飛びかかる瞬間を狙い定めていた。

　相手はどうやら暗闇を進んでいるらしい。明かりも持たず歩いてくるとは、相当に慣れているのだろう、とユーリは思った。

「あ！」

　短い音を発したのは、ナリではなくユーリだった。相手は気配を消しているが、この感じはよく知っている人物のものだ。それにこたえるように、目前に迫った男が、女を虜にする魅力的な瑠璃色の目を細めた。

「ちょっと遅すぎだぞ、ユーリ」

　サジの銀色の髪が炎に揺れて、光った。




　レイラは、頬にひんやりと冷たいものを感じた。それが剣だとわかり、息を止める。恐ろしくて目を閉じたいのだが、それすらもできなかった。

「え、レイラ様？」

　隣の部屋への扉を全開にした女は、光に照らされたレイラの顔を見て剣を落としかけ、慌てて握り直した。

「どうしてあなたがここに」

「ハスナ？」

　暗かった室内がうっすらと明るくなると、レイラは、自分に剣を向けている相手が、今朝まで自分の傍らであれこれ世話をしてくれていた侍女だと気づいた。

「おい、ハスナ。どういうことだ！　あのサジという男が来るはずじゃなかったのか！」

　恐る恐る左手にいる声の主を見やり、レイラは思わず大きな声を出した。

「陛下！」

　そこにいたのは、リア国王ジウチだった。レイラと目が合ったジウチは、返事の代わりに、チッと舌打ちを返した。

　ハスナとジウチは顔を見合わせる。

「どういうことだ、ハスナ。お前この娘に秘密の通路を教えたのか。まさか、こいつをやり損ったのは、わざとではあるまいな」

「そんなわけがございません！」

　否定の言葉を発した後、ハスナは口ごもった。

　ハスナは、レイラの暗殺に失敗した夜、秘密の通路を抜ける自分の跡をつけてきて、サジがレイラの部屋に入ったのだと考えていた。それはつまり、レイラの部屋だけでなく、城中のあらゆるところに通じる秘密の抜け道を、サジに知られたということを意味していた。

　跡をつけられたことは、暗殺者として訓練を受けていたハスナには信じがたいことであった。実際には、ハスナには関係なくサジは抜け道の存在を知ったのだが、偶然にも同じタイミングでレイラの部屋に現れたサジの存在に、ハスナは恐怖した。

　サジは、レイラの部屋に兵士がいないのを見て、中に入ったと言っていた。しかし、ハスナにはそれが嘘だとわかっていた。自分が部屋の扉から逃げ出した時、間違いなくそこに扉を守るふたりの兵士がいたからだ。そのふたりの兵士は、ハスナの主の怒りに触れたため、すでにこの世にはいない。

　これは、ハスナにとって手痛い大失態だった。ジマールの部下に王族の部屋に通じる通路を知られるなど、許されることではなかった。その気になればいつでも殺せるレイラではなく、まずは早急にサジをなんとかしなければならなくなった。

　その後、サジが王の居室以外の城中を、犯人を捜して走り回っていると聞き、この仕掛けを考えた。まずは、レイラのもとを去り、王の侍女となったことにする。サジがそれを知れば、彼は再び通路を使い、入る許可の下りない王の居室周辺に必ず侵入し、ハスナの顔を確認しようとするに違いない。

　ハスナはそう考えて、王の寝台の下にある隠し扉に糸をつるしておいた。

　それが開かれると、隣の部屋の明かりが落ちるように仕掛けておいて、サジが来るのを粘り強く待っていたのだ。こんなに早く来るとは予想外だったが、明かりの消えた部屋で、リア国王ジウチとふたり、にやりと笑みを交わしたのだった。

　ここで殺されるのかしら、とレイラは思った。死ぬのは怖いが、待っている人もいない。そう考えると、抵抗する気にもなれなかった。

　ジウチとハスナがレイラを無視して会話をする中、レイラがハスナの腕を見たのはたんなる偶然だった。

（あれは、私がつけた爪の跡！）

　剣を握り伸びきった腕の衣がわずかにめくれ、手首があらわになっている。包帯が巻かれているが、完全に傷を隠しきれなかったのだろう。

　ちょうど手の甲の下側、三分の一ほどから皮膚がはがれたような引っ掻き傷が見える。

　ふいに、頭の奥深いところから、サジの微笑んだ顔が、光の渦のようにはじけ飛んだ。

（この人たちが、サジを殺そうとしていることを知らせなくては）

　さっきから話を聞いていると、彼らが待っていたのは自分ではなくサジなのだ。レイラはまだ結論を出せずに議論しているハスナを、そっと見上げた。

　ハスナの注意がジウチに向いているせいか、剣の切っ先がレイラの首もとから離れ、下がってきている。先ほどまでの緊張とはあきらかに種類の違うものが、レイラの体に湧き上がり、力を与えた。

　床に目をやると、自分の右うしろから光が差し込んで三人の影をつくっている。

　レイラは深く息を吸い込んだ。

（父様、姉様、力を貸して！）

　レイラは天国にいるはずの家族に祈りを捧げると、身を翻し、脱兎のごとく扉をくぐった。

「あっ！」

　バタン、という音がして部屋が暗闇に引き戻された。油断した、とハスナは反応が遅れた自分に舌打ちをする。

「な、なにをしている！　早く追わぬか！」

「わかっております！」

　ジウチに怒鳴られ、ハスナが妖艶な顔を捨て、渋面をつくった。

　レイラはすばやく部屋を見回す。対角線上にある、もうひとつの扉を目にすると、体あたりをかました。

　どこへ出るかはわからない。それでも、やるしかなかった。

　そこはさっきの部屋と違い、最低限の明かりがともされていた。大きな机からみると食事のための部屋なのだろうか。レイラは手あたり次第に引き倒し、目にする扉を開けては閉め、いくつかの部屋を通過した後、とうとう廊下へ飛び出した。

「待ちなさい！」というハスナの金切り声が追いかけてくる。

　大きな音を立てて内側から乱暴に開いた扉と、そこから転がり出た薄汚れたレイラの姿に、見張りの兵士が目をむく。

（あぁ、誰か助けて！）

　ごうごうと耳鳴りがする。すぐうしろから足音が迫っている。広すぎる廊下を持てる力を使って駆け抜けながら、レイラは柱の角を右へと折れた。

　その瞬間目にした人影に、自分の祈りが通じたのだと思った。

「助けて！　ソリャン様！」




　肘掛けにあずけていた肘が意図せず落ちて、その拍子に、レイラの見張りをしていた侍女はがくんと頭を振った。居眠りから目覚め、はっと寝台に目をやる。とくになにも変わったことはないと、再びもとの体勢に戻す。

　その途端、低い声に襲われた。

「おい、レイラはどこだ！」

　ひっ、と引きつり、声を上げようとすると大きな手のひらに口をふさがれた。恐怖に震えながら、侍女は寝台を指さした。

　サジは、ユーリと顔を見合わせると首を振った。寝台の上はさっき確かめた。そこには誰もいなかったはずだ。

「どういうことだ？」

　ユーリの問いには答えず、サジは薄暗い室内を見回した。いつもと変わった様子はない。

「おい！　もしや殺されたんじゃ？」

　ユーリの言葉を、サジは手を上げて遮った。

　犯人が、連続して同じ方法、つまり抜け道から部屋に入りレイラを襲う可能性は低い。最初の襲撃以降、部屋の中は夜でも明かりがともされ、侍女もひとりではないはずなのだ。それよりも、まず自分に関心を向け、機会をつくり捕らえるに違いない。サジはそう考えていた。

　隠し通路に気づいたのか、気づいたなら、なぜそれを知ったのか。ほかにそれを知っているものはいるのか。ジマールにそれを知らせたのか。

　サジをジマールの部下だと考えている敵は、必ずそれらを確かめようとするはずだ。そのために犯人の顔を見たという嘘をつき、意味深な発言で疑惑の目を自分に向けさせ、目立つように城中を歩き回った。

　そして、そうすることでとりあえずレイラの身は守られると、サジは思っていた。優先順位からすれば、レイラよりも自分が殺されるのが先になったはずだからだ。

　もしや、自分をおびき寄せる人質として、レイラはさらわれたのだろうか。サジははっとして、侍女を睨みつけた。

「部屋の明かりは？　なぜこんなに暗い！　犯人を警戒して、明かりを増やしたはずだ。それに侍女がひとりとはどういうことだ？」

「そ、それはレイラ様のご命令で」

「レイラの？」

「はい。枕もと以外は、すっかり消してほしいと。私たちにも全員出ていけとのご命令でした。さすがにそれは困るので、私ひとりが残ったのでございます」

　サジは怯える侍女を見て、彼女が本当のことを言っているのだろうと思った。サジが別の可能性に気づいた時、寝台の辺りをうろうろとしていたナリが「サジ様！」と、なにかを見つけて声を出した。

「これは」

　そこには、二通の手紙が置かれていた。一通はサジ、もう一通はソリャンにあてられたものだ。




『サジさんへ

　私は、レイラ様の偽者です。

　騙してごめんなさい。

　もうここにはいられないので、どこか遠くに行きます。

　皆にも、あやまっておいてください。

　ご迷惑をおかけしました。

　レイラ』




　それは、ソリャンたちが読むことを計算に入れたうえで書かれたサジへの別れの手紙だった。それを開いて一読すると、サジは「くそっ！」と声を荒らげた。

　サジの手の中で、くしゃっと紙の丸まる音がする。

「おい！　静かにしろよ」

　ユーリは入口を振り返った。外には漏れなかったようで、兵士に動きはない。

「なんだか、珍しくイライラしているな」

　冷静沈着でどんな誘惑にも心を揺さぶられないというのが、サジのレガ国における評判で、それはたしかにあたっているとユーリは思っていた。今の今までは。

「こんなことを考えているなんて、まるで予想していなかった。くそっ、どうして私の言葉を信じておとなしく待っていないんだ。あのお転婆は！」

　サジの言葉に、ユーリはうれしそうに破顔した。

「なんだ」

　こんな状況でニヤつくやつがあるか、という意味を込めてサジは睨みつけたつもりだったが、「お前、初めてだろう。女に振り回されるの」とユーリは真実うれしそうに目尻を下げた。

「馬鹿か、お前」

　サジは、一瞬でいつもの仮面のような整った顔に変化した。だが、すぐにまた、眉間にしわを寄せる。

「レイラは、まだ子どもだ」

「そうかな。ソリャン王太子の妃ってことは、もう立派な女じゃないか。あーんなことや、こーんなことも」

「ない」

「え？」

「レイラはまだ無む垢くのままだ」

「そうなの？」

「そうだ」

「なんで、そんなことをサジが知っているのさ」

「それは……」

　珍しく、サジは言いよどんだ。まるで、隙というものの存在を持ち合わせていなかったはずの兄が狼狽する姿を見て、ユーリは内心おかしかった。この際、その隙に乗じて、サジをいじめてみるのもありだな、とも思うが、それは後の楽しみにとっておくことにした。

「女って怖いよね。短期間であっという間に大人びてさ。こんなふうにね」と言いながら、ユーリはソリャンに宛てたもう一通の手紙をひらひら振ってみせた。

　ソリャンへの手紙の内容もサジへのものと似たようなものだった。今まで世話になった礼と、迷惑をかけたことへの謝罪、それにサジたちを罪に問わないよう嘆願した内容が短く記されている。




「『ジマール様のところから私に従ってきた者たちは、皆私が偽者であることを知らず、私に仕えてくれました。悪いのはすべて私ひとりです。どうか、お許しください。ソリャン様なら、きっと彼らを故郷へお返しくださると信じております』だって。どうする？　お許しいただいちゃう？」

　ユーリの軽口に、サジの瞳にゆらりと青白い炎が宿る。

　ナリは、この兄弟のやり取りには慣れていたものの、ここで喧嘩でも始めるのではないかと危惧した。口を挟むべきか逡巡していると、サジが沈黙を破った。

「隠し通路からレイラを追う。急がなければ城を出てしまう」

「ちょっと待てよ、サジ。レイラは道を知っているのか？」

　ユーリは、早口のサジに比べ、幾分緩やかな声を出す。

「一度尋ねられたから、城外へ通じる道を教えた。万一、危険があったら、通路へ隠れることができるように掛け金もはずしておいたんだ。ここは単純な構造だ。簡単に出口にたどり着く。それより急ぐぞ！」

　ユーリの肩に、サジが急かすように手を置く。その手をがっしりと掴むと、ユーリは「慌てるな」と低く制した。

「寝台は冷たくなっているから、ずいぶん前に出たのは間違いない。けれど、俺たちは城外から隠し通路を歩いてきたんだぞ？　出口っていうのがどこのことか知らないが、少なくともここへ来るまでに誰とも会っていない」

　サジの光彩がひと際大きくなる。

「お前みたいに頭のいいやつにとっては、単純な造りかもしれないが、途中分かれ道もあった。レイラにとっては複雑な道じゃないのか？　しかも中は真っ暗闇。俺たちだってカマラの案内がなきゃ迷っていたかもしれない。そう簡単に城外へはたどり着けないはずだ」

　平静を保っているようでも、わずかな狂いが生じている。サジは「すまない」と頭を下げ、言い直した。

「手分けして捜す。見つけたら、騒ぎになる前に連れ戻す」

　侍女に近づくと、サジは腰を落としおもむろに肘掛けを掴んだ。

「私たちのことをソリャン王太子に告げれば、君がレイラをきちんと見ていなかった罰を受けることになる。それ以上に、隠し通路の存在を知ったものは、必ず殺される。私たちは、必ずレイラを連れ戻す。だから君はなにも見なかった、なにも聞かなかった。いいね？」

　侍女は暗示にかかった人形のように、がくがくと頭を上下した。

「ありがとう」

　サジはやわらかく微笑む。理由は判然としないが、そうすれば女性が協力する確率が高くなることを経験で知っていた。

「いいの？　侍女を縛っておかなくて。助けを呼ぶかも」

　ユーリは、先に寝台の下へもぐったサジにしゃがみ込んで確認したが、「かまわない」という返事がきたので、あとを追って床を這った。

「連れ戻すの？　逃がすのではなく？」

　床下に下りると、かびと埃のにおいがユーリの鼻を突いたが、すぐに慣れた。

「いや、レイラを見つけたら、そのまま城外へ出よう。レガ国王には、任務の失敗は、私のせいだと頭を下げる」

「その必要はないかも」

　ユーリは笑顔を見せた。

「なぜだ？」

「ここへ来る途中、リア国の密漁者を見つけたんだ。今は、その連中について詳しく調査中」

「そうか」

　サジは、安心したように口もとを緩めた。ナリは気づかなかったが、ユーリにはそれがわかった。

「じゃあ、レイラの足跡をさがそうか。かなり埃まみれだから、レイラの足跡がたどれるんじゃないかな」

「あぁ。部屋を出た時点で、すでに反対の方角へ向かったらしいな」

　サジは、嘆息した。レイラの足跡は、城の奥、王の居室に向かっている。

「ところで、どうやって俺たちが城外から城内に通じる抜け道を知ったのか聞かないのかい？　城内に隠し通路があるって話しか知らせてこなかったのにさ」

　サジは、城の中の隠し通路を探索し、その内容を部下を通じてユーリに知らせていたが、城外へ通じる通路まではまだ調べられていなかった。

「堀の下を通って、さらに町はずれへ続く地下道があるんだよ」

　ユーリは自分の手柄をひけらかすように、得意満面に笑う。だが、サジはさして驚くふうでもない。

「レイラの父、ミゲル、だったか？　彼がレイラ王女を誘拐したとしゃべったのか？」

　ユーリはげんなりしたように眉尻を下げた。今度こそサジを出し抜き、自分こそが真実の一番近くにいると思っていたのに。

「なんでそうなるんだ？　地下道のことも、知っていたのか」

「行ったことはまだないが、途中から造りの違う道があったから、場所と方角から、あれが町はずれへ通じるのだろうと予測していただけだ。城にいた私と違って、お前はレイラの家族を助け、姉を連れてきたと言ったろう。地下通路の入口を知っているということは、家族の誰かから教えてもらったということになる。レイラの姉は、たしかレイラの六歳上だ。警戒の厳しい城の中からレイラをさらうのは不可能だ。となれば、父親がレイラをさらったのでは、と普通思うだろう。逆に言えば、地下道のことを知っていたからこそ、いとも簡単に王女をさらうことができたといえる」

　手を休めることも息を切らせることもなく、サジはあっという間に部屋から失敬してきた燭台で、三つの手燭を用意すると、レイラの足跡に沿って歩き始めた。

「で、質問の答えは？」

　サジの無機質な声に、あんぐりと口を開いたユーリは、質問ってなんだ？と思った。差し出された明かりを受け取り、会話を数拍前まで戻して、あぁ、と理解した。

「レイラの父親からはなにも聞いてないよ。だけど、カマラがこの抜け道のことを知っていたんだ。父親から繰り返し内部の構造を教わっていたみたい。調べたところによると、ミゲルが今の場所に住み始めたのは十五年ほど前なんだけど、どうもミゲルはもともとリア国で兵士をしていたようなんだ。一緒にいるほかの男たちも、手のひらにある剣だこから見るに、現役だね。カマラは十七年前までリア国に住んでいたって言っていた」

「ジウチ王の元近衛このえ兵へいにミゲルという男がいたが、王女の失踪の責任者として首をはねられたらしい。かなりの剣の使い手だったそうだ」

　サジは、侍女たちから聞いた幽霊の噂話の中に、ミゲルの名前が出てきたことを端的に説明した。

「それってどういうこと？」

「さあな。どちらにしろレイラが本物の王女であることに間違いはなさそうだ。そして、彼女が生きていると困る人物がいるらしい」

　サジは、追っていた足跡がふた手に分かれているの見て、眉根を寄せた。

「では、ここでまずふた手に分かれよう。ふたりは階下へ下りるほうへ向かってくれ。私は、王の部屋がある方角へ向かう」

「わかった。あぁ、それと」

「わかっている。はぐれた姉の名前はカマラといったな。見つけたら剣は向けずにお前たちの名前を出して話し合ってみる」

「よろしく」

　三つの光がそれぞれに分かれ、遠ざかった。

　それがレイラにとって、希望の光たりえるのかは誰にもわからなかった。
















第十二章　功労者













　ゆうらりと揺れながら、次第に増す光。中央から放射状に張り巡らされた見事なまでの円網の糸が、あふれる光に白く反射して存在を主張する。その主であろう一匹の蜘蛛は、眼下を通り過ぎる人間を見下ろしながら、優雅に糸を吐いた。

「カマラは無事でしょうか」

　珍しくナリのほうから口を開いた。

「利口だから平気だろう。それに捕まっていればもっと騒がしくなっているはずだ」

　ユーリは、隠し通路でサジに会った時、カマラを先に逃がしたことをちょっぴり後悔したが、全速力で立ち去った彼女を追いかけるのは困難だった。

　大声で呼びかけるわけにもいかず、ユーリはカマラを捜し出すよりも、サジと情報を交換するほうを選んだ。歩きながらお互いの話を簡単にすませ、レイラの様子が気にかかるというサジの言葉で部屋を訪れたのだった。

　サジの勘があたり、レイラはすでに消えた後だった。

「ナリ」

「はい」

　ナリは背筋を正した。

「サジと俺、どっちが先に結婚できるかなぁ。俺、今までサジには全敗だから、今度こそ勝てると思ったんだけど、急がないとやばいかも」

「はぁ」

　なにがしかの命令を期待したナリは内心、この非常事態になんの話だよ、と突っ込みつつユーリの人生相談に真剣に回答すべきかどうか悩んだ。歩きながらさんざん迷った揚げ句、ナリはぽつぽつと体に似合わぬ子猫のような声を出した。

「では、急ぎましょう」

　精いっぱい考えて、可でも不可でもないナリとしては一生懸命出した回答のつもりだった。

「え？　なにを？」

　ユーリはぽかんと口を開く。

　この人に将来を託して大丈夫なのだろうかと、ナリは不安な気持ちになった。




　一方、ナリたちの話題に上ったカマラは、この世の果てともいえそうなくらい荒れ果てた王の部屋を目にしていた。倒れた燭台。散乱した紙束。割れた皿。果ては小さな飾り棚までが横倒しになり、その役目を放棄している。

　だが、不思議と荒らされたのは部屋の一方の壁側だけで、反対側にある品々は何事もなかったかのように、高貴な姿を誇っている。

　いったい、ここでなにがあったのだろうか。尋常とも思えない様子に、カマラの胸の中に不吉ななにかがよぎる。

　ユーリたちと別れ、しばらくの間は移動しては身をひそめ、追っ手がいないか確認するということを繰り返した。通路のど真ん中に不自然に置かれた手燭を見つけ、誰もいないのを確認して部屋に忍び入ったのは、ついさっきのことだ。

　そこは、父から教えられた王の寝室の位置だった。危険があるかもしれないが、なにかわかるかもしれない。カマラは逡巡したが、そっと王の部屋へ忍び入った。

　人気のない寝室から隣の部屋へ、またその隣の部屋へ。いくつあるのかわからない部屋は、明かりはついているが、誰もいなかった。ふと部屋の扉の隙間から、ほかの部屋とは違う対照的な暗さが目に入る。

　姿勢を低くして部屋を覗き込むが人の気配はない。なにか、レイラの手がかりになるようなものはないのかとカマラは手近にあった燭台をひとつ拝借して、その暗闇に滑り出した。

　光がだ円状になり、足もとによりいっそう深い影を落とす。天井に届くほどうずたかく積まれた書簡の束。壁には、ぎっしりと本や紙束が並んでいる。

　どうやら書庫のようだった。ざっと見回すが、とくに役立ちそうなものは見あたらない。意外に勉学好きな王なのだと、カマラはがっくりと肩を落とした。

　部屋を出ようとして体の向きを変えた時、カマラの肘が机の上に積まれた紙束に触れてしまった。慌てて支えようとしたが、あっという間に床の上に舞い散る。

　カマラは燭台を乱暴に机の上に置いた。急いで紙を集め、もとに戻す。順番がばらばらになってしまったが、仕方なかった。そのままにしておけば一瞬で不信に思われるだろう。

　時間の無駄だったと考えて最後の一枚を手に取り、なんの気なしに目をやった。細かな図と数字が並ぶその紙の内容はさっぱりで、カマラは無造作に束の上に放った。指を離したその瞬間、カマラの頭の中でパチンと音が鳴る。

　はっとして、カマラはもう一度紙を手に取ると、今度はその紙を燭台の真下に置き、じっくりと眺めた。残りの紙束も同じように一枚一枚丁寧に文字を追う。

　カマラは夢中で紙束を捲めくり始めた。レイラを助ける切り札になる予感がする。読み進める速度が次第に上がり、その速度に合わせて胸の鼓動が高鳴った。今後の行動に悩んだのは数拍。その中の数枚を手に取り、折り曲げて胸の中に丁寧にしまい込んだ。

　ユーリは捕まってしまったのだろうか、と考え、それにしては城の中が静かだと思う。危険はあるが、もう一度床下へもぐることに決め、燭台を手に取った。

　その時、部屋の扉が音もなく開いた。カマラははっとして剣を抜く。なるべく騒がれる前に逃げなくてはならない。カマラが奥歯を噛みしめた瞬間、「カマラか？」と渋みのある低い声が自分の名前を呼んだ。

　ユーリでもナリでもない。しかし、現れた相手の見事な銀髪を見て、カマラは剣を引いた。

「あなた、サジね？」

「そうだ。細かい説明は後だ。ここはジウチ王の部屋だ。見つかるとまずい。いったん、通路へ戻るぞ」

　サジの背中に、カマラは「待って」と声をかける。

　自分が見つけた書簡の内容を手早くサジに説明し、胸の中にしまい込んだものをサジに広げてみせた。

　サジはさっと目を通すと、わかったとうなずき、カマラに書簡の束を戻す。

「あなたが持っていなくていいの？」

「見つけたのはあなただろう。それよりも、レイラがいなくなったんだ。彼女を捜すほうが先だ。通路の足跡をたどってここまで来たんだ。てっきりレイラがいるのだと思ったんだが、姉のほうだったな」

　サジの言葉に、カマラははっとした。

「隣の部屋に争ったようなあとがあるの！」

「なんだと？」

　サジは、カマラの先導でその部屋に入ると、倒れた調度品を見てつぶやいた。

「あちらの方向に向かっているな」

　それは、城の廊下に通じる方角で、扉の向こうには人の気配がある。兵士がいるのはあきらかだったが、サジはすらりと剣を抜くと躊躇せず進んだ。

　カマラはサジのあとに続いた。その瞳は、さっきまでとは別人のように光にあふれている。カマラがろうそくを吹くと、炎は静かに黒煙を吐いた。




　高い天井に、レイラの激しい呼吸の音がこだまする。兵士がソリャンの体を取り囲んで、すばやく剣を抜いたが、背後から追いかけてきた相手がレイラだとわかって、命令を待った。

　レイラは懸命に腕を振るが、もはや体力の限界で足に力が入らず、がくがくと床に倒れ伏した。

「レイラ！」

　兵士を押しのけ、ソリャンはレイラを抱き上げる。

「いったいどうしたんだい！　なぜこんなところにいるの？」

「た、すけて、ください」

　上がった息をなんとか整えようと、レイラは唾をのみ込んだ。

「助けてください。ハスナだったんです。私を殺そうとしたんです。今も、追いかけられて」

　自分の言葉にその事実を思い出し、レイラはうしろを振り返る。

「誰もいないよ？」

　ソリャンは、レイラが走ってきたほうを見に行くように兵士のひとりに命じると、レイラの肩を抱き寄せ、膝の下に右手を入れた。

「きゃっ」と上がった悲鳴に、ソリャンは口角を上げる。

「話を聞こう。僕の部屋へおいで」

　抱えられ連れていかれたのは、殺風景な場所だった。ソリャンの部屋は、金に埋もれた宝物殿のようなジウチの部屋とは正反対だった。

　必要最低限の、しかも、どれも質素なものが申し訳程度に置かれている。窓はあるのに、なぜかすべて木片が打ちつけられており、昼間でも暗いのではないかと思えた。

　ソリャンはレイラを長椅子に座らせると、侍女にひと言ふた言命じ、人払いをした。

「それで、なにがあったの？　ハスナというのは、君につけた侍女のことだね？　どうして、彼女が君を殺そうとした？」

「ハスナの腕に、私がつけた引っ掻き傷があるんです。あの襲われた夜につけた傷です。確かめてもらえばわかります。それに、さっきも剣を向けられて」

　王の部屋で、と続けようとして、口を閉じた。自分を殺そうとしたのはたしかにハスナだろう。だが、それを命令した人物がいると、サジは言っていた。

「陛下だったんだわ」

　自分に確認するように、レイラはぽつりとつぶやいた。だから、ハスナはジウチの部屋にいたのだ。サジが捜しても見つからないように、王の部屋に隠れていたに違いない。

「陛下が、君を殺そうとしたっていうこと？」

　レイラは、かいつまんで殺されかけた経緯を話した。抜け道は、落としたものを拾おうとして寝台の下にもぐり、偶然見つけたと説明した。苦しい言い訳だと思ったが、ソリャンはなにも言わなかった。

「なるほど」

　ソリャンはそう言ったきり、顔を背けた。手のひらで顔を覆い、はぁ、とため息をつくと、レイラから距離を取る。

　命のかかっていることだからと、夢中で訴えたが、ソリャンにとっては父王の悪口を言われたのと同じだ。レイラは居心地が悪くなり、腰を浮かせた。

　サジに知らせに行くことを口実に、この場から去ろう、そう思った時、ソリャンの凛とした声が沈黙を打ち破った。

「と、いうことだそうだよ。しくじったね、ハスナ」

　閉まっていたはずの扉から、冷やりとした外気が流れ込んだ。それと同時にレイラの目が大きく見開かれる。そこにいたのは、さっきまで自分と対峙していたハスナだ。

　レイラが勢いよく立ち上がると、長椅子がギッと嫌な音を出して動いた。一歩あとずさりし、すがるようにソリャンを見たが、背を向けたまま扉に目を向けている。

「今度はしくじるなよ」

「はい、申し訳ございません」

　ハスナは、しなやかに部屋へ滑り込んだ。美しく流れるようなその動きは、まるで猫のようだ。うしろ手に静かに扉を閉め、ソリャンに軽く会釈すると、レイラを見据えた。逃げられた獲物に対する怒りと、次は逃さぬという気迫がうかがい知れる。

「どうして」

　ソリャンがハスナの仲間である現実を、目まのあたりにしたにもかかわらず、レイラの心は理解を拒否した。

　なにか理由があるのだ。そう。たとえば、ジウチの命令で仕方なくとか。

　だが、続いたソリャンの台詞は、その小さな望みを完全に打ち砕いた。

「あのさ、今さらいい子のふりをしなくてもいいよ。ここからは、本音で話し合わないかい？」

　ゆっくりと振り返ったソリャンの顔を、炎が優しく照らす。その完璧なまでの微笑は、今までとなんら変わることはない。だがレイラは、初めてその笑みを恐ろしいと感じた。

　心から――。

「君だって、わかっているから城へやって来たんだろう？　自分が本物だって」

「本物？」

　ソリャンはいったいなにを言いだすのか。それでなくても衝撃を受けたレイラの頭に、その言葉はさらなる混乱を招いた。

　ソリャンは今にも鼻歌を歌いだしそうなほど、軽やかな足取りでレイラに近寄る。すると、その整った形の唇が、信じがたい言葉を紡いだ。

「僕の妹だってことだよ。腹違いのね」

「妹？　それは、レイラ王女様のことですか？」

「まだとぼける気かい？」

　ソリャンはレイラの手首を絡め取ると、ぐいと引き倒す。小さく声を上げたレイラの体が長椅子に沈むと、ソリャンは唇の端をつり上げた。

「証拠があるだろう。ここにね」

　すばやい動きで、ソリャンがレイラの衣の裾をたくし上げる。遮る暇もなく、レイラの太ももがあらわになった。すかさず、ソリャンの手が虫のようにうごめいて、レイラの足をなで回した。

「すべすべしてるね」

「いやっ！」

　レイラは両手で押し戻そうとするが、とても力ではかなわない。やがて、這い上がってきたソリャンの手が、ある場所でぴたりと止まった。

「ほら、ごらん」

　指されたのは、物心つく前からある怪我の跡だ。

「太陽を表す印。跡継ぎとして、王が認めた人間につける刺青さ。つまり、君は、正統な王位継承者ってわけだ」

　ふいに、ソリャンの顔から笑みが消える。笑みだけでなく、いっさいの感情を排除したような表情になる。

「僕にはないんだけどね」

　膝をつき、レイラの足に鼻先をつけるほど近づくと、ソリャンは、刺青の細かい模様を追うように爪でなぞった。

「僕には、ないんだ」

　もう一度、繰り返す。

　なぜだかそれが泣いているように思えて、「ソリャン様」とレイラは彼の名を呼んだ。いまだに敬称をつけるレイラに、ソリャンはふっと揶や揄ゆの笑みを刻む。

「まったく。ミゲルのやつ、どうして君を殺さなかったのかな。おかげで、君をもう一度殺さなくちゃならない。君のこと、本当に気に入っていたのにな」

　ソリャンは、レイラの顎を人差し指で引っかけるようにして、レイラと自分の視線を合わせた。

「な、に。殺す？」

　刺青だとか、王位継承者だとか、レイラにはわけのわからない話だった。

（殺す？　誰が、誰を？）

　レイラの顎が、細かく震え始めた。動揺した様子に、ソリャンはとろけるような微笑みを浮かべた。

「なんだ、そこは聞いていなかったのかい？　じゃあひょっとして、近衛兵とは表の顔で、ミゲルが国王直属の、暗殺専門兵士の統率者だったことも知らない？」

　レイラの顔色が変わったのを見て、ソリャンは高笑いをした。

「あはは。これはおもしろいや。ミゲルはね、王命で君を殺すはずだったのに、そうせずに君をさらって逃げたんだよ。雪の降る印象的な夜だったな」

「そんなの嘘です！　父様が、私を殺すはずありません！」

「本当さ。あぁ、でも王命ってのは嘘だけどね。命令を出したのは、実は僕なんだ」

　ソリャンのきらきらと輝く瞳は、今までで一番生き生きと誇らしげに見える。レイラはまばたきもできず、長椅子に斜めに座ったままソリャンの独白を聞いていた。

「王の書いた暗殺命令書を手に入れて、殺す相手の名前だけを君に書き換えて偽造したんだ。君を殺したところで王が怒り、ミゲルを処刑する、っていう素晴らしい計画だったのにね。どこで気づいたのか、ミゲルは君を殺さず、さらって逃げたのさ」

　ソリャンは片側の唇を持ち上げ、ふん、と鼻を鳴らす。

「とっくに死んでいると思っていたのに、まさか君という切り札を切って堂々と城へ乗り込んでくるとはね。さすが、〝氷の殺人兵〟と呼ばれた男だ」

「そうそう」と言いながら、ソリャンは一瞬ハスナを振り仰いだ。

「ハスナも、君の父親とは既知の間柄さ。師弟ってやつ？」

「う、そ、です」

　レイラは力なく否定の言葉を述べる。許容範囲を超えた内容は、もはやなにを否定すればいいのかすらわからない。

　レイラは、ひとつだけ思いついた矛盾を、気力を振り絞って声にした。

「もし仮に、父が人を殺す役目を持っていたとしても、王女様がさらわれたのは、十七年前。ソリャン様は、六歳ではありませんか」

　六歳の子どもが自分の異母妹を殺そうとするなんて、ありえない。

　ふたりの間にある空気の壁を打ち破るように、ソリャンの手が、レイラの頭に伸びた。レイラは体を固くしたが、かまわずソリャンは赤い髪に指を差し入れて梳き始めた。

「その通りだよ、レイラ。でもね、大人と知恵比べしなくては生き延びることを許されない子どもだって、この世には存在するのさ。僕のようにね」

　ソリャンの視線は、空くうをさまよう。時折見つめられても、それは形だけで、そのうつろな瞳は自分を映していないのだ、とレイラは思った。

「何人もの異母兄弟がいるなかで、僕はたんなる一男子ですらなかったんだ。長男でも末っ子でもなく、とくにすぐれた特技も持たず。病弱な僕は、母からも疎まれた存在だった」

　レイラには、ソリャンの話は半分も理解できないものだった。空気を吸って、吐き出す。自分自身にそのことを命じていないと、息をすることさえ忘れそうだ。

　炎に熱せられたろうが、ろうそくの芯からとろりと伝い落ちた。

　ぼんやりとしていたソリャンの瞳が、回想を終え再び生気を取り戻す。ソリャンは自嘲ぎみに笑う。

「最も、父は大勢の才あふれる男子ではなく、たったひとり生まれた女の君を、跡継ぎに据えたわけだけどね」

　ソリャンは、言いながらレイラの前髪を、そっと払った。

「嘘、です」

　レイラが自分自身に言い聞かせるように必死で出した声は、もはや、ソリャンの耳には届いていなかった。

「さて、君に聞きたいことがあるんだ。正直に答えてほしいな」

　すでに、ソリャンはいつもの笑みに戻っている。だが、目だけが笑っていない。

「サジを使って、君は、いや、ミゲルが、かな。本当はなにをする気だったんだい？」

「え？　どういう意味ですか」

　ごちゃごちゃと乱雑に積まれた荷物の中から貴重品を見つけ出したように、サジの名前だけがはっきりと心に響く。

「まだ、とぼけるのかい？」

　ソリャンはうんざりしたように、口調を固くした。

「サジはミゲルの弟子だろう。秘密の通路を使ってなにをしようとした？　ジマールの娘とすり替わってどうする気だったんだ！　狙いは、王？　それとも僕？　きちんと答えてほしいな」

　レイラは無言のまま、ソリャンの視線に耐える。なにをどう言われても、答えようがない。

「最初は、ジマールが反乱をたくらんでいるのかと思ったんだけど、あれには、そんな度胸はないしね。それに、彼は秘密の通路のことは知らないから。本当はね、君がいればミゲルが出てくるだろうと思って待っていたんだ。けれど、調べたら火事で死んだって話はどうも本当らしい。用済みになったから、君には死んでもらおうと思ってハスナを差し向けたんだけど、そしたらサジが君を助けたろう？　それで、サジがジマールの私兵ではなく、ミゲルの弟子だって気づいた」

　ソリャンは早口でそこまで言ってから、急にまた優しい口調に戻った。レイラの両手を包み込むように握る。

「ミゲルが死んだ今、誰が指揮をとっているんだい？　あのサジって男か、それともほかの兵士の中にいるの？」

　サジたちに危険が及びそうだと察し、レイラは膝に置いたこぶしに力を込める。

「誤解です！　私は、私が今までソリャン様に話したことがすべてです！　サジは関係ありません！」

「それじゃあ、サジは本当にジマールの私兵だっていうのかい？」

「それは」

「やはり、ミゲルの弟子なのだろう？」

「違います！　父様にはたしかに弟子がいました。けど、それは大工の弟子です」

「リュートとホック？」

　ソリャンから出てきた意外な名前に、レイラは血の気が引いた。

「どうして、知っているの」

　答えを聞かないほうがよいと、レイラの本能が告げた。

　ソリャンは立ち上がると、レイラの様子にはかまわず部屋の中を歩きながらぶつぶつつぶやき始めた。

「やはりね。ミゲルが姿を消した時、あのふたりも姿を消したんだ。彼らはミゲルに心酔していたからね。あの三人がいなくなってから、暗殺部隊は水準が落ちてしまった。僕も気に入らないやつの首をどんどんはねていたら、ハスナしかいなくなっちゃった。だから、ミゲルにはぜひ帰ってきてほしかったのに。まさか、火事なんかで彼を失うことになるなんて。ほんと、残念だよ」

　うつむき、はぁ～と長いため息をつくソリャン。そのうしろに、微動だにせず立っているハスナの姿がある。

　レイラは、皆が父のことを隊長と呼んでいたことを思い出した。大工なのに変だな、と思ったことがある。思えば、ミゲルとカマラはそっくりだ。金色のまっすぐな髪質も、すっと通った鼻筋も。だが、自分はどうだろう。赤い髪に、ゆるい巻き毛。髪だけでなく、性格はもちろん好きな食べ物さえもふたりと似たところがまるでなかった。レイラは、ソリャンの話を否定しながらも、心の奥深いところでは、事実が含まれていると認め始めていた。

　目尻から頬を伝い、レイラの顎の先から、一滴、また一滴と手の甲に雫が滴り落ちる。じっとそれを眺めていたレイラの視界に、再びソリャンの瞳が割り込んでくる。

「でも、まだサジがいる。彼が僕の配下になるよう説得してくれないかい？　そうすれば、君をこのまま僕の妃として、贅沢な暮らしをさせてあげられる。なんなら正妃にしてあげるよ。もちろん君が本物のレイラ王女だってことは秘密にしてだけどね」

　レイラは我に返った。唇を噛みしめて、ぎゅっと瞳を閉じる。腹に力を込めて、精いっぱいの言葉を空気にのせた。

「できません。サジは父とはなんの関係もありません！」

「じゃあ、彼は何者？」

　ソリャンの唇から笑みが消える。

「知りません」

　レイラの膝が意図せず小刻みにリズムを刻んでいる。その上にのせた手も同じように波打った。体の震えを止めることはできないが、目は閉じずに正面からソリャンを見据えた。

　自分のことに、サジを巻き込みたくはなかった。その気持ちだけが、レイラを支える。

　ソリャンはレイラの頬をひとなでし、ゆっくりと立ち上がった。

「強情だね。なら、仕方ないな」

　その声には、ひと欠片かけらの優しさもない。ソリャンは振り返り、ハスナに目配せする。命令を待ちわびていたハスナがさっと頭を下げ、レイラに足先を向けた。

（サジ、さようなら）

　家族を亡くし、もうこの世に未練はないと思っていたレイラは、まぶたの裏にサジの姿を描いて、自分の気持ちをはっきりと自覚した。初めての、異性に感じる温かな思いだ。

　その直後、ハスナの剣を抜く不気味な音が、レイラの鼓膜を震わせた。
















第十三章　偽善者













『レイラ。お前は優しい子だ。どんな時でも、その優しさを忘れないでいるんだ。そうすればきっと幸せになれる』

『父様みたいに？』

『父は、弱い人間だったからな。お前には私のようになってほしくない』

『弱いって、父様が？』

『私は、優しさを忘れていたんだ。それを思い出させてくれたのはお前とカマラだ。優しくあるためには強くなくてはだめだ。お前には――、お前とカマラには、いつでも強くあってほしい。約束してくれるか？』

『うん。約束ね！』

　ふいに、幼い頃のミゲルとの思い出が、レイラの頭の中を駆け巡った。あれは、いつのことだったのか。父の膝に抱かれ、父のぬくもりを肌で感じていた頃。

　なにげない会話の一つひとつに、もしかしたら現状を回避できる答えが隠されていたのかもしれない。だが、もはや手遅れだ。

「ご無礼いたします」

　冷静ではりのあるハスナの声が向けられる。それをどこか他人事のように感じながら、レイラは瞳を閉じた。

　体中の毛が総立ちになるほどの、ひんやりとした感触がうなじにあてられる。

「もう一度だけ言うよ？　僕の妃として、このまま幸せに暮らす気はないかい？」

「そんな暮らしを、幸せとは呼びません」

　レイラは歯を食いしばって恐怖と戦い、ソリャンの提案をきっぱりと跳ねのけた。サジに危険を伝えられないことが悔やまれるが、彼ならソリャンから逃げきれるような気がした。

「……やれ！」

（父様、私、間違ってないよね？）

　ソリャンの言葉に、いったん首筋につけられていた冷気が遠ざかる。続いて、ビュンという空気を切り裂く音が鳴り響いた。自分の命のともし火が消えようとするのを、レイラが耳でとらえた瞬間。

「そこまでにしてもらおうか！」

　部屋全体をうち震わせるほどの低い声が、矢よりも鋭く飛んできて邪気を払った。

　ハスナはレイラに振り下ろしかけていた剣で、自分めがけて飛んできた小刀を跳ねのける。キンと高い金属音に続き、ドス、と鈍い音がして壁に小刀が突き刺さった。

　人影が突風のように部屋を横切ると、レイラとハスナの間に収まった。

　ぼやけていてもその背中は、レイラには見覚えのあるものだった。忘れようとしても、忘れることができない逞しい背中。

「……サジ」

「無事だな」

「う、うん」

　サジは振り向くことなく、剣を構えている。

　レイラは、サジの背中に抱きつきたい思いを抑えて、袖口で目頭をぐいと拭いた。

　最小限の言葉しかかけないのが、いかにもサジらしい、とレイラは微笑んだ。

（助けに来てくれたんだわ）

　サジは、約束通り、自分を助けに来てくれたのだ。胸がいっぱいで、言葉にならない。もう一度、サジの名前を呼ぼうと口を開きかけた時、ソリャンの大きな高笑いがこだまして、レイラの緩みかけた頬に再び緊張が走った。

　ひとしきり笑うと、今度は静寂が流れる。じっと閉じていたまぶたをようやく開いたソリャンの表情は、さなぎから抜け出した蝶のように、美しさに満ちあふれている。

　その美しさの中に、ひどくまがまがしいものを感じ取って、レイラは総毛立った。

「やはり、お前がミゲルの跡を継ぐ者だったというわけか。素晴らしい！　素晴らしいよ、サジ」

　ソリャンは、興奮した口調で賛辞を口にしながら、拍手をする。

「どうだい、サジ。僕と手を組まないかい？　ミゲルは死んだんだ。君がレイラを守る必要はもうないだろう？　いや、必要なら彼女はこのまま城の中で幸せに暮らせばいい。君は僕の部隊の頭首にしてあげるよ。君のような人間が僕の一番近くで仕えられるんだ。どうだい？　悪くない話だろう？」

　ソリャンの言葉に、サジが眉をひそめ、ハスナの瞳がわずかに揺れた。

「悪いが、そんなのはごめんだな。それに、貴様はひとつ大きな勘違いをしている」

「勘違い？」

　ソリャンの疑問の声に答えるかのように、開いた扉からジウチが姿を見せた。ジウチは両手を小さく上げ、怯えるような視線をソリャンに投げる。その首もとには、使い込まれた短剣が突きつけられ、光っている。

「そうよ。勘違いしているわ。父様は生きている。もちろん私もよ！」

　ジウチの背中から響いた声に、レイラは大きく目を見開いた。幼い頃からずっとそばで聞いていた声を間違うはずがない。ある時は叱り、ある時は慰めてくれた母のような温かな声を。

「姉様！」

　そこにはレイラの姉であるカマラの姿があった。ジウチの片腕をうしろにねじり上げ、短剣を手にしている。

「レイラ」

　かろうじて震える声を抑え、カマラはレイラに微笑んだ。思わず駆け寄ろうとして、レイラはサジの長い腕に行く手を阻まれた。カマラとサジに挟まれたような格好になり、ハスナは剣を構え、ソリャンをかばうように前へ進み出ている。その顔は険しく、さきほどまでの余裕はみじんも感じられない。

「ばかな。どういうことだ」

　ソリャンは初めて動揺を表に出し、首を巡らせた。

「ハスナ！　お前、裏切ったのか！」

「いいえ、違います！　私はソリャン様を裏切ったりなどしていません！」

　ミゲルの死の知らせをソリャンに報告したのはハスナだ。ソリャンの額には青白い血管が浮き出、体からあふれ出すありったけの力を込めて握ったこぶしが、小刻みに震えている。

　ハスナの必死の否定は、ソリャンの心を鎮めるどころか、逆に怒りを煽あおっただけだった。

「ならば、どうしてレイラの姉が生きている！　お前、ひょっとしてミゲルの命令で僕を見張っていたのか！　この僕を長年欺いて、よくも抜け抜けと！」

「違います！　信じてください、ソリャン様！　私は」

「うるさい、黙れ！　お前のような身分の低い女を傍らに置いたのが間違いだった。すぐに首をはねてやる！」

「ソリャン様……」

　背中から罵声を浴びせられ、ハスナは目を伏せた。それでもサジに向けた剣を下ろそうとはしない。

　ふいにレイラは、彼女の硬質な瞳にうっすらと膜がかかったように見えた気がした。

　その時、「ソ、ソリャン様！　私はハスナとは違います。どうかお助けください」

　ジウチが媚びるように、前のめりになって叫んだ。ソリャンはなにか言いかけ、すんでのところで口もとに手をやり言葉をのみ込む。

　一瞬サジと視線が交差し、ソリャンはサジに自分の心を見透かされていると確信し、舌打ちした。

「なるほどな。その男はジウチの替え玉だったというわけか」

「え？　どういう意味？」

　サジの言葉の意味がのみ込めず、レイラが言葉を発する。

「この男は、ジウチ王の偽物だったというわけだ。本物の王は、おそらくソリャンに殺されたのだろう」

「なんて悪党なの！　それで一国の王太子だなんて！」

　呆然として声の出ないレイラに代わるように、カマラが声を上げる。

「ふん、まったく、能なしどもめ！　愚かな人間を家臣に持つとこれだから困る。簡単に尻尾を出して」

　ソリャンは鼻を鳴らし、自分をかばうハスナの足もとめがけて唾を吐いた。足首にねっとりとしたものを感じ、ハスナの目がわずかに揺らいだ。それでもソリャンを背にかばい、ハスナはすぐに敵意をむき出しにした目をレイラたちに向ける。その瞳にあきらめの色はなく、あくまでもソリャンを守り窮地を脱する機会をうかがっているようだった。

（ハスナは、今までもずっとこんなひどい扱いを受けてきたのかしら。どうしてそうまでしてソリャン様に仕えているの……）

　ハスナの様子をじっと見ていたレイラは、無意識に胸に手をあて、ぎゅっと衣を握りしめた。

「いや、簡単に尻尾を出したのは部下ではない。愚かなのはお前自身だ」

「なんだと？」

　サジの言葉がよほど心外だったのだろう。ソリャンの顔がそれまでにないほど醜くゆがんだ。

　だが、サジはそんなことにかまわず、無表情に淡々と言葉を紡ぐ。

「レイラを狙った犯人が、女だとどうして知っていた？　私はそんなことを言った覚えはない。それなのにお前は言った。『レイラを狙った〝女〟を必ず捕まえる』、とな」

　ソリャンは、頬を引きつらせ、怒りの矛先をハスナに向ける。

「チッ！　ハスナ。お前の失態がこんなところまで尾を引いているぞ！　殺すしか能がないくせに、それすらもうまくやれないのか、能なしめ！」

　レイラが伏せていた顔を上げ、握りこぶしをつくって叫んだ。

「どうしてそんなひどいことを言うの？　仲間なのに！」

（命をかけて、あなたを守ろうとしているのに！）

　自分を殺そうとしたハスナのことが、レイラはかわいそうでならなくなった。こんな主に仕えて、それでハスナは幸せなのか。

「ふん、仲間だと？　こいつは殺しがうまかったから使ってやっていただけのこと。まぁいい。ここで死ぬお前たちになにを知られたところでどうということはない」

　ソリャンは冷静さを取り戻し、腕組みをして背筋を伸ばした。

「誰か！　誰かおらぬか！　不審な人物が侵入している！　すぐに捕らえよ！」

　兵士を呼ぶソリャンの声が周囲に響き渡り、レイラは青ざめた。いくらサジが強くても多勢に無勢だ。この城の中ではジウチが王で、ソリャンは王太子なのだ。あっという間に捕らえられ、皆殺されてしまうだろう。

　息をのむレイラの姿を見て、ソリャンが口の端をつり上げた。その瞳は、獲物をなぶって遊ぶ猫のようだ。

「せっかくだから、本物のジウチがのたうち回って死んでいった様を教えてやろうか？　なぁ、レイラ。お前の父親の最期だ。聞きたいだろう？」

「貴様っ！」

　カマラがソリャンに殺意を向けた瞬間、自分から意識がそれたと知ったジウチが、すかさずカマラの腕を振りきり、ソリャンのほうへと走った。自分の主のもとへと。

　が、次の瞬間、ドサっという音とともにジウチの体が崩れた。がくがくと震える膝は体重を支えきれず、やがて床にひざまずくような格好になる。ジウチの手は、体中の力を絞り出すように懸命にソリャンの衣の裾を握りしめている。

「な、なぜです。ソ、ソリャン様」

　恨めしそうな瞳を向けるジウチに、ソリャンは顔色を変えず、血まみれの剣を握り直し、もう一度振り下ろした。

　ジウチは力なく床にひれ伏し、今度こそ置物のように動かなくなった。

「ふん。女などに捕まって、まんまとここまで案内するような間抜けは不要だ」

「ひどい……」

　レイラは、固くまぶたを閉じ、両手で顔を覆った。ソリャンの握った剣の先から滴り落ちた血が、美しい白い床に赤い模様を描く。

「さて、お前たちはリア国王を殺した罪で、全員つるし首だ。そうだな。女は減刑してやってもいいぞ。城の兵士どもの夜の相手をするなんていうのはどうだ？」

　ククククという音がソリャンの口もとから漏れて、とうとう我慢できずにレイラの瞳が潤んだ。いっときとはいえ、こんな人間に惹かれていたなんて。自分が情けなかった。

「もういい。その下品な口を閉じろ」

　まるで感情のこもらない、棒読みのようなサジのひと言。声を張り上げているわけではないのに、それは腹の奥底にずんと響く。

　レイラは、はっとしてサジの背中を見つめた。顔は見えない。それでも、今までに見たことがないほど、強烈なサジの怒りを感じた。

　それが自分に向けられたものでないとわかっていても、思わず身震いするほどの怒り――。

「レイラの兄だと思い、命は助けてやるつもりだったが、そんな気は失せた」

　怒声ではなかった。気配さえ感じさせず、サジの足が舞うように動き、ソリャンとの距離を詰める。

　ソリャンは気圧されて、思わず身じろいだ。正面から殺意を向けられるのは初めてではないはずだった。幼い頃から命を狙われることは多かったし、自分が陥れてきた人間からの憎しみを受けることにも慣れていた。

　だが、今自分を見下ろしている女のような容貌をしたサジに、ソリャンは恐怖した。そのことを悟り、苛立ちを覚える。

「兵たちはなにをしている！　この僕が呼んだらさっさと来るべきだろう！　ハスナ、こいつを殺せ！　お前にはそれしか能がないんだ！」

　ソリャンの命令に、ハスナははじかれたように瞳を開いた。その両目が濃い暗闇に染まった瞬間、ハスナは背中を押されたように低い姿勢から飛び出した。

　同時に、サジも床を蹴って飛び出した。

　あっさりとハスナの剣をはじき、サジはそのままうしろにいるソリャンに斬りかかる。

「なにっ!?」

　自分の手になじんだ剣が宙を舞うのを信じられない思いで見つめながら、ハスナは本能的に間に合わないと悟る。そして、渾身の力を振り絞り、反転して素手のままソリャンとサジの間に身を押し入れた。

「ソリャン様。ソ、リャン様……」

　しまった、とサジが剣を止めたのは、すでに手ごたえを感じた後だった。レイラがまばたきする暇もない、一瞬のこと。壁に飛んだ血しぶきは、予想したソリャンのものではなく、ハスナのものだった。

　ハスナは、深い森に抱かれたような、美しい緑の瞳を見上げた。自分の仕えた、残忍で美しいソリャン。その瞳は、驚いたような、怯えたようなものであったが、そこに怒りの色はなかった。

「ハス、ナ？」

　その場の誰よりも早く声を発したのは、ソリャンだった。

「ばか、な。そんな馬鹿な！」

　ハスナの背中から噴き出したおびただしい量の出血は、もはや彼女が絶命寸前であることを物語っていた。ソリャンは、自分に倒れかかるハスナの体重が徐々に重くなっていくのを感じた。

「ハスナ！　ふざけた芝居をするな！　さっさと起きて、私を守れ！　お前は……、お前だけは、最後まで私についてくると約束したろう！」

　今にも泣きだしそうな、悲鳴にも似たそれは、ソリャンがジウチに見せた冷酷さとは、あきらかに別の種類のものだった。

　その時、複数の足音が近づき、カマラの背後で勢いよく扉が開いた。気配に振り返り剣を構えたカマラは、それが見知った顔であることにほっとした。

「カマラ！　無事か？」

「ユーリ！」

「よかった、レイラも無事だね。あ、ついでにサジも無事だな」

　サジを視界の端にとらえたユーリは、安堵のため息をつき、茶目っけたっぷりに笑おうとして止まった。

　いつもと変わらぬサジの無表情。しかし、それはいつもと同じではなかった。ほかの誰にもわからなくても、小さい頃から一緒に育ったユーリには、はっきりとそれがわかった。

　ユーリは、サジの視線の先にあるものをとらえた。明るい金髪の男が、無言のまま女を抱いて床に座り込んでいる。年格好から見て、それがソリャン王太子だと踏んで、ユーリは状況を察した。

「ヴィサージェ様！　ご無事ですか？」

　ユーリのあとから続々と兵士が姿を現す。その先頭にいたナリが、開口一番、サジの身を心配して声を張り上げた。サジの正式名であるヴィサージェの名を、思わず口にする。

「ヴィサージェ様、だと？」

　王直属の赤いマントを羽織り入ってきた衛兵が、自分ではなく別の人間の名前を呼ぶのを聞き、ソリャンは目を見開いた。

　よく見ると、入ってきた兵士の顔に見覚えのあるものがひとりもいない。

「ヴィサージェ。そうか、貴様、レガ国の〝銀のレパード〟」

　どうりで見事な銀髪に覚えがあるはずだ、とソリャンは思った。直接見たことはなくても、噂を耳にするのはしょっちゅうだ。

　レガ国の王太子は、見事な銀髪で女のような甘い顔をしているが、剣の腕はたしかで、人望もある。切れ者と噂のその人物は〝銀のレパード〟と渾あだ名なされていると。

　サジが連れてきた部下に、自分の近衛兵と入れ替わられて気づかないとは、たしかに愚かなのは自分だったのかもしれないな、とソリャンは自嘲するように唇を緩めた。腕に抱いたハスナの体はまだ温かい。

　サジは、その気になれば、一瞬でソリャンの命を奪える距離で、しかし剣を振り上げることはせず、その切っ先を下ろした。

「ソリャン。お前の負けだ。これ以上、無駄な血を流すな」

　張りつめた緊張のなか、沈黙が流れた。

「いや、負ける気はないよ」

　ソリャンは、幽霊のようにふらりと立ち上がると、硬質な瞳を閉じて自分自身に言い聞かせるようにつぶやいた。

「負けは、ない」

　サジの眉間が、わずかにしわを刻んだ。

　ソリャンは、ハスナを横抱きに抱え上げてゆっくりと壁際にあとずさると、ふいに、思い出したようにサジの後方に目をやった。

　レイラが、涙をためた瞳で自分を見つめている。

　もしも、妹と心を通わせることができればなにかが変わっていたのだろうか、そう思いながら、ソリャンは自分の心にふたをするように、もう一度目を閉じた。再び視界が開けた時、その目に迷いはなかった。

　ソリャンは、壁にかけてある明かりを手に取ると、レイラのほうに向けて思いきり投げつけた。驚いたレイラが悲鳴を上げると同時に、床に投げ出された炎がレイラの衣の裾を焦がし始めた。

「レイラ！」

　サジはレイラの衣を剣で引き裂くと、彼女の体を自分の腕に抱きとめるようにして炎から遠ざけた。レイラの白い肌が、すすけて黒く薄汚れる。

「火傷していないかっ！」

「だ、大丈夫。驚いただけ」

　間近で見るサジの瞳に吸い込まれそうな気がして、レイラの胸がとくんと鳴った。

「そうか」と低くつぶやいたサジの声に、急に恥ずかしさが込み上げる。自分の腰に回るサジの手が、妙に優しく感じるのは気のせいだろうか。赤くなってうつむくレイラの頬に冷たい空気が触れた。

「サジ！　ソリャン王太子が！」

　ユーリが叫んだ時には、すでにソリャンの体は壁に突如現れた空間にのみ込まれるところだった。もと通りに閉じた壁がソリャンの姿を隠す。

　すぐにユーリが駆け寄り、閉じてしまった壁を懸命に叩いたが、剣が壁にぶつかって火花が散るだけで徒労に終わった。

「くそ、こんなところにも隠し扉があったのかよ。早く追わないと、このまま城外へ出ちまうぞ！　ここも外の通路へつながっているんだろう？」

　ユーリが、いつものように機敏に動かないサジをとがめるように睨んだ。

「いや、それよりも城の人間を全員外へ出せ」

「はぁ？」

「城の周りは水が引いてあるから、堀の外まで出られれば、大丈夫だろう」

「あのなぁ、お前、なにを言っている、ん？」

　ユーリは、サジの意味不明な言動にではなく、鼻を突くようなにおいをかぎ分けて、眉をしかめた。なにかが焼けるような焦げくさいにおい。周りを見回すと、壁の隙間から幾筋かの白い煙が漏れ出してきた。

　サジは、自分の上着を脱ぎ、レイラの腰に回すと両袖をレイラのおなかの辺りで結ぶ。レイラの太ももが見えないように細工すると、サジは「行け」と短く命令した。カマラの腕の中にレイラの体を押し込むと、自分は壁のほうを向いた。

　その間にも、部屋のいたるところから煙が立ち込め始めて、レイラは咳き込んだ。




　真っ黒な煙が、まるで雨雲のようだとソリャンは思った。

「母上……」

　自分の中には、あるはずがないと思っていた言葉が、ふいにこぼれおちた。胸に抱くハスナの長い髪をすっとなでる。彼女は、眠っているように安らかな顔をしていた。

　長い年月をともにしたはずなのに、ソリャンは一度もハスナの笑った顔を見たことがないことに気づいた。孤児だったハスナがミゲルに拾われたのは、八歳の頃と聞いている。やがて成長すると、その美しさが王の目にとまり、ソリャンを身ごもった。

　出自が出自だけに、表だって王の妃となることは許されず、ソリャンは子に恵まれなかった別の妃の息子として育った。ハスナはソリャンとは目を合わせずに頭を下げ、いつも臣下として振る舞っていた。

　それが、余計にソリャンを苛立たせた。こんな最期になるのなら、きちんと話をしておけばよかった。いつかハスナ自身の口から真実を打ち明けてくれると信じていたのに。

　いつか、自分を止めてくれる日が来ると信じていたのに――。

　ソリャンは顔を上げ、壁に仕掛けられていた発火装置を見た。いざという時のために、通路一帯に油が通る道がつくられている。それは、ソリャンがつくったものではなく、城が落ちた時に、王族が敵から逃れるために設計されていたものだ。

　本来なら、王族が先に抜け道から脱出し、火を放つのは残った臣下の役目だ。

　油が染み出すたびに、赤い炎が流れに沿って走っていく。その太陽のように光り輝く赤は、レイラの髪を彷彿とさせた。自分と違い、祝福を受けて生まれてきた妹。

　命からがら逃げ延びて、どこかでのたれ死ぬか、小さくなって暮らしていると思っていたのに、会ってみたら卑屈さの欠片もない素直な娘だった。それは、必死で城にしがみついて生きてきた自分が馬鹿みたいに思えるほどで、ソリャンの心は、いとおしさと嫉妬が入り混じったような、わけのわからない感情に支配された。

「ずるいだろう。それじゃあ」

　ソリャンは壁にもたれ座り込むと、ハスナの亡きがらを膝に抱えた。不思議と苦しみはなかった。ソリャンはもう一度腕に力を込めて、彼女をぎゅっと抱きしめた。母の、笑った顔が見えたような気がした――。
















第十四章　解放者













　リア国の城が焼け落ちてから、半年の月日が流れた。サジたちの迅速な行動により、奇跡的に犠牲者は出ずにすんだ。

　城の元主以外は。

「レイラ、じゃなくて、レイラ様。おはようございます」

　姿勢を正し、朝の挨拶を告げたカマラが、部屋の隅に控える。髪をひとつに結い、その胸には赤い衣に刺繍された太陽を模した金糸が光っている。

「姉様ったら。〝様〟はやめてって言っているのに」

　部屋にいた侍女は、ふたりの雰囲気を察すると、頭を下げ部屋をあとにした。誰もいなくなると、カマラは初めて頬を緩め苦笑しながらレイラに近づいた。

「あなたが女王様になるなんてねぇ」

「まだ、ちゃんと即位したわけじゃないよ」

「でも、決めたのでしょう？」

「それは、そうだけど」

　言いながら、レイラは瞳を伏せる。その拍子に、長いまつげがパサリと揺れた。

「レイラ。嫌なら、無理する必要ないのよ？　私と一緒にどこかへ逃げる？」

　カマラは、目の前で寂しげな顔をする妹と、薄情な父の顔を思い出して天秤にかけ、即座に妹の味方をしてやろうとこぶしを握った。

『このままではリア国が滅びる』

　誰ともなく言いだした台詞に、レイラの素性をばらしたのはミゲルだ。カマラは、飛びかかって父を殴ってやろうかと思った。十七年間も娘として育てたレイラを、あっさりとリア国に差し出したのだ。

「でも、形だけでも私がいないと、みんなが困るのでしょう？」

　レイラは何度となく口にした言葉を、自分に確認するようにつぶやいた。

　ソリャンが次々に王族を暗殺していたため、王の妃数人と、各地から人質として連れてこられたソリャンの妃以外、王族がひとりもいないのだ。

　独裁をしいていたためか、様子見をしているのか、家臣の誰もがレイラが王位につくことに反対もしなかった。

　レイラの太ももに、王位継承権を意味する刺青が彫られていたこともあるが、リア国に最も影響力を持つ隣国のレガ国王が、レイラを王女として認める意をあきらかにしたことも、彼女がすんなり即位することとなった大きな要因のひとつだった。

　しかし、だからといって、レイラがすぐに政事などとれるはずもない。カマラは、家臣たちがレイラを形式だけの女王にして国政を牛耳るつもりなのではないかと心配していた。

　ため息交じりに、レイラは空を眺めた。青く澄んだ空とは対照的な、先端が黒く焼け焦げた城の跡が目に入る。初期消火が功を奏し、城の中は一部を除き使用できるくらいには修復作業が進んでいる。

　しかし、レイラは城の中に入る気がせず、少し離れたこの静かな離宮で寝泊りしていた。

（サジは本当に、レガ国に帰ってしまうのかしら）

　あんなに近くにいたのが、遠い昔のような気がして、レイラはうつむいた。本当は自覚していた。自分が沈んでいる理由が、国を継ぐという重い責任からだけではないことを。

『そろそろ帰国しようと考えている』

　サジにそう告げられたのは、昨夜のこと。レイラにとっては、晴天の霹へき靂れきだった。

「誰のこと考えているか、あててみようか」

　いつの間にか、目の前にカマラが立っている。いたずらっ子のような目をして、微笑んだ。

「サジさんのことでしょ」

「えっ！　ち、違うよ！」

　言葉では否定したが、レイラは顔の熱が上がるのを自覚した。これでは、その通りですと肯定したも同然だった。

　カマラの顔を見れば、やっぱりね、というように満面の笑みを浮かべている。

「な、なんでわかったの？」

「そりゃあ、あなたの姉だからね」

　行く先々でサジを目の端で追っているレイラの様子を見れば、そんなことは一目瞭然だった。

　レイラ同様、カマラが無意識にサジの隣にいるユーリの姿を捜しているからすぐに気づいたことである、ということは無視して、カマラは姉らしくそっとレイラの肩を抱き寄せた。

「いくらあなたが王族だからって、国の犠牲になる必要なんてないのよ。もともとそのせいで、つらい思いをしたのだし。まぁでも、レイラが女王様になれば、正式に夫として結ばれるっていう手もあるから、国を背負うっていうのも悪くないかもしれないけどね」

　カマラは軽く片目をつむって、口角を上げる。

「む、結ばれるって。姉様」

　その意味に気づき、レイラは耳まで赤く染めた。

「サジさんは、レガ国では王から直々に命令を受けるくらい身分の高い人なのでしょうけど、あなたがリア国の王になれば、身分的にはこちらが上になるわけだし。王になれば婚姻の話が山と出るでしょうから、その前に話を進めてしまうほうがいいのかも」

　レイラに任せておいたのでは、いつのことになるかわからないものねぇ、などとつぶやきながら、カマラは腕を組んで、天井を向くとなにやら思案気な顔つきになる。

　カマラがどれくらい行動力のある人間かよく知っているレイラは、慌てて話を遮った。

「あの！　大丈夫だから、なんにもしないで？」

「だって、明日帰ってしまうのよ？　なにか約束とかしてあるの？」

　レイラの首が、力なく左右に揺れると、髪の毛がひと房さらりと流れた。

「なら、せめて帰る前に約束だけでもしておきなさいな」

「いいの。サジは私のことなんてなんとも思っていないから」

　本当に大丈夫だから、と寂しそうに微笑むレイラの顔を見ると、どうにかしてやりたいという思いが心の底から湧いてくる。カマラは部屋を出る最後にこう言い残す。

「いいわ。いざとなれば、私がレガ国からサジさんをさらってきてあげる！」

「姉様！」

　やめて、というレイラの叫び声は、無情にも閉じた扉の音にかき消された。




　鳥のさえずりが、穏やかな朝の到来を告げる。

　レイラはだるい体を起こし、澄み渡った朝の空気を思いきり吸い込んだ。しかし、それはレイラの肺を満たしたかと思った瞬間、すぐに、はぁっと重く吐き出された。

（とうとう、朝になっちゃった）

　日が昇り始め、景色が徐々にはっきりと陰影を描き出す。

　サジの出立は早朝と聞いていた。こんなふうにほとんど眠れずに過ごす夜は、カマラと再会してから一度もないことだった。

（やっぱり、もう一度会いたい。会って、ちゃんとさよならを言わなきゃ）

　レイラは、バネ仕掛けの人形のように跳ね起き、急いで身支度を整えた。部屋から出ようとした時、ふいにどこからかカツカツという足音が聞こえた。

　その気配に振り向き、窓際に目をやる。どうやら誰かが馬に乗っているらしい。こんな朝早くにいったい誰だろう。レイラは近づいてくる男の顔を判別しようと凝視して固まった。銀色の髪が、朝の日を浴び、まぶしいほどの光を放っている。

「サ、サジ！」

　考えることもなく、勝手に体が動いた。窓を開けて大声で叫ぶと、気づいたサジが馬から下りて近づいてくる。なんでもないその動作の一つひとつが、やけに優雅に見えて、レイラの鼓動が早鐘を打った。

「早いな」

「う、うん。あんまり眠れなくて」

　すっとサジの手が伸び、レイラの顎を持ち上げる。長い間外にいたのか、サジの指先はひんやりと冷たい。

「少し痩せたか？　それにこの、くま。なにか心配事でもあるのか？　王位を継ぐことなら、難しく考えなくても大丈夫だ」

　目の下を親指でなぞられ、レイラはぴくりと体を震わせた。眠れない理由は、国を憂えてのことだけではない。しかも、大丈夫と言われたところで、そんなはずがないとも思う。

　それでもなぜだかサジが言うと、それは真実になるような気がして、レイラは素直にうなずいた。

「今日、出立するのよね」

「あぁ、もう間もなくだ」

「あの。今まで本当にいろいろとありがとう」

「私は、私の仕事をしただけだ。気にする必要はない」

　サジの仕事がレガ国とリア国の政事に関することだというのは、説明を受けて知っていた。サジの言葉通り、彼は彼の仕事をしただけで、特別自分のためになにかをしたわけではないのかもしれなかった。

　もしかしたら、助けてくれたのは、レイラが王女であり、扱いやすい女が王位を継げば、レガ国にとって有益だと踏んだからかもしれない。自分自身には、サジを引きとめておく魅力のひとつもないのだと、レイラは考えていた。

「ありがとう。無事に、着きますように」

　サジは、手綱を握ったまま答えなかった。

　レイラがサジを見つめると、青い瞳がまっすぐに自分を見つめ返す。

　ふたりの存在が空気に溶けてしまったかと思うほど、静かな時間が流れた。やわらかな風が、レイラの髪をなでて去っていく。

　何度目かの風の挨拶に押されるように、サジが口を開いた。

「では、そろそろ行く」

　簡潔な別れの挨拶を残し、サジが騎乗し背を向ける。

「あ……」

（行ってしまう）

　サジの広い背が、次第に小さくなっていく。レイラは手の甲で、目もとを繰り返し拭う。

　サジの足取りは軽快で、躊躇する様子もない。振り返らないその背中に、レイラは、自分が勝手になにかを期待して、そして勝手に絶望しているのだと思った。

（馬鹿な私。このままでいいの？　本当に？）

「ま、待って！」

　大きく叫んだつもりの声は、かすれて小さかった。けれど、サジはその声に反応して、立ち止まった。

「私、サジに聞いてほしいことが――」

　あるの、と言い終わらないうちに、窓から身を乗り出したレイラの体が、均衡を崩して前のめりになった。あ、という声が上がるのと、体が地面へと投げ出されたのがほぼ同時だった。

「きゃあっ！」

　レイラの悲鳴が辺りにこだまする。

「い、痛……、くない？」

　思いっきり打ちつけたはずの鼻は、痛むどころかかすかな香りを覚える。逞しい腕には、間違いなく覚えがある。前にもかいだことのある懐かしい香りに、レイラは半信半疑でそっと顔を上げた。

　瑠璃色の瞳が、自分をとらえている。なんて綺麗なのかしら、と息をのみ、次いで状況を理解してもう一度息をのんだ。

　窓からずり落ちた自分の体が、すっぽりとサジの体に埋まっている。馬上で男の腕に抱えられ、胸に顔をうずめるその様は、まるで女性が恋人に甘える仕草のようだ。

　レイラは全身から冷汗が噴き出し、同時に、沸騰した湯のように頭が熱くなった。両手で顔を隠すと、消えそうな声でごめんなさいとつぶやく。

「まったく本当に、ドジな娘だな。いくら平屋の離宮だからといって、顔から地面に落ちれば怪我をするだろう。王になったら、一日一回のドジは少し減らすように努力しろ」

　頭の上から落ちてきた反省を促すはずの言葉は、意外にも優しさがこもっているように聞こえ、レイラは盗み見るように上目遣いでサジを見つめた。

　目が合うと、サジはふっと唇に弧を描き、とろけるように微笑んだ。途端に、レイラの心臓が大きく跳ねた。サジの笑顔を、こんな間近で見るなんて夢のような気がして、レイラは恥ずかしさに顔を背けた。

『一日一回のドジ』

　サジに会ったばかりの頃を思い出すと、思わず顔がほころぶ。

（そういえば、サジが大笑いしたんだっけ）

　最初は、ユーリが首をかしげる理由がわからなかったが、今考えると、幻でも見たのかと思ってしまう。めったに表情を変えないサジが腹を抱えて笑うなんて。

（城へ上がる途中で、サジにさらわれたのよね）

　ジマールの娘として城へ行く花嫁の行列は、本人の知らぬうちにすり替わっていた。

　もともと養父であるミゲルの手により、城からさらわれたのだ。ひょっとして、自分はそういう運命にあるのかもしれない。そんな考えがひらめいたのと、口からひとつの言葉がこぼれおちたのはほとんど同時だった。

「サジ、お願い！　もう一度、私をさらって！」

　一枚の葉が、木の枝からひらひらと舞い落ちた。

（私って、本当にドジだ。なにを言っているのかしら）

　沈黙が苦しくて、レイラはうつむいた。別れの最後に、またあきれられてしまったのだろう。泣くまいと歯を食いしばったのに、涙は正直に衣をまだらに染め上げる。

　ひょっとしたらサジは、軽蔑のまなざしを向けているのかもしれない。固く目を閉じたレイラは、サジが蜘蛛の糸に絡め取られたように身動きできずに自分を見つめていることなど、まるで想像できない。

　一瞬、サジの大きく見開いた瞳が、三日月のように細められた。

「わかった」

「え？」

「わかった、と言った」

（きゃあぁっ！）

　あまりのすばやさに、悲鳴を上げることもできない。サジは、レイラの体を自分の体にぴたりと引き寄せ、横抱きにして手綱を握ると馬を走らせた。

「しっかりつかまっていろよ」

「えぇ！　ちょ、ちょっとまって！」

「ユーリに見つかると面倒だ。急ぐぞ！」

　言うが早いか、サジは一片の躊躇も見せず、駆け出した。

「待ってよ！　いったい、どこへ行くの？」

「私の後見人のところだ」

「後見人って。どこにいらっしゃるの？」

「むろん、レガ国だ」

「えぇっ!?　サジっ！」

「もうしゃべるな。舌を噛むぞ」

「で、でも！　きゃっ！」

　必死の形相で馬の背にしがみつくレイラの姿を、サジはどこかおもしろそうに眺めた。




　レイラがサジに城外へと連れ去られた頃、離宮の庭先では、やはりふたりの男女が、一見すると逢瀬を楽しむかのように声を落として話していた。

「ちゃんと背中を押したのでしょうね？」

「心配ないよ。今頃サジがレイラに会いにいっているはずだから」

　挨拶してこいって言っただけだから、どうなっているかは知らないけど、とユーリは心の中で毒づいた。サジに全戦全敗だと勝手に思っているユーリは、結婚だけはサジに勝つつもりでいるらしかった。

　ユーリは腹の中でぺろりと舌を出し、それから真剣な顔つきになった。

　自分の勝負はこれからなのだ。

「ならいいわ」とカマラはにっこり笑った。

　途端に、ユーリは緊張で全身がこわばる。

「あ、あの、ところでさ。俺も話があるんだけど」

「なに？」

「いや、実はその」

　もごもごと口ごもる。言うべき台詞は細かい点まで吟味して、きちんと練習済みだったのだが。

「用がないなら行くわよ。レイラの様子が心配だから、こっそり覗きに行かないと」

　つれなく背を向けるカマラに、ユーリは慌てて大声を出した。

「わわっ。待って！」

「なに？」

　ユーリは、ウホン、となるべく威厳があるように咳払いをする。

　カマラは左右の眉をばらばらに上げた。前から少し抜けていると思っていたが、やっぱり真正の変人だったらしい。時々すごい男なのではないかと感じることもあったのだが、あれはなにかの間違いだったのだろう。

「あのさ、まず先にあやまっておこうと思ってさ。俺たち、レガ国の騎士だって言ったけれど、あれちょっと違うんだ」

　カマラの顔が、さっと色を変える。

「なんですってっ!?　あなたまさか、ただのごろつきだっていうんじゃないでしょうね！　ひょっとして、サジさんもそうなの？　大変だわ。レイラのところへ行かなきゃ！」

　踵を返すカマラの二の腕を、ユーリは慌てて掴んだ。

「いや、その、そうじゃなくて、なんていうか、俺ってさ」

　その続きを口にすると、人々は決まって同じ態度を取った。あるものは畏い怖ふしてひざまずき、あるものは嬉々として媚を売る。とくに女は後者が圧倒的だった。

　一拍の間をおいて、言葉にした。

「実は、レガ国の王子なんだ」

　期待と不安の入り混じった顔で、ユーリはカマラを見つめた。カマラがどんな態度を返すのか、一向に読めなかった。媚びた目ですり寄るのだけはやめてほしい、とユーリは願った。

　祈りながら返事を待つユーリに、カマラは白い目を向けてひと言で切り捨てた。

「あなた、それで笑いを取ろうとしているの？」

「へ？　いや、まさか。真剣な話で」

　自分が予想したどんな態度とも違って、ユーリは腰が抜け落ちそうだった。が、最悪な状態ではないと思い、気を取り直す。

「まぁ、いいや。そっちの話はたいして重要じゃないからさ。実は、俺さ。今まで女の人ってあまり好きじゃなかったんだよね。ほら、なんていうか、俺って結構身分が高いからさ。そういうとこだけ見て寄ってくる女がたくさんいるっていうか」

「自慢話なら、別の人にして」

　わけもなく、腹の底にもやもやとした塊が芽生えて、カマラは唇をゆがめて腕組みをした。

「いや、そうじゃなくて。俺はその、なんていうか」

　――自分の身分を明かす。あやまる。カマラが驚く。でも、受け入れてくれる。自分が抱いた好意を順を追って説明する。感激したカマラが涙を流す。めでたし、めでたし。

　ひと晩考えた、絶対に失敗しないはずの作戦なのに、どうも旗色が悪い。頭の中が真っ白になったユーリの口をついたのは、単純なひと言だった。

「俺と結婚してくれる？」

　吐き出してしまった言葉を今さらもとには戻せない。今度も冗談だと笑われたら、信じてもらうまで何度も繰り返そうとユーリは思った。

　カマラは唇をわずかに開いたが、無言のままユーリと視線を合わせた。

　そのまま時間が止まったように、お互いを見つめる。カマラの表情は、好きな男に求婚されて喜んでいるそれではない。

「口づけてもいいかな？」

　どうせ振られるなら、最後に口づけくらいしたいと、カマラの赤い唇を見ていたユーリは、願望を口にした。途端に、カマラの頬にさっと朱が差す。

「ば、馬鹿っ！　そういうことは口にするものじゃないでしょ！」

「じゃあ、どうすればいいんだ？」

「まず、好きとか告白するのが先でしょうが！」

「好きだ」

「あ、あなたねぇ！」

「……好きだ」

　カマラはうっと押し黙った。なんだか有無を言わせぬ迫力のようなものを感じている。目の前の、トンチンカンで頼りなげな男から。

　カマラがはっと顔を上げると、いつの間にかユーリに距離を詰められている。伸びてきた腕に肩を抱かれると、見た目よりも意外にがっしりした体つきだとわかる。

　自分より、ずっと形のいいユーリの唇が降ってきて、カマラは思わず抵抗せずに目を閉じた。甘い唇に酔いながら、カマラは思った。

　軟弱そうなふりをして、こんな卑怯な手を使うなんて、後で思いっきり殴ってやろう、と。

　出立準備を終えたまま、いつまでも戻らないサジとユーリを捜すレガ国の大勢の兵士に、決定的瞬間を目撃されたことを知り、カマラが盛大な悲鳴を上げるのは、それからわずか数拍後のことであった――。




　数日かけて国境を越え、すでに、夕闇が辺りを支配している頃。

　サジがその日の宿に選んだのは、彼の後見人の家だという、警備兵までが配置されているかなり大きなお屋敷だった。レガ国の城にほど近い場所にあるその家の主人は、金髪の美しい年配の女性で、名前をユリアと言い、死んだサジの母に代わってサジを育てた女性だった。

「レイラさんとおっしゃったわね。よくいらしてくださったわ」

「突然の訪問をお許しいただき、ありがとうございます」

　突然訪ねたというのにユリアは嫌な顔もせず、客間にふたりを通すと、笑顔でレイラを迎え入れた。

「噂には聞いていたけれど、本当に、まぁ、なんてかわいらしいお嬢さんなのでしょう。ユーリの言う通り、サジにはもったいないわね」

　サジの眉がぴくりと動く。レイラはユリアの口からユーリの名前が出たのが不思議だった。

「ユーリさん、ですか？」

「ええ。ユーリはあなたのご家族のことを、お互いを思いやっている素敵な家族だと話していたわ。我が家もそうありたいそうよ」

「あの、もしかして三人はご家族なのですか？」

「あら、サジから聞いていなかったのね？　サジとユーリは異母兄弟なのよ。私はサジの育ての母なの」

「そうだったのですね」

　ユリアは、にっこりと微笑むと、次の瞬間「そうだわ！」と言って、手を叩いた。

「レイラさん、まだしばらくはレガ国にいるのでしょう？　素敵な緋色の布地があるのよ。あなた用に衣を仕立てて贈らせてもらってもいいかしら？　素敵な布地だったからつい買ってしまったのだけれど、私には若すぎて。あなたにならぴったりだわ！」

　ユリアは両手を組んで、楽しそうに瞳を輝かせている。

「女の子の衣は華やかで見ていて楽しいのよね。サジも昔はかわいくてねぇ。女の子の衣がよく似合っていたのよ」

　サジが、苦虫を噛みつぶしたような顔になる。

「女の子用の衣って、それ、サジが着ていたのですか？」

「そうよ。レガ国では、幼い男の子に女の子の格好をさせて、健康に育つよう願う習慣があるの。よくユーリとおそろいの衣を着せていたわね。愛らしい姉妹の様で」

「母上。もうそれ以上、言わなくて結構です」

　サジは眉間にしわを寄せ、ユリアの言葉を遮ったが、ユリアは目を閉じて、自分の想像に口もとをほころばせる。

「もしも、こんなに素敵なお嬢さんと一緒に過ごせたら毎日楽しいでしょうね。うちには息子がふたりだもの。なんならこのまま一緒にうちで暮らしてもいいのよ？」

「残念ですが、そういうわけにはいきませんよ。明日は、父上に会いに行く予定ですし、リア国に仕事も残っていますからね」

「え～、つまらない」

　ユリアが子どものように口をとがらせた。

「つまらなくても仕方がありません」

「でも、衣は仕立てていいでしょう？　なんならあなたにもおそろいで作ってあげましょうか？　女性用の……」

「レイラの分だけで結構です！」

　ふたりのやり取りがおかしくて、レイラは噴き出しそうになるのをこらえた。いつもなら、サジが話の主導権を握り、自分の都合のいいように話を進めるのに、ユリア相手では、どうも分ぶが悪そうだ。

「あの、ずっと一緒に暮らすのは無理だと思うのですが、私時々ここへ来て、お話がしたいと思います」

　レイラが笑いながら提案すると、ユリアは満面の笑みを浮かべた。

「まぁ！　うれしい！　ぜひまた訪ねていらしてね」

　ユリアの言う通り、彼女のそばにいればなんだか毎日が楽しそうだ。レイラは、本当に時々ここへ来てユリアの話し相手になれればいいと願った。

「まったく、あいかわらずですね。とにかく、今日はふたりとも疲れているので、この辺で部屋に下がらせていただきます」

　そういうと、サジはさっさと踵を返した。

「私が育てたにしては、どちらの息子も、まぁまぁまともに育ったと思っているのよ」

　そう言って片目をつむるユリアは、本当に魅力的だ。

「サジのこと、よろしくね」

　ユリアはレイラを抱きしめて、頬を寄せた。




　レイラが先に部屋を出たサジに追いつくと、「こっちだ」と寝室に案内された。レイラを先に部屋に通すと、サジは、うしろ手で扉を乱暴に閉める。レイラの肩の上に両腕を回し背中から抱き寄せると、うなじに唇を落とした。

「これで、やっとふたりきりだ」

　耳たぶのうしろに舌を這わせながら、レイラの耳もとに息を吹きかけるようにささやく。

「んんっ！」

　途端に、背中に甘い痺れが走り、レイラは思わず声を上げた。

「サジ！　ちょっと待って！」

「もう、待てない。今夜お前を私のものにする」

　身じろぐレイラの体を逃がすまいと、サジはレイラの腰に右手を回し、体の隙間を埋めるようにぐっと引き寄せた。耳たぶから首筋へと舌を動かしながら、時々レイラの弾力のある肌を吸い上げる。

「ちょっ、サジ！　やだ。くすぐったいわ！　サジ！」

　レイラの唇から何度も自分の名前が紡ぎ出されるのを耳にして、サジは満足げに微笑んだ。レイラの顎に左指を引っかけると、顔だけうしろを向かせ、そのまま唇を奪う。

「んっ！」

　途端に、レイラの頬が上気した。サジの左手はレイラの顎から首筋をなで、襟もとにたどり着くと、衣を下に引き下げ胸もとへ侵入した。そのままレイラのやわらかな膨らみを確かめるように指を滑らせる。

「はっ……！」

　レイラは息が上がり、おかしな声が出そうになる。身悶えるが、サジのもう一方の手がレイラの後頭部を押さえ、互いの唇が離れることを許さない。

「んっ！　んんっ！」

　恥ずかしくて声を抑えようと必死になるのに、その思いとは裏腹にレイラの唇の隙間から喘ぎ声が漏れる。だんだん膝に力が入らなくなり、その場に崩れ落ちそうになった。

　それを見計らってのことか、サジはレイラの体をうしろから抱え上げ、顔から倒れ込むような状態で彼女を寝台に押しつけた。

　ギシッという寝台のきしむ音が、静かな寝室に響く。

「あっ、はぁ」

　ようやく長い口づけから解放されたレイラは、息も絶え絶えだ。頭の芯が痺れて、思考が奪われる。

　いつの間にかレイラの衣が緩められ、彼女のあらわになった背中にサジは濡れた唇を寄せる。生暖かい感触がゆっくりと背中を這うのを感じて、レイラは息を切らせながらうしろを振り返った。

「やっ、サジ、やだ」

「なにが嫌なんだ？」

「だって、なんだか変な気分になりそう」

　潤んだレイラの瞳を見てサジは口の端を上げると、背中に唇を寄せたまま、レイラの胸もとで長い指を遊ばせる。

「はぁっ……」

　感じるままに思わずこぼれた自分の喘ぎ声に、レイラは耳まで真っ赤になる。こんなにも恥ずかしいのは生まれて初めてのことだ。

「嫌と言うわりに、お前の体は私に触れられて喜んでいそうだな」

　サジは、「それに」と言葉を続ける。

「お前は浮気性のようだから、この辺で私のものだという自覚を持たせないとな」

　どうしてそこで、浮気性などと言われるのか。まさか、ユリアと張り合っているわけでもあるまい。レイラは、自分の襟もとを必死にたぐり寄せ、これ以上のサジの侵入を阻もうと試みる。

「だ、だめ！」

「心配しなくても、優しくしてやる」

「そういうことじゃなくて」

「どういうことだ」

「こんなところで」

「こんなところ？　私の部屋では不満か？」

「え？　ここ、サジの部屋なの？」

　予想外のサジの言葉に、レイラは驚いて目をみはった。サジが「そうだ」と答えると、すでにひとつの寝台にふたつの体が収まっているにもかかわらず、レイラは驚いた。

「ちょっと待って。それなら私は今夜どこで眠るの？」

「なにを言っている。当然私と一緒に眠るに決まっているだろう」

「なっ！　だって、寝台がひとつしかないわ」

　旅の道中で宿の同じ部屋に泊まったことはあった。しかし、寝台はふたつあったし、間には衝立を設けてもらった。旅をしているのだから仕方がないだろうと考えていたし、当然、旅の間は口づけ以上の行為をしたことはなかった。

（サジの実家で、サジと同じ寝台で寝るなんて、ありえないわ！　でも、これがサジの部屋!?）

　自分が恥ずかしい格好でいることなどすっかり頭から消え失せ、レイラは部屋を見回した。青を基調としたその部屋は、サジの部屋らしくすっきりとまとめられてはいる。しかし、サジの部屋にしては、ところどころにかわいい色の布地で作られた小物が飾られていた。

（これって、もしかして、お母様の趣味!?）

「ぷっ！」

　我慢できずに、レイラは噴き出した。

「なんだ」

「ううん、なんでもない」

「なんだと聞いている」

「だって、なんだかかわいらしい部屋なんですもの。女の子の衣を着ていたって、本当なの？」

　レイラは布団に顔をうずめて、くすくすと笑いだす。

「男児は女児に比べて病気にかかりやすいからな。昔からレガ国では五歳ころまでは男児に女児の格好をさせて、健康を願う。べつに私が特別なわけではない」

「そうなのね」

　サジの説明にも、レイラは笑いが込み上げる。女児のようなサジを想像するだけで、微笑ましすぎるではないか。

「笑うな」

「だって」

「黙れ」

「きっと、とてもかわいらしかったでしょうね」

「だ、ま、れ」

　サジはレイラの体をくるりと反転させて向かい合うと、彼女の体に覆いかぶさった。

「生意気な唇め」

　つぶやくと同時に、サジは唇でレイラの唇をふさぐ。途端に、いったんは落ち着いたレイラの体が、すぐにほてり始めた。

「んっ！」

　サジの口づけが深くなるにつれて、レイラの体から力が抜けていく。サジは、レイラを寝台に沈めたまま、彼女の胸の頂に右手を伸ばした。すでに乱れた衣の上からやわらかく触れると、レイラの体がビクンと跳ねた。

　サジは獲物に飢えた凶暴な狼のように、レイラの首筋にしゃぶりつく。

「や、やだ！　サジってば！　ちょっと待って！」

　さっきまでの痺れるような感覚を思い出して、レイラは身をよじった。

「余計な言葉はいらん。お前は喘いでいればいい」

　サジの左手が腰からわきの間を這うように進む。唇は、首筋から胸もとへと下りてきた。レイラは、おかしくなりそうな自分を必死に抑え、叫んだ。

「サジ！　待って！」

「待てないと言ったはずだ」

「お、お願い！　即位……そう！　私が即位して、正式にリア国の未来が決まるまで待って！　私は、一国の未来を担わなければいけないんですもの。サジのことは好きだけど、ちゃんとけじめはつけたいの！」

　どの言葉にサジが反応したのかはよくわからなかったが、サジは考え込むようにして手を止める。

　気楽にリア国を離れたわけではない。むしろ離れるほどリア国のことが気にかかり、自分がひどく軽率な行動を取っているということを、レイラは自覚していた。それでも、簡単にサジをあきらめることができずにいる。

「わかった。なら、この続きは、お前の戴冠式の後だ」

「いいの？」

「よくないなら、今すぐ襲っていいのか」

「だ、だめ！」

「なら、仕方ない。今夜は寝かせるつもりはなかったんだがな。だが、どちらにしても部屋はここしかない。私の隣で眠ってもらう。それは譲らないからな。明日は父上に会うし、もう寝ろ」

　サジは、あっさりと体を離し、レイラの隣に仰向けになる。両腕を首のうしろで組むと、すやすやと寝息を立て始めた。

（嘘!?　もう寝ちゃったの？　どうしよう。私、サジの隣でなんて眠れるかしら）

　レイラは、ユリアに別の部屋を用意してもらおうか悩んだが、結局おとなしくサジの隣に並ぶことにした。今から別の部屋を用意するなど、面倒なことだ。

　穏やかなサジの寝顔を見ていると、心の中が満たされるのがわかる。

「サジ。大好き……」

　レイラは、サジの頬にそっと唇を寄せると、ほんの少しサジの体によりかかるように横になる。そのまままぶたを閉じると、あっさりと睡魔に負けて、寝息を立て始めた。その顔は、素敵な夢を見ているように微笑んでいた。

　レイラの隣で、理性を失わないよう必死に自分を抑え、寝たふりをしながら眠れずにいる男のことなどまるで無視して――。
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　大きなレンガ造りの建物は、整然とした町並みの真ん中に溶け込むようにあった。そこから放射線状に、何本かの大きな道が分かれており、その周囲には、規則正しく建物が配置されている。

　その古いレンガ造りの建物がレガ城であると知った時、レイラはリア国とのあまりの違いに、目を丸くした。

「本当にこれがお城なの？　だって、城壁がないわ」

　たしかに、対称につくられた建物は優雅だったし、ちらほらと兵士の姿もある。大きさからも普通の民家でないことはあきらかだったが、リア国の何重にも囲まれた高い塀と、入国するために何度も受けた検査に比べれば、レガ国の防備は、あまりにも呆気なかった。

「私の国では、どんな民でも受け入れるのが基本なんだ。許可を取れば定住も可能だ。異国の民の様々な技術を発展させたほうが、のちの国益につながるからな。私の母も、もともとはもっと北の国からの移民だ」

「でも、攻め入られたりしないの？」

「城へ通じる道は八本ある。その道の両端にある家々は、一見ただの家に見えるが、すべて兵士の宿舎と見張りも兼ねた防壁になっている。閉ざされた城は堅固だが、取り囲まれれば籠城するしかない。レガ国は、城と町の境界が曖昧なうえ、広大すぎるから取り囲んで攻めるのが難しいんだ」

　レイラは、サジの言葉の半分も理解できなかったが、彼の言うことなのだから正しいのだろうと頭の隅で納得した。

　母親の次は父親に挨拶をすると言われ、レイラはサジに連れられて城へと足を踏み入れた。待たされたのは、兵士が入口で見張りをしているなにもないかなり広い部屋で、やはりリア国の豪華さとは雲泥の差だった。

（サジのお父様は、お城で働いている方なのね。身分の高い人なのだわ）

　あっさりと城の中へ入ることができたことからも、サジ自身、相当高い身分なのだろう。レイラは、サジに思いを伝えたものの、べつに将来を誓い合ったわけでもない。それどころかレイラが、自ら望んでさらわれてきたのだ。サジの父への挨拶などいったいなにを言えばいいのか。

（サジは、私のことをどう思ってここへ連れてきたのかしら）

　ふたりだけの旅で、前よりも親密になれるかと期待しつつも、やはりリア国の今後のことが気にかかり、レイラはサジと一定の距離をおくよう努めた。レイラをからかうようなサジの態度はあいかわらずで、自分をどう思っているのか聞き出す機会もなかった。

（姉様、今頃心配しているだろうな）

　レイラは、自分の母代わりだった姉が、急に恋しく思えた。

「不安か？」

　自分を見つめるレイラの視線に気づき、サジが振り返った。不安の指すところが、父親に会うことを意味しているのだろうと思ったレイラは、ゆっくり首を横に振る。

「ううん。ただ、姉様になにも言ってこなかったから。父様も、私がいなくなったことを知ったら、心配するだろうなと思って」

　やっと会えたのに、またいなくなるなんて、なんて親不幸なのだろう。そんなレイラの気持ちを汲んだのかどうか、サジはさらりと答えた。

「カマラには、文を出しておいたから大丈夫だ。お前の父には私から直接事情を説明する」

「え？　文を？　なんて書いたの？　直接ってどういう意味？　父様の居場所を知っているの？」

　ミゲルは、いったんはリア国の城に戻りレイラが本物の王女であることを証明したものの、世話になったお礼を言うためにと、レガ国を訪れているはずだった。

　ミゲルがリア城へ到着した日、父は力いっぱいレイラを抱きしめた後、レイラの前にひざまずき頭をたれた。

『どうぞ、お許しください。レイラ王女様を殺せというのが、ソリャン殿下の命令であることはわかっていました。しかし、六歳の殿下がそんなことをしたと訴えても、私の身が危うくなるだけでした。私が死んでも、ほかの誰かが王女様を殺しにくるでしょう。どちらにしても殺されるなら、せめて私の力の限りお守りしようと、王女様をお連れして逃げたのでございます』

　十七年前、ミゲルはレイラを守るため、逆にソリャンを殺すことを覚悟した。しかし、ミゲルの前に立ちはだかったのは、妹のようにかわいがっていたハスナだった。仕方なく、ミゲルはレイラを連れ、逃亡生活を送ることを選んだ。

　あの時、非情になりきれなかったことを、ミゲルはずっと悔いてきた。自分が手を汚しさえすれば、レイラがただの平民の娘として苦労することもなかったのだ。

　手塩にかけて育てた〝娘〟に責められるのは、身を切られるようにつらく思えた。レイラが息を吸う気配に、非難の声を覚悟して、ミゲルは目を閉じた。

『助けてくれてありがとう。父様！』

　ふわりといい香りがした。温かみのある、人肌。予想外に首もとへかけられた心地よい体の重みに、ミゲルの両目から、はらはらと涙が伝い落ちた。

『愛しているわ』

『あぁ。私もお前を愛しているよ。お前と、カマラを。私の娘たちを』

　傍らでその光景を見ていたカマラは、思わず駆け寄りふたりの肩を抱きしめた。

　そうして三人でひとしきり泣いた数日後、ミゲルはレガ国へと旅立ったのだった。

（サジは、父様の居場所を知っているのかしら）

　必ず帰ってくるから、と告げた父の顔をレイラが思い出した時、扉の開く音とともに、背の高い男が姿を見せた。ミゲルよりも少し年上だろうか。身なりからも雰囲気からも相当高い地位にいるように思える。

　だが、レイラが抱いた第一印象は、それとはまったく別のものだった。

（あら？　この人、誰かに似ている）

　入ってきた男の顔は、どこか見覚えのある顔だった。

「ただ今戻りました」

　サジが頭を下げたのを見て、レイラは慌ててそれに倣った。

　サジは、リア国の復興の状況を淡々と説明し、男はそれに質問を挟みながらうなずいた。

　やがて、ひと通りの情報交換が終わると、男は「わかった」と満足そうな笑みを見せ、レイラに視線を投げた。

「ところで、お前のうしろにいる娘は？」

「レイラと申します。先ほど話に出た、リア国の王女、未来の国王です」

　サジの口から出た未来の国王という単語に、レイラはずきんと胸が痛んだ。それは、リア国に戻れという意味だろうか。

「レイラと申します。初めまして。ええっと。サジ……さんのお父様」

　尻すぼみの声に、男はぷっと噴き出した。

（あら、今の笑った顔は）

　レイラの脳裏に、同じ顔をして笑う男の姿が浮かんだ。もう少し年を若くすれば、そっくりに思えた。

　男は、レイラの前まで来て、もう一度、今度は歓迎の意を込めて笑った。

「そういえば、名乗っていなかったな。サジの父、レガ国王のカイルだ」

「あ、はい。カイルさん」

　レイラは親しみやすそうな男の態度につられるように、自然に笑みをこぼし、言葉の意味を咀嚼して、唾をのみ込んだ。

「こ、国王!?」

「なんだサジ。自分のことをちゃんと話しておらんのか」

　カイルが片眉をつり上げる。

「ええ。べつに必要ないかと思いまして」

　平然と自分を見返すサジに、カイルは眉間のしわをもみほぐす。女心のわからない男を好きになることほど、女が苦労することはない。口数が少ないのも考えものだな、とカイルは自分の息子を値踏みする。そう考えると、カイルがレイラに向けた瞳も自然と、憐みを含んでしまう。

「あいかわらずの唐とう変へん木ぼくぶりよな。まぁよい。それで、彼女をここに連れてきた意図はなんだ？」

「レイラの父に、結婚の許しを得ようと思って、戻って参りました」

（ち、ちょっと待って。国王がサジのお父様!?　それに今、なんて言ったの？）

　レイラが状況をのみ込む前に、カイルはにやにやと頬を緩めた。ついで、誰もいないはずの柱に向かって、声を張り上げた。

「ということのようだ。どうする、ミゲル？」

　すると、誰もいないはずの柱から人影が現れた。

「父様！」

　ありえない展開に、レイラは今度こそ腰を抜かしそうだった。ミゲルは小綺麗な衣に身を包み、髪までも綺麗に整えられている。レガ国の城にふさわしい、立派な人物だ。どちら様ですか、と問おうかと思うくらい自分の知る父とは雲泥の差だが、それは間違いなくミゲルだ。

「どうしてここにいるの？　レガ国の王様とお知り合いなの？」

　ミゲルはカイルのそばまで来て一礼すると、レイラに向き直った。

「ユーリ殿下に助けていただいた後、カイル陛下にかくまっていただいていたのは知っているね？　実はその時、私の身の上をお話ししたら、かくまう代わりに兵士たちへ剣の訓練をするようにと言われてね。今では、ホックとリュートもレガ国の兵士として迎えていただいているんだよ」

「え、それでは、父様はレガ国の兵士なの？　それに、陛下とサジが親子だってことは、つまり……」

　やっとのことで状況を理解したレイラが視線をサジに向けると、それがどうした、と言いたげにサジが答えた。

「私は、この国の王太子だ」

「私をからかっている、なんてわけは……」

「ないな。そんなことをしてどうする」

　レイラは言葉を失って倒れてしまいそうな気分だった。

　ミゲルがふたりの様子に苦笑していると、サジがミゲルの前に進み出て、突然膝を折った。

「レイラとの結婚を望んでおります。どうぞ、お許しください」

　もうすでに、抜かすだけの腰もない。レイラの頬が、雷よりも早く真っ赤に変わった。

「娘の気持ち次第です。この子はなんと？」

「彼女のほうから求婚されました」

〝カノジョノ　ホウカラ　キュウコン　サレマシタ〟

　レイラは聞き間違いかと思った。キュウコンって球根のことだろうか、それとも自分の知らない新たな単語か。レイラの頭の中でぐるぐると思考が回るが、ひとつの結論にしかたどり着かない。

　ミゲルとカイルの様子をうかがうと、自分と同じような驚きが見て取れる。どうやら本当にそういう意味らしい。

「ちょっと、サジってば、いったいなにを言っているの！　私、あなたに求婚した覚えなんかない」

「なにを言っている？　さらってくれと言ったのは、お前だろう」

　サジは心底不思議そうな顔で答えた。眉ひとつ動かさないその表情が不思議そうな顔だと瞬時に理解できたのは、この数ヶ月をともに過ごした成果なのだが。

「へ？　いや、たしかにそう言ったけど」

　それは求婚とは違うのでは、とレイラは思った。いや、ひょっとしたらそうなのだろうか。

「ちょ、っと待って！　じゃあ、あの時『わかった』って言ったのは」

『結婚してください』

『わかった』

（まさかでしょ!?）

　どうやったらそんな解釈になるのか。あるいは、自分が軽率だったのだろうか。もはや、喜べばいいやら、悲しめばいいやらわからない。レイラは、恥ずかしくて穴があったら入りたいと心から願った。

「おめでとう、レイラ」

　ミゲルが目尻を下げて祝福を贈る。穏やかな朝のような、切ない夕べのような。こんなふうに複雑な顔で喜びを表した父を初めて見た。

「父様」

　父の言葉に、羞恥以外の感情が湧いてくる。

「幸せになりなさい」

　レイラは胸が詰まった。

　こくリとうなずくと、一滴の涙がぽろりとこぼれおちた――。




　冴え冴えとした月が冷厳な光で辺りを照らす。その光の下に映し出されたのは、その月よりもなおおごそかに輝きを放つ銀の髪。

「私はどうも口数が足りないらしい。その自覚はあるのだが」

　サジが昼間のことを言っているらしいと察し、レイラは苦笑した。

　レガ国のカイル王や父ミゲルから聞かされた話は、あまりにたくさんありすぎて、一度には頭に詰め込めないほどだった。

　サジは、カイルの息子、しかも王太子でレガ国の跡継ぎであること。そしてユーリは、サジの腹違いの弟であること。サジの母親が、彼を産んですぐに死んでしまったため、ユーリの母であるユリアがふたりを育てたこと。さらに、レガ国では、子どもの教育のために王太子であっても城の外で庶民として暮らすため、自分で子育てを望む王妃は、子どもとともに城の外で暮らすことなど。

　どうやら、〝聞かれなかったから〟というサジの言い分のもとに、レイラに知らされてない重要な話はほかにも山とあるらしい。

『妻にも知る権利がある。お前たちはふたりで話し合うべきだ』

　次々に明かされる事実に目を白黒させるレイラを見て、カイルはそう提案し、ふたりに部屋を用意した。

　サジは、その後もなにやら忙しくあちこち動き回っており、夜半になってようやくレイラのところに姿を見せたのだった。

　サジは、カイルの言葉には素直に従うらしい。もう少し女性を気遣うべきだなどと責められ、うつむいて、はいと答えた姿が印象的だった。

　多分、そのせいでレイラを気遣う言葉を選んでいるのだろう。珍しく立場の逆転したレイラが、両手を背に回して組み、「ほかに、隠していることはない？」と、目の前で、おそらくは反省しているだろうサジの顔を覗き込む。

　返答は即座に跳ね返ってきた。

「べつに隠しているんじゃない。教えていないだけだ」

　サジらしい答えだ、とレイラは心の中で微笑む。少しの沈黙の後、レイラは勇気を振り絞り言葉を紡いだ。

「あのね、私、サジに聞きたいことがあるのだけど」

「なんだ」

「えっと、私と、その、結婚って、本気……なのよね。冗談とかではなくて」

「当然だろう」

「でも、やっぱりサジとは結婚できないでしょう？　だって私は……その、王になる予定だし」

　本当に聞きたいこととは少し違うが、直接的な質問は恥ずかしかった。レイラは慎重に言葉を選びながら話を続けた。

「サジは、レガ国の王様になるわけでしょう？　リア国のことは、きっととても大変だと思うけど、姉様もいるし、私もがんばるから大丈夫よ。サジは、私が王になるのを嫌がっていると思って助けてくれようと結婚なんて言ってくれたのだろうけど」

　それは、レイラの本心ではなかった。本当は、サジにそばにいてほしい。ずっと一緒にいてほしい。けれど、自分が王にならずにすむ方法として、サジが結婚を提案したのだとしたら、そんなことは耐えられそうもなかった。

　だが、サジは肝心なところには触れず、なぜか予想外の場所を引っかけた。

「いや、カマラはリア国を出ることになるから、お前を助けるのは無理だろう」

「どうして？」

「私たちと入れ違いに、ユーリがレガ国に連れてくることになるだろうからな」

「あぁ、姉様もお礼を言いに来るのね」

　ミゲルとカマラを助ける援助をしてくれていたのが、カイルだったのだから、当然改めて挨拶しに来るべきなのだろう。

　サジは肯定も否定もしなかった。

　そうしてサジは、レイラの女心をまったく解げさぬ的外れな返事をした。

「私がリア国にいれば、外交上もいろいろと便利だから、父もユーリも反対したりしない。心配しなくても、私はレイラとともにリア国に行くつもりだ」

「リア国に来るって、だって、レガ国の跡継ぎなのでしょう？」

「ユーリがいるから大丈夫だ。もともと、あいつは私よりほんの数日誕生が遅かっただけだからな。どちらが王になっても誰もなにも言わないさ」

　なぜかうなだれるレイラの顎に、指を引っかけるようにして上向かせると、今にも泣きだしそうな顔と視線が重なる。

「どうした？　私が泣かせているのか？」

　喜ぶと思ったレイラの瞳が曇ったことに、サジは狼ろう狽ばいした。経験したことのないその動揺が、サジを余計に混乱させる。

　今まで、サジは、女性の気持ちを考えたことなどなかった。べつに付き合った女性がいなかったわけではない。しかし、とくに気を使わなくても、問題が起きることもなかった。よくよく思い起こせば、怒らせたり、泣かせたりしたことがあるような気もする。しかし、それは相手側の問題か、相性の問題だろうと思っていたのだ。

　サジは、リア国での最後の夜に、ユーリに言われたことを思い返した。
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『な～んかさ、お前があんなに感情的になるとこ、初めて見た気がするんだけど？』

　それは、レイラにさらってほしいと衝撃の告白をされる前日のこと。ユーリからのひと言で始まった。

『自分じゃ気づいてないと思うけど、レイラがいなくなったのに気づいて真っ青になっていたし。サジってばレイラのことになると冷静さを失うよね。本当にこのまま明日レガ国に帰っちゃっていいわけ？　レイラが、いっつも目の端でサジを追っているってこと、本当は気づいているんだろ？』

　レイラが手紙を残し、突然部屋から消えていた時のことは、たしかに自分でもうかつだったとサジは思っていた。

『そうか。よく目が合うのは、レイラが私を見ているからか』

『お前、その意味わかっている？』

　サジが、なんの意味だと目を細めると、ユーリに肩を叩かれた。

『お前もレイラのことを、よく見ているってことだよ』

『それがどうした。私は、リア国の政情を心配しているだけだ。王をなくせば国が乱れる。その影響は、レガ国に波及する』

　サジが自分の気持ちに気づいていないと悟って、ユーリはどう説明すればいいのかと、心の中で嘆息する。

『俺さ、明日求婚しようと思っているんだ』

『お前の理想は、はにかんで微笑むようなおしとやかで可憐な女じゃなかったのか？　カマラはずいぶんと遠い位置にいるようだが』

『いいんだよ！　理想と現実は違うんだよ！』

　誰に求婚するかも言わないうちからサジに言いあてられて、ユーリはぷっと頬を膨らませた。自分の気持ちには自覚がないくせに、なんだって人のことはよくわかっているんだ。

『リア国に湖から潜入した時、協定を破って密漁をしている連中を見つけたって言ったろう？　部下が連中を捕らえようって提案してきた時、カマラは泳がせて様子を見るべきだって言ったんだ。組織的にやっていることの証拠を捜して一網打尽にしないと、トカゲのしっぽ切りになるってね。案の定、そいつらはソリャンの命令で動いていた。まぁ、俺ももちろんそうするつもりだったけどさ。でも、暗闇の中で怖がりもせず、とっさにそんなこと言う女、ほかにいると思うか？』

　いつも以上に冗舌になるユーリに、サジは含み笑いをした。

『では、がんばって父王を納得させるんだな』

　レイラの姉だと言ったところで、王族でもなんでもない。カイルはともかく、重臣たちを納得させることは容易ではないだろう。

　レイラに会いに行くようサジを促すために来たという最初の目的を忘れ、ユーリは、どうやって求婚するべきか、いやその前に自分の身分を明かすべきか、もしも失敗したらどうしよう、などと、サジの周りをうろつき始める。

　サジは、いつまでも続きそうな弟の恋愛相談をきり上げるために、適当な助言をした。

『綺麗な髪だとでも褒めておけ。女は褒められると喜ぶ』

　サジは、自分の言葉に、レイラの赤い髪を思い出した。見上げた空にぽっかりと浮かんだ月に、レイラの顔が重なって見えた。
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『お前もレイラのことを、よく見ているってことだよ』

　ユーリが自分に投げた言葉の意味。サジはようやくそれを理解した。目の前で肩を震わせる小さな存在を失いたくなくて、サジはレイラを両腕の中に閉じ込めた。

「サ、サジ？」

　急に抱きしめられて、レイラは居心地が悪そうにサジの胸の中でがさごそと身じろぐ。

　細い肩、白い肌、紅潮した頬。そのすべてが、サジを酔わせた。感情豊かな弟に一本取られたようで、サジは知らず笑みをこぼした。

「ユーリは、尻に敷かれそうだな」

「え？」

「いや、なんでもない」

　レイラを解放すると、突然サジはひざまずき、レイラの左手を取った。その小さな甲に、壊れ物を扱うようにそっと唇を落とす。

「レイラ。お前を愛している。私の妻になってほしい。国のためではなく、私自身のために。そのために、私はレガ国を捨てよう」

　サジにとって、今や高価な宝石よりも価値のある大きな瞳が、驚いたように見開かれた。ふいに、冷たい滴が数滴、サジの手を濡らす。

　それは目の前のレイラの目尻からこぼれおちたものだった。

「やはり、私ではだめか？」

「ううん！　そうではなくて。信じ、られない」

　すっと音もなく立ち上がったサジに、今度はレイラが見下ろされる形になる。レイラは真剣なサジの瞳に縛られたように、目を離すことができないでいた。

　間近で見たサジの瞳は、ヴィシューの湖面のように美しく自分を惹きつける。ヴィサージェというサジの正式な名前が、ヴィシューの湖にあやかったものであるという話も素直にうなずける。

　サジは、レイラの目頭から目尻へと、親指の腹を滑らせた。丁寧に涙を拭った手を、そのまま下に滑らせ、レイラの両頬を包み込むようにして固定する。

　どちらからともなく、吸い寄せられるように唇が重なり合った。軽く触れた唇から、お互いの体温が伝わってくる。サジは、レイラの反応を見るように、いったん唇を離す。

　一瞬で離れていったサジの体温が恋しくて、これは現実なのだともう一度確認したくて、レイラは、乞うように切なそうな瞳でサジを見上げる。

　潤んだ瞳を自分に向けるレイラを見て、サジは心がざわめいた。すっと通った鼻筋に、小さな赤い唇。赤い髪の毛は、光をはらんで黄金のように燃える。あと数年もすれば、レイラの魅力に誰もが振り向くようになるに違いない。

　いまだ幼さの残る可憐な花のつぼみを、誰もがそうと気づかぬうちに、自分が摘み取ってしまったことへ、サジは少々の罪悪感を覚えた。だが、それ以上に高揚感が高まる。

　やれやれ、とサジは自嘲した。

　知らぬ間にずいぶんと溺れていたものだ。サジは、レイラの後頭部を手のひらで固定すると、かわいらしい唇を自分のそれでむさぼるようにふさいだ。

「さて、これで、信じる気になったか？」

　長い口づけの後、自分に体を委ねているレイラを見て、サジは口の端が上がる。耳たぶにひとつ口づけを落とすと、艶やかにささやいた。

　当の本人は、サジがそんなふうに笑っていることに気づく余裕すらなく、力の抜けた体で必死に息継ぎをしている。

「やっぱり夢の中に、いるみたい」

　ぼんやりとつぶやくと、頭上でくすりと笑う声が落ちた。その声で、ふと我に返る。レイラは急に恥ずかしさが込み上げ、熟れすぎた桃のように真っ赤になった。

　その場の甘い空気を変えたいこともあって、サジの胸を押し距離を取ると、両手を組んで姿勢を正す。

「あ、あのね、サジ。ひとつお願いがあるの。今度からはなにかあったら隠さずに教えて？　父様たちが生きていたことだって、ちゃんと教えてくれればよかったのに」

　サジは、考えるように視線を空に向け、一拍間をおくと真顔で答えた。

「どうかな。レイラは顔に出やすいからな。知られて困ることは教えないかもしれないな」

「なっ!?　い、いじわる！」

　サジに突っかかろうと腕を振り上げ、左足を前に出す。その途端、地面を掴むのにしくじった足裏が、平衡を欠き、体が大きく傾かしいだ。

　恐怖に目を閉じたレイラは、すんでのところでよく知る逞しい腕に抱きとめられる。

　またか、とあきれた声が降ってきて、レイラはうつむいた。どうしていつもサジの前でドジを披露してしまうのか。しかし、怒りの声はなく、レイラの視界が突然ぐるりと回り、体ごと抱き上げられた。

「お前は、よほど私の腕が好きらしいな」

「あ、あのサジ。恥ずかしいから」

　体を揺すり、わずかに抵抗を見せる。だが、レイラの抵抗などサジにとっては風のようなものだ。

「どうせまた転ぶんだろう？　おとなしくしていろ」

　涙目なくせに、むっとしたような膨れっ面のレイラを見て、サジはぷっと噴き出した。

「馬鹿にしているのでしょう」

「してない」

「しているわ」

「違う。いとおしいから笑っただけだ」

　そう言って、サジはにっこりと微笑んだ。その、美しく整った綺麗な形の唇を緩やかに持ち上げて。

　やっぱりサジはいじわるだ。そんなふうに言われたら、自分には勝ち目がない。ゆっくりと降ってくる唇が、レイラの耳もとで低い声を出した。

「地面にぶつかるたびに、お前の鼻が被害をこうむるようだからな。これ以上低くならないように、私が一生見張っておこう」

　暗に守ってやりたいのだという意味を含ませ、サジはレイラを抱き上げたままもう一度唇を寄せた。

「レイラ」

　サジはレイラの耳たぶを唇で挟む。そのままくすぐるように耳のうしろに舌を這わせる。

「やっ、サジ、だめ」

「だめ？　こうすると、お前はいつも喜ぶだろう？」

「よ、喜んでなんかないわ！　んんっ！　やだ、落ちる！」

　レイラは、サジに抱えられた不安定な状態から力が抜けて、思わず体をひねり、サジの首筋に抱きついた。

「やっと素直になったか？」

　サジは口角を上げると、レイラを横抱きにしたまま長椅子に腰を下ろした。

「即位はしていないが、お前が望むなら、今すぐ私のものにしてやるが」

　レイラを膝に抱えたまま、サジの左手がレイラの衣の裾をたくし上げる。両足を割って入った手のひらが、膝からゆっくりと太ももに移動したところで、レイラが上気した顔をさらに赤くして叫んだ。

「だ、だめよ！　まだ即位していないもの！」

「なら、即位した夜に、私のものになるな？」

　レイラが無言のまま硬く目を閉じていると、サジの指が再びうごめき始める。

「や、だめっ！」

「返事は？」

　サジは楽しそうにレイラを眺めながら、ふっと耳もとに息を吹きかけた。

「あっ！」

　レイラは身悶えて、サジから体を離そうとするが、サジの体はびくともしない。

　どうやら返事をするまで、やめるつもりはないらしいと悟り、レイラは小さな声で答えた。

「サ、サジのものになります……」

　恥ずかしくて、閉じたままのまぶたに、サジのやわらかな唇が触れる。

「いい子だな。いつもそのくらい素直だといいんだがな」

　くすりというサジの笑い声が降ってきた。
















最終章　裏切者













　――十七年前。

　漆黒の闇の中で、ひとつの影が動いた。

　周囲の景色に溶け込むように、しかしよりいっそう深いその影は、暗闇の中とは思えないほど俊敏な動きで、常人ならたどり着くことさえ難しいその部屋へ、やすやすと降り立った。部屋の壁には、緋色の布地のタペストリーが掲げてあったが、そこに縫い取られた太陽をかたどった紋章も、今は、暗闇にかき消されていた。

　夜目のきくミゲルにとって、熟知している秘密の抜け道を通り、王女の寝室に入り込むなど造作もないことだ。ミゲルは様子をうかがいながら、慎重に窓際へと身を寄せた。寒いと思ったら、雪が降り始めている。

　侍女も見張りも、食事に盛った薬がよく効いて眠っているのだろう。不気味なくらい静まり返っている。なんの障害もなく、ミゲルは王女の寝台に、足音も立てず忍び寄った。

　――スースー。

　部屋の中には、天蓋付きの豪華な寝台があり、その中で小さな呼吸音が規則正しくこだまする。生後半年ほどの部屋の主の名前はレイラという。

　ぬっと、影から長い腕が伸びたかと思うと、やわらかいレイラの背に回された。

「あ～」

　やわらかく温かな体からは、間違いなく鼓動を刻む音がしている。小さな体から発せられた声が闇を引き裂く。その声に自分の行為をとがめられた気がして、一瞬ミゲルの動きが止まった。自分は、やはり間違ったことをしているのかもしれない。

　しかし、ためらったかに見えたその両手は、次の瞬間には、レイラを軽々と持ち上げた。

「悪いな。お前に罪はないが、恨むなら、非道な親を恨めよ」

　ミゲルは低くつぶやくと、すやすやと眠るレイラを手早く布でくるんだ。

　なぜ王が、数いる王子ではなく、たったひとり生まれた王女を跡継ぎに据えたのか。ミゲルには思いあたる節があったが、今となってはそれを確かめるすべもなかった。

（秘密の通路は、隠しておいたほうがいいな。露見すれば、この通路を通って、自分たちに確実な追っ手がかかるだろう。――いや、それはないか）

　一瞬、ミゲルはすぐに捕らえられることを想像したが、即座にそれを否定した。

　ミゲルは、王が通常の追っ手しか差し向けることができないと踏んでいたし、それは真実でもあった。秘密の抜け道を表ざたにすれば、王自身の身が危うくなる。いざという時に城外へと抜けるためにつくられたそれは、王の命綱でもあるのだ。

　ミゲルは、慎重に窓際へと身を寄せると、うかがうように辺りを見渡して、すばやく窓から綱を下ろした。窓際に足跡を残し、いかにもそこから逃げたように細工をする。

　王は真実を見抜くだろうが、それはたいして問題ではない。こつぜんと姿を消したことにするよりは、このほうが少しは時間稼ぎになるだろう。正攻法しか使えない王が、賊を捕らえるためと城門を閉ざしたところで、自分たちはすでに城を出た後なのだ。

　ミゲルはもう一度部屋の中をぐるりと見回し、秘密の抜け道に体を押し込んだ。町へと続く地下通路の入口では、ひとりの若い男が小さな金髪の少女を背負っていた。

　すまない、カマラ、とミゲルは心の中でつぶやき、安らかな寝息を立てているカマラの頭をひとなですると、腕の中にいるレイラを抱き直した。

「準備はできているな？」

「はい。ホックが町の外で馬を連れて待機しています」

「よし。行くぞ」

　ふたりの男は、前後に並んで無言のまま歩きだした。前面に広がる暗闇は、この幼い娘たちがたどる、果てしなく長く、遠い道のりのような気がして、ミゲルは顔をゆがめた。

　布からはみ出した赤い髪を、寒くないようにとくるみ直す。生まれた時からふさふさと生えそろっていたその髪は、産後の肥立ちが悪く、息を引き取ったレイラの母にそっくりだった。

『どうぞ、この子をお守りください』

　それは、レイラの母親である美しい女の言葉だ。彼女は、生まれたばかりのレイラの行く末だけを心配し、夫である王に懇願しながら息を引き取った。

　ミゲルは王の傍らにひざまずいてその言葉を聞きながら、うつむいたまま唇を噛みしめた。その女から紡ぎ出された言葉であるというだけで、それはミゲルの心に深く響いた。

　生まれて初めてミゲルの情熱に火をつけた女の、最初で最後の願い――。

　王命で女がジウチ王に嫁ぐことになった時、彼女はミゲルの胸に飛び込んできた。その潤んだ瞳を見た瞬間に、ミゲルは女とともに地獄に落ちることを決心した。

　ひとりの女に、ふたりの男。結局女は、ジウチ王のもとへ嫁いだ。

　惹かれ合うお互いの気持ちを無視できるほど、ミゲルは大人ではなかったが、だからといって、なにもかもを捨て去って逃げることができるほど、子どもでもなかった。

　王は、すべてを知っていたのだろうか。城から出たミゲルは、時折そんなことを考えた。考えても詮無きことだとわかっていながら。

　女の言葉を守るためかどうか、王は生まれて間もない王女を跡継ぎに据えるため、王家の刺青を施す儀式を秘密裏に行った。ミゲルは、表向き王の護衛兵士ということであったが、実際は剣の腕を見込まれて裏の仕事を任されるようになった、ただのごろつきだ。王の決断に口を挟む権利など、あるはずもない。

　彼女の願いは、王女であるレイラを王にすることではなかったはずだ。あの時の彼女の言葉は、ジウチ王ではなく、自分に向けられた言葉だったのではないのか。自分だけが、彼女の真の願いをかなえてやれるのではないのか。

　子どもをはらんで以来、執拗に命を狙われていた彼女の不安通り、何者かが、あるいは王族のすべてが、王女の命を狙い始めた。嫉妬に憎悪が混じり、それは、王がレイラを跡継ぎに据えることにしたと、事後承諾の形で公表した直後から、加速度的に増加していた。もう間もなく、ここは戦場になるのだ。

　いずれ成長したら、レイラは母のように美しい娘に育つのだろうか。

「ミゲル隊長。これからどうするおつもりです？」

　前を歩くリュートは、ずり落ちそうなカマラの体に弾みをつけて器用に背中の上に持ち上げながら、振り返った。

「そうだな。田舎で、畑を耕しながら大工でもして暮らすか」

「それもいいかもしれませんね」

　真面目なリュートは、自らの待遇が極端に悪くなることに愚痴もこぼさず、首肯した。そしてつけ足しのように小さくつぶやいた。

「ハスナは……。大丈夫でしょうか」

「わからん。目を覚ましてくれるといいがな」

　リュートは自分の今後ではなく、本当はハスナのことを聞きたかったのだろう。ミゲルがハスナを妹のようにかわいがっているように、リュートはハスナを姉のように慕っていた。

「きっと、目を覚ましますよ……」

　自分に言い聞かせるように、リュートはぐいと顎を上げてつぶやいた。リュートの願いも虚しく、のちにソリャンの命令により、ハスナは次々に王族を殺あやめ、政治的理由から多くの人間を処刑することになる。

　自分たちが、そんな無実の罪で囚われた人や政治犯を助けるために、牢を破ったり、処刑場をあらしながら、そうと悟られないよう、貴族たちから金品を奪う盗賊行為を行うようになるなどとは、この時のミゲルたちには想像もできなかった。

「ふぇっ！」

　ふいに、ミゲルの腕の中の小さな存在が自己を主張した。ミゲルは腕を揺らしながら、そっとレイラをあやす。自分をじっと見つめるその瞳に、不安げな自分の顔が映り込んでいる。

　王の瞳も、自分の瞳も、似たような色をしている。だから、この子の父親が誰であるかは、神にしかわからないことだ。

　やはり、王はすべてを知っていたのかもしれない。知っていたからこそ、王女を跡継ぎに据え、自分の娘であることを主張したかったのかもしれない。

　それが、主を裏切ったミゲルへの復讐。

「あ、隊長！　ホックです！」

　リュートがほっとしたように明るい声を出す。

　出口には、粗末な荷馬車が準備してあった。地上に出ると、ちぎれた雲のように真っ白い塊が、まるで天からの贈り物のように舞い踊っている。

　これだけ降っていれば、足跡を追うこともできまい、とミゲルは思った。朝まで降り積もれば、その輝くばかりの白がすべてを覆い尽くすだろう。自分の罪以外は――。この清浄な雪であっても、自分の裏切りを消すことはできない。それでも、子どもに罪があるはずもなかった。

　荷馬車が動きだすと、ミゲルは城を振り仰いだ。もう二度と、訪れることはないだろうその城を。石造りの堅固な城は、ほかを排除する厚い壁に囲われており、四方に守備塔が配置されている。その手前にはぐるりと堀があり、近くに跳ね橋が見えた。抜け道を通らなければ、どうやっても脱出は不可能だっただろう。

　どうか、この赤子をお守りください。ミゲルは雪に祈りを込めると、静かに目を閉じた。

　しんしんと雪の降る、寒い夜のことだった――。
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　素晴らしい陽気だった。

　窓から入る光が緋色の布地を照らし、金糸で縫い取られた太陽をかたどった紋章が、まるで本物の太陽のようにきらきらと輝いている。

　自分の背後にある、リア国を象徴するそのタペストリーを振り返り、レイラはまぶしさに目を細めた。光を追うと、明るい窓の向こうに、石造りの城壁と広がる町並みが見える。

　レイラは、城の周囲を見下ろした。これから自分が一生を暮らすことになるだろう城だ。炎で黒くすすけた城の周囲にはぐるりと堀があり、遠くに跳ね橋が見えた。抜け道を通れば、こっそり町に遊びに行けるかしら。目の前の現実が想像以上で、レイラはそんなことを夢想した。

　人々が行儀よく列をなす様は、まるで蟻の行軍のようだ。いったい、列の端はどの辺りにあるのだろうか。

　人々の群れから数段高い玉座に座し、祝いの言葉に礼を述べるという単調な作業の繰り返しが数刻続いた後、十八歳になったばかりのレイラは、再び笑顔をつくった。

　戴冠式のために、わざわざレガ国、リア国の双方から集まってくれた人々に対し、疲れた顔を見せるわけにはいかない。そう思い、椅子に座り直そうとわずかに腰を浮かせた瞬間、履き慣れない靴の細いかかとが、これまた着慣れない豪華な衣の裾に絡んだ。

　次の瞬間、燃え立つようなレイラの赤い髪が、彼女の体とともに斜め前方に大きく揺れる。

（嘘っ！）

　列をなす人々から地面へと、意図せず自分の視界が移動した時、レイラは、次にくるはずの痛みを想像してぎゅっと目を閉じた。数段とはいえ、頭から転がり落ちれば相当に痛いはずだし、下手をすればかなりひどい怪我をすることになるだろう。

　だが、いつまで待っても、覚悟したはずの痛みも衝撃もやってこない。代わりに耳もとで、はぁ、と聞き慣れた小さな嘆息が聞こえる。恐る恐る目を開くと、唇が触れそうな距離で、瑠璃色の瞳があきれたように自分を見下ろしていた。

「あ、ありがとう。サジ」

　サジが、転びかけたレイラを瞬間的に支えたことはあきらかであった。しかし、レイラの腰に手を回し、反対の手を握るという一連の動作があまりに優雅だったため、周囲の人々は安堵と感嘆の入り混じったため息を漏らした。

　近すぎる距離にはっとして、レイラは思わず視線を逸らす。

　サジの人目を引く艶やかな銀髪と端正な顔立ちだけを見れば女性のようにも思えるが、自分の腰に回された逞しい腕と目の前にある厚い胸板は間違いなく男性のものだ。

　大勢の人々の前で失態を演じずにすんでよかった、とレイラはサジに向かって恥ずかしそうに微笑んだ。

（あれ？　なにか怒っている？）

　自分を腕の中に抱え込んだまま、サジは離れようとしない。それどころか、ますます力を入れて自分の体を引き寄せようとしている。その鋭い眼光は、自分をとがめているように見えた。

　周囲の人々が見てもわからぬ無表情なサジの微妙な表情の変化。しかし、やはり間違いはなさそうだった。

　こんな大勢の前でドジを踏んだからだろうか。やはり自分にはすぎた役目を背負ってしまったのだと、レイラは不安な気持ちになった。

　すると、急に自分の体が重力に逆らって宙に浮く。まるで荷物のようにサジの肩に抱えられたのだと気づくのに、数拍を要した。

「サ、サジ!?　なにを……」

　驚くレイラの言葉を遮り、サジは正面に向き直ると、よく通る声で人々に告げる。

「悪いが、今日の謁見はここまでとする。諸君と語らうのも大事な仕事だとは思うが、これ以上時間がかかると、私たちの最も重要な仕事が疎かになる」

「最も重要な仕事？」

　レイラはサジがなにを言っているのかわからず、首だけを持ち上げて、彼を振り返った。

「子を成すことだ」

　人々を前にして、ぴしゃりと宣言し、眉ひとつ動かすことなく「では失礼する」と、サジはレイラを抱えたまま人々を残して歩きだす。

　いやぁ若いおふたりは仲睦まじいことで、これは一本取られましたな、まったくこれでリア国は安泰ですね、などという人々の言葉と笑い声が耳に入り、レイラは破裂しそうなほど赤くなった顔を誰にも見られたくなくてサジの肩に押しつけた。

「ちょ、ちょっと！　下ろして！　サジったら！」

　サジの広い背中をこぶしで叩いてみるが、サジは微動だにしない。あっという間にふたりの部屋まで来ると、サジはレイラを寝台に下ろした。

　この部屋に到着するまでに、いったい何人に目撃されたことだろう。

　レイラは毛布を引き寄せ、羞恥に染まった顔を鼻まで覆い隠すと、大きな金の瞳だけを覗かせてサジを睨んだ。

「もう、どうしてみんなの前であんなこと言うの？」

「あんなこと？」

「こ、子を成すなんて！」

「レイラは私の子を産みたくないのか？」

　サジは真剣な表情で、寝台にうずくまるレイラの上に覆いかぶさった。

「そ、そんなことない！　私だってサジの子どもが欲しいと思っているよ。だって、私はサジのことが、す……」

　好き、と言おうとして急に自分の置かれた状況に恥ずかしさが込み上げる。

「す？」

　サジは、誰にもわからないくらいほんのわずか口の端を持ち上げると、レイラの毛布を引き下げた。ふっくらとしたレイラの唇があらわになるが、素直な言葉を紡ぐことはない。代わりに、「いじわる！」と口にして、毛布を乱暴に掴むと頭からかぶった。

「べつに、いじわるなどしたつもりはないのだが……」

　サジの声音が遠のき、自分にかかっていた重みが急に失われる。レイラは、はっとして毛布をはぎ取ると大きな声で叫んだ。

「嫌！　行かないで！」

　サジは、すでに寝台から数歩離れたところにいて、レイラの声に振り返る。だが、歩み寄ってくる気配はない。ただ、青く澄んだ瞳でレイラを見下ろしている。

　数拍の時間が、永遠にも感じられる無言の圧力。いつもと同じように、レイラが根負けして口を開いた。

「す、き、です……」

「一日一回転ぶことがか？」

「もう！　いじわる！」

　もう一度、体温の感じられる距離に近づいてくれることを期待したが、サジは動こうとしない。観念したレイラは、懸命に恥ずかしさを振り払って言葉を絞り出す。

「だから、私は、サジが、サジのことが……す、き」

　潤んだ瞳でサジを見つめると、一瞬で距離を詰めたサジの唇が降ってくる。優しい、ついばむような甘い口づけ。

「レイラ……」

　吐息交じりに耳もとでささやかれるサジの声。何度聞いても体の内側がとろけそうになる。

「サジ、大好き」

　今度は素直に口にできた。同時に、サジの首に両腕を絡ませて抱きしめる。

　途端に、はぁ、とサジの大きなため息が聞こえた。

「まったく。ここのところ十分な休憩もなく働きづめだから、せっかくゆっくり休ませてやろうと思ったのに……」

　なるほど、とレイラは思った。

　どうやら無理やり抱きかかえて部屋へ下がってきたのは、レイラを休ませるためだったらしい。たしかにこの数日は、とくに忙しく、心身ともにへとへとな状況だった。そんなふうにそれとなく自分を気遣ってくれることが、レイラはうれしくてならない。

　少々、言葉が少なく説明不足なのが難点ではあったが。

「サジ？」

　自分の肩に頭を預けるような格好で、サジは動かない。

　疲れているのは自分だけではなかった。サジは右も左もわからないレイラを助けるために、彼女の半分の睡眠時間で働いているのだ。

　しかし、サジはレイラの想像とは違う言葉を発する。

「私を煽ったレイラが悪い」

　サジが低くつぶやく。

「煽る？」

　予想外、というより意味のわからない言葉だ。

　レイラはサジをじっと見つめる。

「だから、そんなふうに煽るな」

「わからない。煽るってどういうこと？」

「こういうことだ」

　言うが早いか、サジはレイラのきゃしゃな指に自分の長い指を絡ませ、寝台に縫いつけるように体を押しつけると、そのまま深く口づける。

「んっ！」

　頬が紅潮し、レイラの唇の端から吐息が漏れる。サジは、レイラの唇を味わうように、角度を変えながら何度も深く唇を寄せる。これ以上長く続いたら、息が止まるのではないかと思う頃、ようやくサジがレイラを解放した。

「もう一度言え」

「えっ？」

「もう一度。私を好きだと。言うんだ」

　レイラ、と名前を呼ばれ、レイラはサジの耳もとに自分の唇を寄せると、そっとささやいた。

「愛しています」

　その言葉に弾かれるように、サジがレイラをきつく抱きしめる。

「まったく、厄介な娘だ」

「厄介？」

「そうだ。まったく、どうして私の心をかき乱すようなことばかりするんだ？」

「私、なにかした？」

「自覚がないのが、一番たちが悪いな」

　そういうと、サジは、レイラの衣を胸もとからぐいと引っ張ってはだけさせ、あらわになった鎖骨へと口づけた。同時に、レイラの指を自分の指でゆっくりとなでながら、一本一本確かめるように絡ませる。すべての指が合わさると、まるでわずかの隙間も許さないというように力強く握りしめた。そのまま、鎖骨の下のほうへと唇を滑らせると、レイラの肌をむさぼるように、唇を押しつける。

「サ、サジ！　なんだか少し痛いわ！」

　レイラは抵抗するが、サジは離れるどころか今度はレイラの肌に吸いついた。ちくりとした刺激が走る。

「これでいい」

　ようやくサジがレイラを解放すると、いつもよりもいたずらっ子のように微笑んでいる。

「なに？」

「私をもてあそんだ罰だ。私のものだということを体に刻んだから、その意味をちゃんと考えていろ」

「体に？」

　レイラは自分の左胸と鎖骨の間を確認する。なにやら、虫に刺されたように肌が赤くなっている。

「な、これなに!?」

「だから、私のものだという証だ」

「ほかの人から見えてしまうじゃない！」

　見る人が見れば、それが口づけた痕だとわかってしまいそうだ。レイラが赤くなって叫ぶと、サジは唇の端をつり上げた。

「そうか。なら、皆から見えないところに、証を刻んでやろう」

　そういいながら、サジは、レイラの衣の裾から指をもぐり込ませる。レイラの太ももにそっと指を滑らせると、内側をなでるように手のひらを置いた。

「んんっ！」

　レイラの背筋に甘い感触が走る。サジはその様子を眺めながら、レイラの太ももにある太陽の紋に口づけた。

「だ、だめっ！」

「なにがだめなんだ？　お前は私のものになるのだろう？」

　サジは、レイラの太ももに唇を寄せたまま、会話をする。そのせいで、サジの吐息がレイラの下半身に感じられて、レイラはおかしな気分になりそうだった。

「ま、まだ、結婚していないわ！　それは、即位の後でって話したでしょう」

　レイラは、必死に声を張り上げる。

「仕方ないな」

　サジは、わざとらしくため息をついてみせると、唇の端でくすりと笑う。

「まったく、これだけ私を煽っておいて、あっさりと終了とは。もしかして、お前は、ものすごい悪女なんじゃないのか？」

　レイラは、悪女という言葉に反応して、サジを睨みつけた。

「どうしてそんなことになるのよ！　もう。サジの馬鹿！　やっぱり、出ていって！」

　レイラは手近にあった枕を持ち上げ、サジの体に打ち下ろす。

　あははは、というサジの笑い声が、レイラの鼓膜を揺らした。

「ゆっくり休め」

　サジは、レイラの唇にそっと自分のそれを重ねる。レイラのすぐ隣に横になると、サジはレイラの頭の下に自分の腕を滑り込ませ、反対の腕を彼女の体に巻きつけてから、耳もとにささやいた。

「一生私の腕に抱かれていろ」

　レイラは久しぶりに王となる重圧の不安から解放された。この腕の中が、自分の居場所なのだと、改めて幸せを噛みしめる。

　サジの重みを心地よく感じながら、レイラはゆっくりとまぶたを閉じた。




　＊＊＊




　――三年後。

　落ち着いた色彩でまとめられているその部屋は、権力者が富の象徴として飾りたがるいっさいのものが排除されていた。ただひとつ、壁に飾られている王家の紋印が入った剣を除けば、ここが王の部屋であることを忘れてしまうほどだ。

「今頃、父様はどうしているのかしら。姉様は、なにか聞いている？」

　ふたりだけの気安さから、未来のレガ国王妃であるカマラのことを、レイラは昔からなじんだ呼び方で呼ぶ。

「わからないわ。でも、きっと元気でいるわよ」

　ミゲルがふたりの前を去ったのは、三年前のこと。ちょうどレイラとサジの婚姻の儀式が終わった直後のことだ。

　姉のほうが先に結婚をすべきだろうという、周囲の計らいで、カマラとユーリがその前月に結婚し、カマラはレガ国に移住していた。

　夜半、突然出ていくと言いだしたミゲルは、引きとめる間もなく、元気で、という言葉だけを残し、あっという間に暗闇に消えていった。自分探しの旅に出たい、という理由が本心なのかどうかはわからないが、それ以来、なんの便りもない。

「きっと、父様にもいろいろやりたいことがあるのよ。大丈夫。便りがないのはいい知らせってね。きっと元気でやっているわよ」

「そうだね」

　寂しそうに笑うレイラに、カマラは胸が痛んだ。自分も父のすべてを知っていたわけではない。それでも、レイラに比べれば、自分は父の裏の顔を少しは知っている。

　馬も、剣も、すべてミゲルから教わったものだ。来るなと怒鳴る父に逆らい、こっそり跡をつけて、牢破りをしていると知った時には、腰を抜かしたが、結局頑固な自分に折れて、手伝いをすることを渋々認めた。レイラには絶対に秘密にする、と誓わされて。

　どこか過去にとらわれているように見えたミゲルのことだ。なにか思うところがあって、姿を消したのだろう、とカマラは思った。

「知らせといえば」

　カマラは話題を変えようと、意味深に微笑みかけた。

「サジには、もう話したの？」

　レイラはさっと頬を赤らめて、首を横に振る。

「まだよ。今日話そうかと」

　思っている、と言い終わらないうちに、部屋の扉が音を立てた。

「お話し中、悪いが」

　サジは、本当に悪いと思っているのかどうか、言いながらつかつかとレイラに歩み寄ると、椅子の背とレイラの体の間に手を入れ、肩を抱く。

「失礼！」

　レイラに向けたのか、カマラに向けたのかわからないその言葉を言い終えると、サジは、レイラの体を抱き上げた。

「ちょ、っと、サジ！」

　突然なにをするのかと、レイラが抗議の色をにじませる。

　サジは、あいかわらず表情を崩さず、淡々と口にした。

「昼間倒れたと聞いた。久しぶりの再会で、姉妹積もる話もあるだろうが、両国の友好会談は、今月いっぱいある。その間、姉君はリア国にいるのだから、もう少し体調がよくなってから遊んでもらうんだな」

　サジの言葉が示すように、カマラは、レガ国とリア国とで行われるヴィシュー湖の使用協定に関して、レガ国を代表してユーリとともにリア国を訪れていた。

　したがって、決して遊びに来たわけではないのだが。

「サジってば！　姉様は、私のお見舞いに来てくれたのよ。それに、体調はもう平気だから」

「信じられんな」

　目の前で繰り広げられるレイラとサジの仲睦まじい様子に、カマラは安堵の表情を浮かべた。

「遅くまで女王陛下のお部屋にお邪魔いたしまして、大変失礼いたしました。おふたりの仲が変わることなくよろしいようで、私も安心いたしましたが……、陛下に対して、そのような乱暴な扱いは、次回からは控えるべきでしょうね」

　レイラに頭を下げると、目を合わせることなくカマラが歩きだす。その慇懃な態度がひどく冷たく思えて、レイラはどきりとした。

　が、部屋を出る瞬間、カマラは、振り返ると、口の端をにやりと上げた。

「陛下は、もう陛下おひとりだけの体ではございませんから」

　扉が閉まると同時に、静寂が訪れる。どう言おうか迷ううちに、サジが静かに口を開いた。

「本当、か？」

「倒れたのは、そのせいだって侍医に言われて。姉様も子どもができた時、同じだったって」

　抱き上げられたままサジを見上げると、まるで放心状態といった顔で、焦点の定まらない目をしている。

「サジ？」

　まさか、喜んでもらえないのかと不安になり始めた時、サジはまるで壊れ物を扱うように、そっとレイラを立たせた。

「抱きしめても、大丈夫か？　その……子どもに障ったりはしないか？」

　不安そうに自分を見つめるサジの顔が、妙におかしい。誰かが見ても、いつもと変わらぬ顔だと言うに違いないが、自分にははっきりとわかる。

　これは、どうしていいかわからなくて、戸惑っている顔だ。

「そっとね」

　強く抱きしめられたくらいで、影響がないことは知っていたが、珍しく優位に立ったことが楽しくて、レイラはふざけるように言ってみた。

　だが、サジは本当に、まるで卵でも温めるようにふんわりと手を伸ばしてくる。ともすれば、たんに寄り添っているだけのようにも思えるくらいだ。

　冷静沈着なサジが、おろおろしているのがおかしくて、レイラは今にも噴き出しそうになるのをこらえた。

　サジは何度もレイラの髪の毛を梳くと、その手を背中に回し、恐る恐る、という表現がぴったりなようになでてくる。そのかすかな刺激に耐えきれず、レイラはついに声に出して笑い始めた。

　レイラの笑いの理由を理解できず、サジは手を止めて腕の中を凝視する。

「ごめんなさい。でも、くすぐったくて」

　レイラは涙を拭いながら、あまりに素直なサジに笑いが止まらない。いつもなら、ドジをしてくすりと鼻で笑われるのは自分のほうなのだ。

「笑うな」

　拗ねたような声が、頭の上から落ちてくる。それでも笑い続けていると、ふいに頬に指が伸びてきた。強制的に上を向かされると、サジの瞳が自分をのみ込みそうなほど鋭く見つめている。

「わ、ら、う、な」

　その言い方がなんだか子どものようで、レイラは余計に笑いを誘われた。

「それ以上笑うと、実力行使に出る」

「え？」

　一瞬、笑いが止まる。

　サジは宣言通り、というか、笑いが止まったにもかかわらず、レイラの背に回していた手を後頭部に移動させると、そのまま包み込むように唇を重ねた。

　いつもよりも短い口づけ。

「体を大事にしろよ」

　風にさらわれそうなほどのかすれた声が、レイラの耳に届く。

　ひどく寂しがり屋で、ひどく子どもっぽくて、ひどくやきもち焼きで。そして、ひどく優しくて。

　短い口づけは、きっと彼なりの気遣いなのだろう。そんなサジの姿を知っているのが自分だけなのだと思うと、自然に笑みがこぼれた。

　サジの背に腕を回して、レイラはゆっくりとうなずいた。

（この幸せが、ずっと続きますように）

　心地よい体温と、いつもよりもやわらかなサジの拘束を感じながら、レイラは輝く未来を想像してそっと目を閉じた。
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あとがき




　美しいイラストと装丁に魅せられて必然的にこの本を手にした皆様。スターツ出版の優れた営業力により、作者の実力が（意図的に）ベールに包まれたまま偶然にもこの本を手にしてしまった皆様。初めましての方も、お久しぶりですの方も、このたびは『さらわれ花嫁～愛と恋と陰謀に巻き込まれました～』に興味をお持ちいただき、ありがとうございます。

　AtaRu☆改め、星野あたるです。本文よりも先にあとがきを読んでくださっているなら、その方は私と同じ種類の人間かもしれません。




　この作品は、「私をさらって」と主人公に言わせたいという私の妄想を形にしたラブ・ファンタジーです。今回、ベリーズ文庫の仲間入りをさせていただくにあたり、ベリーズカフェで作品を発表したときよりも内容を大幅に変更しています。サイトでは、なんちゃって連載形式（章ごとに、次回へ続く、乞うご期待！みたいな感じで発表していた）で書いていたので、リアルタイムで読んだことのある方は、「同名の別作品？」と感じるかもしれません。なにせ主人公の年齢設定から変更していますので。

　毎度のことなのですが、家族に内緒で小説を書いているため、こっそりと作業をするのはなかなか大変です。それでも、あれこれ設定を考えながらパソコンを打っている時間は至福のひと時です。どうやら私にとって、妄想をアウトプットする作業は、ストレス解消のひとつのようです。

　こんな私が書いたお話ですが、この本を手に取っていただいた皆様のストレス解消の一助になれば、これ以上嬉しいことはありません。ストレスがたまってしまった場合は……ごめんなさい！　精進いたします。サイトに来ていただいて、ほかの作品を探してください。きっと気に入る作品があると思います。

　最後になりましたが、本作を発表できる貴重な機会を与えていただいたことに感謝いたします。刊行にあたりご尽力くださいました倉持様、鶴嶋様、佐々木様、蔦森様をはじめ、関係者の皆様、応援してくださる皆様、そしてこの本を手に取ってくださったあなたへ、この場を借りてお礼申し上げます。

　この作品を読んでくださった皆様が、ほんのちょっぴり幸せな気持ちになれますように。
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